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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜を照らす灯あかりに、青い体毛のリスは片目を開けた。


　やわらかい布地にくるまれた身体からだをもぞもぞと動かし、顔を外に出す。


　キラリ。


　リスの額についた二つの真っ赤な宝石が、部屋を照らすランタンの灯りを反射した。


　リスがデュアル・カーバンクルという珍しい魔物である証拠だ。


　見慣れた部屋の中で、リスはひくひくと鼻を鳴らした。


　天てん井じようまで届く本ほん棚だなから、すっかり嗅かぎなれた古書独特の匂におい。


「おっと、バンクを起こしてしまいましたか」


　ふと、男の声が聞こえ、バンクと呼ばれたリスは視線を動かす。


　狭せまい部屋の中心に置かれた丸い机を前に、ふたりの男が座すわっていた。


　片方は、リスのよく見知った人物だ。


　背の高い、メガネをかけた男で黄色いローブを身に着けている。魔ガ法ル学テ園ンの教師の証である杖つえの紋章エンブレムがローブの胸むな元もとに飾かざられていた。


　部屋の中にかすかに混ざる自分の主人の匂いに、バンクは安心した。


「ジェイナス……話の続きだが」


「おっと、そうでしたね」


　名前を呼ばれたメガネの男、ジェイナスは視線をバンクから外し、自分の正面に座る人物へと移した。


　その人物は、部屋の中だというのに頭から全身を覆おおう外がい套とうを着き込こんでいた。低い声と体格から、成人以上の男性だとわかる。


　身長こそジェイナスに負けているが、体格は男のほうが大きい。外套の上からでも、それがはっきりとわかる。


　男の腰こしには長ちよう剣けんが巻かれていた。


　そのまま椅い子すに深く腰こし掛かけているため、鞘さやの先が床ゆかについていた。男が身体を動かすと、カチャカチャと音が鳴り、バンクはそのたび耳をぴくぴくさせる。


「どこまで話しましたか」


「精せい霊れい王おうの分身を倒たおしたところまでだ」


　淡たん々たんと告げる男に、ジェイナスは「そうでした」と苦く笑しようを返す。


「あの場にアッシュ君とルファ君がいたのが幸運でした。そうでなければ、精霊王の分身を倒すことはできなかったでしょう」


　男は黙だまってジェイナスの言葉に耳を傾かたむけていた。


「フレイム・カーネル。我々魔ガ法ル学テ園ンは、精霊王の分身をそう名づけました。今回のフレイム・カーネルの出現を受けて、魔ガ法ル学テ園ンは見回りの強化や、隣りん国ごくへの呼びかけを徹てつ底ていさせました」


　ジェイナスは一度言葉を切り、真しん剣けんな表情でまっすぐ男を見つめる。


「あなたがこのタイミングでたまたま僕を訪ねてくれたのも何かの縁えん。あなたの意見を聞かせてもらえませんか？」


「意見、とは……？」


「最近の暗黒領域の活発化。フレイム・カーネルの出現。そして、それを見み越こしたように魔ガ法ル学テ園ンへとやってきた、精霊殺しを持つアッシュ君」


「お前はなにが言いたい？」


「出来すぎているんですよ。何もかもが。運命という言葉が陳ちん腐ぷに感じてしまうほどに。僕ぼくは、誰だれかが裏で手を引いていると思っています。それが誰なのかを知りたい」


　ジェイナスはそう言いつつも、「いや」と自身で否定を口にする。


「僕たちは裏で動いている人物を知らねばならないのです。ですが、僕はここを離はなれられない身です」


　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがその場を満たした。


　男は静寂に負けたように、大きく溜ため息いきをつく。


「正直なところ、私にはお前の言葉が半分以上理解できない。私自身、現役を離れて久しい身だ」


「そのわりにはひとりでふらふらしているようですが？」


　冗じよう談だんめかしたジェイナスの声。


「ちっ」


　やがて、根負けしたように男が舌打ちをした。


「さすがは、かつて〝冷酷なる創り手ジエイナス〟と呼ばれた男だな。引退した老人をまたこき使おうとする」


「ははは、老人というにはあなたも僕もまだまだ若いですよ。それに、昔こき使われていたのは僕のほうです」


　では、とジェイナスはもう一度真剣な表情になる。


「調べてもらえますか？」


「ついででいいなら」


　十分ですと、ジェイナスは笑い声を上げながら、椅子から立ち上がる。


「それはさておき。ゲ・ルナー産の強いお酒をもらったんですよ」


　椅子に座ったままの男に背せを向け、ジェイナスは部屋の中にあるもう一つの机に近づいていく。


　その机の上で布に包くるまっていたバンクが、主人が近づいてくるのを見て頭を上げた。


「このところ〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉の調査に駆かりだされていて、まともなお休みがもらえなかったんです。明日あしたは久しぶりのお休みですし、今日ぐらいは飲んでもいいでしょう」


　ジェイナスの背後で、がたりと椅子がひかれる音が響ひびいた。どうやら、男が立ち上がったようだ。


「あぁ、グラスはそこの棚にありますよ」


　男に背中を見せたまま、ジェイナスは左手で小さな棚を指差した。そして、机の上に置かれていた瓶びんを手に取り、貼はられたラベルに目を通す。


「ジェイナス。封ふう印いんの書はまだ持っているのか？」


「封印の書ですか？」


　ふと、男に声をかけられ、ジェイナスはラベルから目を離さず答える。


「えぇ。まだ持っています。召しよう喚かん術じゆつ師しになるという夢はもう諦あきらめたので、僕には必要ない物なのですが、捨てることも学園に預けることもできずにいます」


　苦笑し、ジェイナスは思い出したように言う。


「そういえば、あなたが魔ガ法ル学テ園ンに来たことを、レムは知っているのですか？　彼女のことです。あなたがいることを知れば、きっと完全武装で戦いを挑いどんでくると思いますよ」


　その姿が容易に想像でき、ジェイナスは苦笑をより深くした。


　ラベルから目を離したとき、ジェイナスはバンクと目が合う。


　先ほどから無視され、ずっと酒の瓶ばかりを触さわっていた主人に、バンクは不満げな目を向ける。


　ジェイナスは口元を緩ゆるめ、バンクの頭へと手を伸のばした。


　そのとき。


「ジェイナス」


「──え？」


　すぐ真後ろから男の声が聞こえ、ジェイナスは驚おどろきとともに手を止めた。


　そして。


「うぐ!!」


　突とつ然ぜん背後から口を押おさえつけられた。


　分厚い皮で覆おおわれた男の手が、ジェイナスの鼻と口を力任せにふさぐ。


　──ザクッ。


　何が起こったか理解する前に、ジェイナスは我わが目を疑った。


　自身の左胸から銀色の刃やいばが生えていたからだ。


　銀の刃はジェイナスの血により、真っ赤に染まっていた。


　気が狂くるうほどの痛みが、ジェイナスの身体を襲おそった。


「ふぐッ!?」


　痛みから、恐きよう怖ふから、なにより、信じたくないという気持ちからジェイナスは叫さけび声を上げようとした。


　だが、男はしっかりとジェイナスの口を押さえており、声がもれることはない。


「ジェイナス。お前は詰つめが甘あまい。精霊王の分身……フレイム・カーネルだったか。それが何者かの手で現れたと推測した時点で、封印の書は手放すべきだった」


　ずるりと、男はジェイナスの身体から銀の長剣を抜ぬき取る。
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　なぜと言いたげなジェイナスの目に、男は無表情なまま告げる。


「お前は封印の書を使うことができないから、知らぬだろう。封印の書はありとあらゆる精霊の〈真の名〉が書かれた禁書だ。精霊王ですら、その例外ではない。なら、フレイム・カーネルを〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉に呼び出すこともできるのではないか」


　男は真っ白い布地を取り出し、赤く染まった刃を拭ぬぐう。


「そして、フレイム・カーネルを呼び出した人物が、その封印の書を失ってしまった場合、お前のがほしくてたまらないだろうな」


　机に寄りかかるようにして、ジェイナスの身体が崩くずれ落ちる。


「どうやら私の勘かん違ちがいだったようだ。旧知の仲だからといって、無条件で相手を信じるなど、かつての冷酷なる創り手ジエイナスならありえないことだったろうに」


　どこか寂さびしそうな声で男は言う。


　男が去った後、ピクリとも動かなくなった主人を心配して、バンクはその頰ほおを舐なめ続けた。




第一章　旅立ちのふたり







　遠い遠い、過去の話。


　世界は六門世界と呼ばれていた。


　北部の土、西部の水、南部の火、東部の風、天の聖、奈な落らくの魔ま。


　それぞれの元素エレメントが、世界の端はしにあると言われる六つの門から吹ふき込こんでくることから、その名がついた。


　かつて世界に住む生命たちは、六門世界で覇は権けんを争い、繁はん栄えいし、時に淘とう汰たされていった。


　多くの命が生まれ、そして消えていった六門世界。


　その終しゆう焉えんはあまりにも唐とう突とつだった。


　千年前に起こった〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟は、それまで刻きざまれていた歴史を鼻で笑うように、すべてを白紙に戻もどしてしまった。


　それから千年。


　人々はかつての六門世界を六ろく芒ぼう世界と名づけ、復興の道を歩みだしていた。




　蒸むし暑くけだるい朝の空気が部屋の中を満たしていた。


　部屋はとても広い。


　四角い部屋いっぱいに机と椅子が等とう間かん隔かくに並べられており、ひとりひとりに机があてがわれている。


　ここは魔ガ法ル学テ園ンの烙らく印いん魔ま法ほう科一回生の教室だ。


　机に突つっ伏ぷしている者。


　友人と談笑している者。


　どの人物も年若く、冬用とは違ちがう、すっきりとした夏用の制服に身を包んでいた。


　そんな教室の中で、少し癖くせのある黒くろ髪かみを短く切った童顔の少年が、一心不乱に机に向かっていた。


「終わった……」


　少年はそうつぶやいて、ペンを置く。


　ふぅっと息を吐はいて、額に浮ういた汗あせを制服の袖そでで拭ぬぐった。


　机の上には三冊の本があった。


　一冊は辞書。もう一つは、先ほどから少年が文字を書き綴つづっていた白紙の本。


　そして、大きな絵が描えがかれている絵本。


　少年は絵本に書かれていた文章を辞書で調べつつ、複写していた。


　つまり、文字勉強である。


　少年は文字が読めず、文章が書けなかった。それを克こく服ふくするための訓練である。


　写本を終えたとき、少年の机の前に人が立つ気配があった。


　少年は、ゆっくりと顔をあげる。


「よっ、アッシュ。朝っぱらから精が出るな」


　アッシュと呼ばれた少年の前に、大おお柄がらの男が立っていた。


　夏用の制服に身を包み、大柄の男はにやりと顔をゆがめて、アッシュに向かって片手をあげる。


　男の顔には奇き妙みような形の入れ墨ずみが刻まれていた。二本の縦線に、斜ななめの橋がかかっているような文様だ。


〝毒雲の烙印クラウド・キル〟。


　ひとたび発動すれば、誰だれも手がつけられない危険な烙印だと、アッシュは聞いたことがある。


「急に暑くなってきたよな。昨日の夜はあまり眠ねむれなかったぜ」


　男はアッシュの正面の机の椅い子すにドカリと座すわった。そして、眠たげに大口を開けて欠伸あくびをする。


「まぁ、そろそろ夏だからな」


　アッシュは襟えり元もとを指で引っ張り、手で仰あおぐようにして服の中に風を送る。


　世界には、四つに分かれる季節の変わり目がある。


　世界の端に存在すると言われる元素が吹き込んでくる六つの門。


　その中の土、水、火、風の四大元素だけ、強く吹き込んでくる時季がある。


　今の時季は南からの火の元素が強くなり、六芒世界全体の気温が上じよう昇しようしていた。


「で、調子はどうよ？」


「順調だ。簡単な文章なら読めるようになった」


　子供にも読めるように工く夫ふうされた絵本は、文章が読めなかったアッシュにとって、これ以上ない教科書だった。


「役に立ったみたいだな」


「あぁ。助かった。ありがとう、ベルモンド」


　この絵本は、効率の悪い勉強の仕方をしていたアッシュを見かねて、目の前の男、ベルモンドが渡わたしてくれた物だ。


　アッシュは絵本を返す。


　すると、ベルモンドが意外そうな表情を浮かべる。


「お前が礼を言うなんて珍めずらしいな。気持ち悪いぜ？」


　心底気味の悪そうな目をアッシュへと向け、ベルモンドは絵本を受け取った。


「本当に感謝しているんだから、礼を言うのは当然だろ」


「うへっ、気味が悪いぜ。なんかオレの絵本に悪戯いたずらしてないだろうな？」


　ベルモンドは顔をしかめながら、絵本をまじまじと眺ながめた。


「してるわけないだろ……」


　お礼を言うだけで怪け訝げんな目を向けられ、アッシュはがっくりと肩かたを落とした。


　表紙や裏表紙だけではなくパラパラと絵本の中まで確認しながらベルモンドは言う。


「なんつーか。最近お前って少し変わったよな」


「そうか？」


「おうよ。前はもっとツンツンしてたっつーか……少なくとも、礼を言うようなやつじゃなかったろ？」


　ベルモンドに指し摘てきされ、アッシュは首をひねった。


　自覚はない。


　アッシュは腕うでを組み、考え込んだ。


　自分が変わったきっかけ。


　それを考えて最初に思いつくのは、やはりこの間の事件のことだ。


　今から一ヶ月前。アッシュはとある少女の特待生試験に同行し、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉へと赴おもむいた。


　そこで体験した様々な出来事。


　火か炎えんの森とフレイム・カーネルとの戦い。


　その戦いの中でアッシュは、一人の少女を守ると誓ちかった。


　今思えば、かなり恥はずかしいことを言った気がするが、本心なのでしかたない。


　すっかり黙だまり込んでしまったアッシュに、ベルモンドはニヤリと口元をゆがめて見せた。


「……女、だな」


「んな!?」


　図星を突かれ、アッシュはガタリと椅子が鳴るほど身体からだをのけぞらせた。


「い、いきなり何を言ってんだ！　そんなわけないだろう!?」


「男が変わる瞬しゆん間かんってのは、大体女が関かかわっているもんだぜ。オレも伊だ達てに五年も傭よう兵へいをしてないんだぜ？　酸すいも甘あまいもかみ分けたっての」


　してやったり、とベルモンドはより一層顔をゆがめる。


「チッ」


　事実のため、アッシュは何も言えず、ふてくされたように舌打ちをしてそっぽを向いた。


　自分が変わったことが不快なのではなく、ただ照れくさかった。


「おぉっと、んなことよりも。今日じゃなかったか？　お前のでっかい剣けんが返ってくるの」


　ベルモンドにそう言われ、アッシュは力強くうなずいた。


　視線を自身の背にやり、そこになにもないことを確かめる。


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で出会ったフレイム・カーネル。


　その戦いで、思わぬ力を発揮し、奇き跡せきを起こした剣があった。


　それは、義父から魔ガ法ル学テ園ン入園の餞せん別べつとして渡された一ひと振ふりの大剣。


　元素の黒曜剣ブラツク・ソードという伝説の大剣だ。


　もはやトレードマークとも言われるほど、アッシュにとって黒曜剣ブラツク・ソードはなくてはならない物となっていた。


　だが、アッシュはその剣を今持っていなかった。


「あのときのお前は、本気で気の毒だったぜ。相手が悪すぎだ。先生はドラゴンすらひとりで殺すって言われているんだぜ？」


　一ヶ月前のことを思い出して、アッシュは顔をしかめた。


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉から帰き還かんし、目を覚ました二日後。アッシュは担任の教師に黒曜剣ブラツク・ソードを奪うばわれた。


　もちろん、奪われまいと力の限り抵てい抗こうした。


「……あれは、私刑リンチだった」


　その日のことを思い出し、アッシュが顔をしかめた。　正直、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉より、担任の教師につけられた傷のほうが深いのではないか。


　そんなことはないと信じたいが、どうしてもそう思ってしまうほどだった。


「処しよ刑けいの間ま違ちがいじゃねぇのか？」


　私刑リンチという言葉は生ぬるいとベルモンドが言う。


「結果的に見れば強ごう盗とうなんだろうけどな。ま、でもちゃんと返ってくるんだろ？　ほら、先生が言っていた約束、ちゃんと守ったんだから」


「この剣を返してほしければ一ヶ月間授業に出席し続けろ……か。まぁ、一応はな。問題は、あの先生が本当に俺おれに剣を返す気があるのかどうかってことだけど」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。ほ、ほら、一応先生なんだぜ？」


　ぽんと、励はげますように肩を叩たたかれ、アッシュは不満そうに唸うなった。


　そのとき、ガラリと教室の入り口の扉とびらが開かれる音が響ひびいた。


　ベルモンドはアッシュから視線を外し、入り口に向き直る。


「おぉっと、珍しく我らが烙印魔法科の首席様が授業前に登校してきた……って、なんだ？」


　皮肉めいたベルモンドの口調が、がらりと変わった。


　疑問に思い、アッシュも入り口へと視線をやる。


　そこには、扉とびらを開けたまま、微び動どうだにしない少女がいた。


　夏用の制服に身を包んだ、赤い髪かみを馬の尻尾しつぽのようにリボンでまとめた少女だ。


　違い和わ感は一目でわかる。


　アッシュとベルモンドが知っているその少女は、いつも太陽のように陽気な人物だ。


　それなのに、今の少女は、まるで墓場から這はい出てきたような暗い影かげを背負っていた。


　後頭部にあるリボンが見えるほど、がっくり頭と肩を落としている。


「パ、パッフェル？」


　アッシュは少女の名前を呼びながら椅子から立ち上がり、早足で向かった。


　声をかけられたことで、少女がゆっくりと顔を上げる。


　目が合い、アッシュはぎょっとした。




[image: ]


　顔色は普ふ通つう。


　だが、パッフェルの両目だけがギラギラと光っていた。


「う、うぅぅぅぅ!!」


　まるで肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを前にしたときのように、パッフェルの喉のどが鳴った。


　アッシュは本能で危険を察知して、後ろへと飛びのいた。


　瞬間、アッシュの目の前を、パッフェルの拳こぶしが通り過ぎていく。


　顎あごの下。


　死角を狙ねらった一いち撃げきだ。


「な、なにしやがる!?」


　冷や汗あせを搔かきつつ、アッシュは自分の心臓を左手で抑おさえた。


　あまりのことに、動どう悸きが激しくなっている。


「なんで避よけるんですかーっ!!」


　がーっと、歯をむき出しにして、パッフェルが怒いかりをあらわにする。


「お、落ち着け!?　いきなりなんだよお前は!!」


　アッシュは大声を上げた。


　両りよう腕うでを突つき出し、こちらに戦意がないことを伝える。


「よ、よし。冷静に話しあおう……なにがあった？」


　少し落ち着いたのか、パッフェルは目をギラギラさせながらも、拳を解いた。


「実は……」


　そして、アッシュを睨にらみつけるようにしながら、昨日の出来事を話し始める。





　昨日。


　パッフェルは暗い魔ガ法ル学テ園ンの中庭をひとりで歩いていた。


　学園の治安を守る学ア園イのア盾スの警けい邏らを終え、女子寮りように帰るところだった。


　月と星、そして中庭に設置された街灯の光が夜の闇やみを照らしている。


　どこからか聞こえてくる虫たちの歌声が、初夏を感じさせていた。


「ふんふふんふ～ん♪」


　パッフェルはまるで虫たちと合唱しているように、鼻歌を口ずさんだ。


「今日はなにもおきませんでした！　いいことです！」


　自身に確認するように言って、パッフェルはぐっと拳を握にぎった。


　心も身体も未熟な魔ま法ほう使つかいの卵が大勢いる魔ガ法ル学テ園ン。


　ここでは、毎日どこかで事件が起きていた。


　魔法の暴発や、召しよう喚かん獣じゆうの脱だつ走そう、生徒同士の決けつ闘とうなど、数を上げればきりがない。


　珍しく。本当に珍しく、今日は平和な一日だったとパッフェルは思った。


「でも、少しだけ寂さびしい気もします……」


　ぽつりと、パッフェルは立ち止まって自身の拳を見下ろした。


　そこに、奇き妙みような文様が刻きざまれている。


　一見、刺青いれずみのように見えるそれは特別な意味を持っている。


　烙らく印いん魔法。


　刺青にも似た魔法の烙印を身体に刻むことで、使えるようになる魔法だ。


　パッフェルの右手に刻まれた〝死点の烙印デツド・ホール〟は、触ふれた相手の身体を狂くるわせる呪のろいを与あたえる烙印である。


　それを振ふるう機会が、今日はなかった。


「あはは……また、怒おこられちゃいますね」


　パッフェルは自分の頭をコツンと叩いた。


　学園の治安を守る学ア園イのア盾スのメンバーが事件を望むなど、不ふ謹きん慎しん極きわまりない。


　でも、とパッフェルは思う。


（戦っているときは、なにも考えなくていいんです……）


　事件に遭そう遇ぐうしたとき。


　逃にげ出した召喚獣と対たい峙じしたとき。


　魔法を撃うち合う決闘場に飛び込こんでいくとき。


　そのときはただ、まっすぐ目の前の事態を見つめていればいい。


　ひとりになると考えてしまう。


「あたしは、本当に強くなっているのでしょうか……」


　沈しずんだ声で、パッフェルは呟つぶやいた。


「いつになったらみんなを……フェイルお父さんを助けられるのでしょうか」


　何万回と、頭の中で繰くり返してきた問い。


　ふと右手が痛んだ。


　指先が白くなるほど、自然と拳に力が入っていたようだ。


　パッフェルは堂どう々どう巡めぐりの思考を、勢いよく頭を振ることで追い払はらう。


「ほぇ？」


　そのとき、視界の隅すみに違和感があった。


　街灯の光が当たらない、魔ガ法ル学テ園ンを囲む壁かべの下で何かが動く気配がした。


　パッフェルはじーっと目を細め、壁の下を見つめる。


　すると、頭から黒い外がい套とうをすっぽりかぶった人物が、しゃがみこんでごそごそと何かをしていることがわかった。


（超ちよう不ふ審しん人物です！）


　パッフェルの両目に力が宿った。


　やはり魔ガ法ル学テ園ンはこうでなくては、と考える。


　一いつ瞬しゆん、学ア園イのア盾スのメンバーを呼びに行くことを考えた。


（でも、まごまごしているうちに、どこかに行っちゃうかもしれません！）


　胸中で自分自身に言い訳をしながら、パッフェルは外套の人物のところまで一気に駆かけた。


　パッフェルの気配を感じたのか、外套の人物がすぐに立ち上がる。


「学ア園イのア盾スです！　そこでなにをしているのですか!?」


　声をかけながら、パッフェルは相手をよく見る。


　身長がパッフェルの頭二つ分高く、身体からだつきはがっしりしている。


　どうやら男のようだ。


　フードから覗のぞく男の顎には無ぶ精しようひげが生えていた。


「学園の人じゃないようですね……」


　外套の下には軽鎧よろいを身に着けており、腰こしには長ちよう剣けん。


　魔ガ法ル学テ園ンの関係者である証はどこにもない。


「ごめんなさいですけど、話を聞かせてもらいます！　大人しく──」


　パッフェルが言葉を続ける前に、金属音が擦すれる音が響いた。


　月下にさらされる白銀の刃やいば。


「──する気はないようですね」


　返事代わりに抜ぬかれた男の長剣に、パッフェルは目を細めた。


　ぎゅっと拳を固め、肩かた幅はばに足を開く。


　ジャリっと、土を踏ふみしめる音が虫の声に混まじる。


　男は長剣を右手に持ったまま、構えることすらせず、ただ立っていた。


　パッフェルに興味がないのではないかと思えるほど、男は静かだ。


　それが、パッフェルの癪しやくに障さわる。


「すぅぅぅ──」


　深くゆっくり、パッフェルは息を吸った。


　湿しめり気をおびた夜の空気を、肺ではなく腹に溜ためるイメージ。


「ふっ！」


　吸い込んだ空気を一気に吐はいて、パッフェルは跳とんだ。


　消えたとしか思えない、一瞬の跳ちよう躍やくだ。


　いかなる人物であっても、反はん応のうすることは難しいだろう。


　だが。


「あぐっ!?」


　腹部を貫つらぬく痛みに、パッフェルは身体を折り曲げた。


　男の長剣の柄つかがパッフェルの腹に突き刺ささっていた。


（そ、そんな!?）


　痛みに顔をしかめ、パッフェルは驚きよう愕がくした。


　狙いすました一撃だ。


　それも手加減されている。


　もし突き出されていたのが長剣の刃だったのなら。


　そう考えて、パッフェルは自分の背筋がゾッとするのを感じた。


　ガンっと、首筋の裏に衝しよう撃げき。


　脊せき髄ずいを殴なぐられたと理解したとき、パッフェルの身体は地面に叩たたきつけられていた。


「うぐっ……」


　視界がぼやける。


　立ち上がらないと、と心で叫さけんでみても、パッフェルの身体はいうことを聞いてくれなかった。


　地面の砂をむなしく搔き続ける音だけが響ひびく。


　まるで地を這はう蛇へびのような姿だ。


　パッフェルは全身の力を使って、なんとか頭を持ち上げる。


　キラリと、腹の奥おくが冷えるような銀色の刃が眼前に突きつけられていた。


　月を背に、殺気を放つ男の姿。


「あ、あぁぁあ！」


　自然と、悲鳴が出た。


　この場から逃げ出したいという衝しよう動どうに駆られる。


　命が助かるなら、なにを犠ぎ牲せいにしてもいい。そんな考えが自然と浮うかんでくる。


　魔ガ法ル学テ園ンに来るまでは、傭よう兵へいとして各地を旅していたパッフェル。


　どの戦場でも感じたことがなかった恐きよう怖ふに、パッフェルは戸と惑まどった。


　男は長剣をパッフェルに突きつけ、何かを考えている様子だった。


　そして、なにを思ったかパッフェルにトドメをささず、長剣をしまう。


　くるりとパッフェルに背を向け、男は再び壁の下に行った。そして、ごそごそとしゃがみ込み、フックつきの太い縄なわを取り出す。


　壁の向こうに向かってフックを投げた。ガチっと金属のフックが何かに引っかかる音が聞こえてきて、男は感かん触しよくを確かめるため縄を何度か引っ張った。


　まるで木登りをする猿さるのように、男はするするとその縄を登って、壁の向こうへと姿を消した。


（たす、かった？）


　パッフェルの胸中に安あん堵どが浮かぶ。


　それと同時に、熱いものがこみ上げてきた。


　助かったことを喜ぶ心。


　初めて戦いを怖こわいと思った気持ち。


　なにもできなかった自分に対する悔くやしさ。


「うわぁぁぁぁぁ!!」


　それらの感情が一気にあふれてきて、涙なみだとなって流れ落ちた。





　一気に話し終えて、パッフェルは怒いかりのあまりガンっと入り口の扉とびらをぶん殴った。


「うぅぅぅ!!　なんなんですかあの人は!?　むかつきます!!　イーッてなります!!」


　扉がひしゃげ、レールから外れる。


（おいおい、こいつが暴れだしたら、手がつけられないぞ！）


　アッシュは心の中で叫んだ。


　パッフェルは烙印魔法科の首席である。そんな人物が本気で暴れると、今烙印魔法科一回生の教室にいる人物では、どうしようもない。


　アッシュはゴクリと唾つばを飲み込んだ。


　なんとなく、昔のことを思い出す。


　暴れたくなるほど心が病やんだとき、アッシュは義あ姉ねに頭を撫なでてもらったことがあった。


　あの時、心がじんわりと温かくなり、不思議と落ち着いたのを今でも覚えている。


　それを試ためしてみようとアッシュはこわごわと一歩パッフェルへと近づく。


　我関せずを貫いていたクラスメートたちがざわめいた。


「あいつ正気か!?」


「死ぬぞ!!」


　口々に危険を伝えるクラスメートたちであったが、誰だれも止めようとはしなかった。


　アッシュは恐おそる恐るパッフェルへと近づき、右手を伸のばした。


　そのままぽんっと頭に手を置き、髪かみの流れにそってゆるく撫でてみる。


「よ、よしよし」


「うぅ……」


　すると、幾いく分ぶんか落ち着いたのか、パッフェルはまだ喉のどを鳴らしながらも動きを止めた。


　クラスメートたちがほっと安堵する溜ため息いきが聞こえてきた。


「で、その男はどうしたんだ？」


「今は、先生たちが探しているはずです。風紀委員にも学ア園イのア盾スにも待機命令が出ています」


　アッシュは納なつ得とくした。


　話を聞くに、相手はパッフェルが手も足も出なかった人物だ。


　生徒の手に余る、ということだろう。


「先生がいないんなら、今日は授業が休みになるのか」


　ぽつりと呟つぶやいたアッシュの言葉に。


「そんなわけないだろう」


　抑よく揚ようのない少女の声が答えた。


　パッフェルの後ろに、ひとりの少女が威い風ふう堂どう々どうと立っていた。


　ようやく二桁けたに差し掛かかった年ねん齢れいであろう、その少女は長い茶ちや髪ぱつをおさげに結んでいる。


「うぉ、レム先生……」


　アッシュは驚おどろきながら少女の名前を呼んだ。


　どう見ても幼子にしか見えないレムだが、黒いローブの胸むな元もとに付けられた杖つえの証が、魔ガ法ル学テ園ンの教師であることを物語っていた。


「たかだか賊ぞくが入っただけで授業がなくなると思うなよ。ここは世界最大の魔ま法ほう研究組織だ。賊の侵しん入にゆうなど、別に珍めずらしくともなんともない」


　ふんっと鼻を鳴らし、レムは吐はき捨てるように言う。


「いちいちそれで授業を中断していれば、おまえたちの卒業は十年先になるな……とはいえ、お前にはもう関係ない話だが」


「ん？」


　含ふくみを持たせたレムの言いように、アッシュは眉まゆをひそめた。


「まぁ、それは後で話してやろう。ところでアッシュ、いつまでパッフェルをいじっているつもりだ？」


「って、うぉ!?」


　アッシュはレムに指し摘てきされて、ようやくパッフェルを撫でる手を離はなした。


　一度満足そうにうなずき、レムは烙らく印いん魔ま法ほう科の教室を見み渡わたした。


「今日の授業は中庭で行う。全員早く外に出ろ」





　教室を追い出され、アッシュたちは全員魔ガ法ル学テ園ンの南西に集められた。


　ここは魔ガ法ル学テ園ンのクラブ活動のための施し設せつを集めた場所である。


　通つう称しよう、クラブ塔とう。


　まさに塔という名がぴったりな、縦長の建物。


　クラブ塔には、見た目からもわかるほど無数の部屋がある。


　その部屋の一つ一つに占せん有ゆう権けんを持つクラブが存在している。


　これだけでも、魔ガ法ル学テ園ンのクラブの数がうかがい知れるというものだ。


　ところが、奇き妙みようなことにクラブ塔の周りに多くの小屋が造られていた。


　これは、いまだ正式にクラブとして認められていない、いわゆる同好会のための施設だ。


　これらの無数の施設が一挙に集められたこの場所は、一種の集落のように見える。


　そんなクラブ塔の目の前で、アッシュたちは土のむき出しになった地面に腰こしを下ろして、レムの到とう着ちやくを待った。


　しばらくすると、レムがクラブ塔にやってきた。


　レムは自分の身長よりも大きな荷物を肩かたに担かついで、堂々と歩いてくる。


　担いでいる荷物は真っ白な布にくるまれており、中身がなんなのかうかがえない。


「待たせたな。授業をはじめる。今日の授業は儀ぎ式しき呪じゆ文もんについてだ」


　困こん惑わくする生徒たちを見渡し、担いだ荷物を地面に下ろそうともせずレムは言い放った。


「現在、魔法といえば物理魔法や、我々の使う烙印魔法といった、六つの現世魔法。そして、前世魔法である召喚術の合計七つが主流だ。それに含まれない儀式呪文を知らぬ者もいるだろう。儀式呪文は、今魔ガ法ル学テ園ンで最も研究されている前世魔法だ」


　前世魔法。


　これは、旧世界で使われていた魔法のことだ。


　今から千年前、〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟で世界が崩ほう壊かいする以前に発展していたと言われている。


「その威い力りよくは絶大だ。隕いん石せきを降ふらせて、一つの国を滅ほろぼす。そんな儀式呪文もあったそうだ」


　あまりのスケールに、アッシュたちは呆ほうけた顔でレムを見上げた。


「ふむ。イメージしにくいか。とはいえ、儀式呪文はどれもそんなものだ。どの儀式呪文もひとたび発動すれば必殺の威力を持つ」


　そして、とレムは付け加える。


「汎はん用よう性が高いのも、儀式呪文の特とく徴ちようの一つだ。国を滅ぼす呪じゆ文もんもあれば、逆に国を守る呪文、他にも死者を蘇よみがえらせる呪文もある」


　アッシュは魔ガ法ル学テ園ンに入園する際に受けた試験を思い出した。


『ここは魔ガ法ル学テ園ンだ。死者の蘇そ生せいぐらい造作もない』


　あのとき、レムはアッシュにそう言った。


「不条理にして理り不ふ尽じん。人の身では叶かなえられない奇き跡せきを体現する。それが儀式呪文だ。その力の前では、我々の使う現世魔法など脆ぜい弱じやくこの上ない」


　前世魔法と別の位置づけをされているのが、現世魔法である。


　アッシュやパッフェルたちが学ぶ烙印魔法など、現在六ろく芒ぼう世界で発展した六つの魔法がこれに類する。


　ごくりと、アッシュたちは息を[image: ]のんだ。


　レムは一度満足そうにうなずき、ニヤリと口元を吊つり上げる。


「とはいえ、儀式呪文はいまだ研究の域を出ていない。使い手は限られているし、〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟以前の威力はない。国を滅ぼすほどの儀式呪文など、今現在ではただの夢物語だ。ゆえに、いまだ魔法系統としては確立されていない」


　レムは言葉を切り、一いつ旦たん生徒たちの顔を見渡した。


「準備に時間がかかるのも欠点の一つだ。ある意味、儀式呪文とそのほかの魔法を大きく隔へだてているのはこれだ」


「？」


　意味がわからず、アッシュは次のレムの言葉を待った。


「儀式呪文は、ある特定の条件下でしか使用できない。決まった場所で呪文ごとの特定の手順を踏ふみ、初めて効果を発揮する。いつでも気軽に……それこそ、我々の使う烙印魔法のように、簡単な合言葉キーワードを唱えるだけという簡単な制限ではない」


「決まった場所？」


　思わず疑問が口をついて、アッシュはレムと目が合った。


「うむ。魔力の溜たまった地形のことだ」


　レムの問いに、生徒一同戸と惑まどった様子でうなずいてみせた。


　パッフェルですらレムの言葉にうなずいており、アッシュは焦あせった。


　正直、聞いたことすらない。


　そんな戸惑うアッシュを見たのか、レムは一いつ瞬しゆん目をきょとんとさせる。


「この世界の名前の由来とも言える伝承なのだが……聞いたことはないか？」


　アッシュは一瞬言葉に詰つまった。


　知ったかぶりをするのは簡単だ。


　だが、それでは魔ガ法ル学テ園ンにいる意味がない。


　魔ガ法ル学テ園ンは魔法を学ぶ場所だけではなく、冒ぼう険けんで役立つ知識や一いつ般ぱん教養を得る所でもある。


「いや、知らない」


　正直に答えると、レムは「そうか」とうなずいた。


「俗ぞく説せつ、ではあるのだが。この世界のどこかに、六つの石柱があるという説がある。今から数百年前の復興時代に作られたそれらは、六体の魔物を大地に封ふうじた物らしい。その強大な力を持った魔物の魔力が地脈を伝わり、世界のどこかに飛び地することがあるのだ」


　そんなものがあるのか、とアッシュはレムの言葉を心に刻きざんだ。


「この魔力が高まった場所は儀ぎ式しき地形と呼ばれている」


　レムは担いでいた大きな荷物をようやく肩から下ろした。


「さて、本当なら実際に儀式呪文を見せてやりたいところだが、あいにくとわたしは使えない。そのかわり、と言ってはなんだが、地形が持つ魔力を実際に体験させてやろう」


　疑ぎ問もん符ふを頭に浮うかべて皆みな、首をかしげた。


「アッシュ」


「ん？」


　突とつ然ぜんレムに名前を呼ばれ、アッシュは怪け訝げんそうな表情になる。


　そんなアッシュに、レムは担いだ荷物を片手でずいっと突つき出した。


「おまえの剣けんを返す」


「ッ!?」


　弾はじかれるようにアッシュは立ち上がり、急いでレムに近づいた。


　なるほど、と思う。


　確かに、レムの持っていた荷物は、自分の大剣の大きさと同じぐらいだった。


　レムに奪うばわれ、早一ヶ月。


　ようやく義父の餞せん別べつとして渡わたされた大剣が手元に返ってくる。


　アッシュは白い布地に包まれたそれを受け取った。


　懐なつかしさすら感じる、恐おそろしいまでの軽さ。


　まるで、布の中には何も入っていないのでは、と錯さつ覚かくしてしまうほど大剣は軽かった。


　手の平から伝わる感かん触しよくは、一ヶ月前となんら変わらない。


　はやる気持ちを抑おさえながら布地をはがす。


　すると、そこに奇妙な大剣があった。


　大きさはアッシュの身長と同じくらい。


　柄つかが黒く、鞘さやが白い。


　何より、その大剣を奇妙に見せているのが、柄と鞘に巻きつけられたバックル型の革ベルトの存在だ。


　どう見ても、抜ばつ刀とうすることを阻そ害がいするそれ。


　これは、封ふう印いんだ。


　アッシュは〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉での出来事を思い出した。


　ひとたび剣を抜ぬけば、精せい霊れいを喰くらいつくす魔ま剣けん、元素の黒曜剣ブラツク・ソード。


　その威力は、伝説の精霊王の分身であるフレイム・カーネルすら抗あらがうことはできなかった。


　ゆえに別名、精霊殺し。


（返ってきた……俺おれの力が）


　思わず、アッシュの口元が邪じや悪あくに歪ゆがむ。


　脳のう裏りに浮かぶのは、幼い日の自分。


　冒ぼう険けん者しやであった義父に頼たのみ込こみ、十年の月日を剣けん技ぎに費ついやした。


　血を吐はき、倍以上の涙なみだを流した。


　それもすべて、故郷を焼いた精霊王に復ふく讐しゆうするため。


『炎ほのおの巨きよ人じんを殺すまで死ねない』


　幼い日の自分の言葉は、今も胸に刻まれている。


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で出会ったのは、ジェイナス曰いわく、精霊王の本体ではない。


　いくら倒たおしたところで、所しよ詮せんは分身だ。


（本体を殺す。この剣で喰い殺してやる）


　狂きよう気きに犯されたように愛いとしい者を見る。


　そんな妄もう執しゆうに囚とらわれた目で、アッシュは元素の黒曜剣ブラツク・ソードを眺ながめた。


　すると、違い和わ感。


「ん？」


　鞘の先のほうに、奇妙な文様が刻まれていた。


　蜘く蛛もの巣を連想させるような、網あみ目め状の模様。


　レムに奪われるまではなかったはずだ。


（これは、なんだ……？）


　ピタリと、文様を見て動きを止めたアッシュにレムが言う。


「世界広しと言えども、その烙らく印いんを物に刻めるのはわたしぐらいのものだが……なに、礼を言う必要はない。おまえはわたしの生徒だからな。かわいがるのは当然のこと」


　少し自じ慢まんげに、ない胸を後ろにそらすレムにアッシュは絶ぜつ叫きようを返した。


「お、おぉぉぉぉぉぉぉ!!　お、お前なにしやがる!?」


　アッシュは怒いかりのあまりレムに摑つかみかかろうとした。


　大事な物を傷つけられて、黙だまっていられなかったのだ。


「む？」


　だが、レムは冷静に身を引き、アッシュの手から逃のがれる。そしてそのまま、自身の拳こぶしをアッシュに向かって突き出した。


「──おぐっ!?」


　狙ねらったのは顎あごではなく、喉のど。


　加減されていたとはいえ、鍛きたえられない急所の一つを寸分たがわず打ち抜かれ、アッシュはなす術すべもなく地面に転がり、むせ返る。


「ごほっ!?　げほっ!?」


「む。すまないなアッシュ。つい手を出してしまった」


　レムは呼吸ができずにのたうつアッシュの背中をポンと叩たたく。


「だが、目の付け所は実によかった。さすがのわたしも、あのタイミングでおまえが襲おそってくるとは思わなかった。相手の隙すきを突く。まさに戦いの基本だ」
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　満足そうにこくこくとレムは何度もうなずいた。


「ち、違ちが──ごほごほっ!!」


　刺さすような痛みが喉を襲い、アッシュはむせ返った。


「む？」


　レムは眉み間けんにシワを刻む。


　アッシュがなんと言おうとしているのか読み取ろうとした。


「そのような情熱的な目……いけないぞ、わたしとお前は教師と生徒だ」


（こ、殺す！）


　アッシュは眼の端はしに涙を浮うかべつつ、キッとレムを睨にらみつける。


　視線で、想おもいで、人が殺せたならと本気で考えた。


「むう、そのような眼をされると踏ふみ潰つぶしてみたくなるのだが」


　にんまりとした表情でレムが口を開いた。


　目が笑っていない。


　アッシュの背筋が痛み以外の感情で震ふるえる。


「ふむ。まぁ、いいだろう。さてアッシュ。少しばかり授業に協力してもらおうか」


　レムはアッシュを無理やり立ち上がらせると、クラブ塔とうの周りにある小屋のひとつの前に連れてきた。


　他の小屋が木造や石造りであるにもかかわらず、アッシュの目の前のものは金属で造られていた。


　通気性や室内温度のどれをとっても、最悪の環かん境きようだろうと容易に想像できる。


「アッシュ。その剣を壁かべに突き刺せ」


「壁、に？」


　ようやく痛みも収まり、喋しやべれるようになったアッシュ。


　レムの言葉の意味がわからず、首をかしげた。


「うむ。あぁ、別に本当の意味で壁に突き刺さなくてもいいぞ。烙印の一部を壁に触ふれさせればいい」


「？」


　言いたいことはいっぱいあるのだが、有う無むを言わさぬレムの口調に、アッシュは渋しぶ々しぶ従った。


　両手で黒曜剣ブラツク・ソードの柄を持ち、槍やりのようにして壁に突き出す。


　カツっと乾かわいた音が響ひびく。


「──で？」


　特に何事も起こらず、アッシュはいぶかしげな表情でレムを見た。


「それでいい。あとは叫さけべ。〝世界結合の烙印アース・コンセント〟と」


　アッシュが魔ま法ほうを使えないことは、レム自身もよく知っているはずだ。


（なんの罰ばつゲームだ!?）


　心の中でアッシュは叫んだ。


　魔法の使えない烙らく印いん魔ま導どう師し。


　魔ガ法ル学テ園ンにおいて、それは落ちこぼれと呼ばれる。


　つい最近、クラスメートの大半からそれを笑われ、惨みじめな気分を味わったアッシュ。


「チッ」


　思わず、舌打ちした。


　もはや、拷ごう問もんに近い。


「どうしたアッシュ？」


　無表情でレムが告げる。


「あぁ、なるほど。安心していいぞ。その建物は取り壊しが決定している」


　レムがなにを言っているのか、アッシュにはわからなかった。


　だが、逃にげることはできない。


　魔法が使える、使えない。


　クラスメートに笑われる、笑われない。


　そんなことより、ただ尻尾しつぽを巻いて逃げたと思われるのが、アッシュにとって一番腹立たしかった。


　仕方なく、本当に仕方なく、アッシュは半ばやけになりながら叫ぶ。


「〝世界結合の烙印アース・コンセント〟!!」


　アッシュが合言葉キーワードを口にした瞬しゆん間かん、ズキリとアッシュの手のひらに痛みが走る。


　思わず視線を動かすと、手のひらに七つの光が浮うかんでいた。いつ、誰だれに刻きざまれたのかわからない、杖つえの形を象かたどった烙印だ。


　わけもわからず、アッシュは痛みから顔をしかめた。


　そして、今度はカッと黒曜剣ブラツク・ソードに刻まれた烙印が光った。


　まるで影かげが延のびるように、蜘蛛の巣のようだった烙印が建物の表面を走る。


　それは、巣に捕らわれた獲え物もののような印象だった。


「──なっ!?」


　予想外の出来事に、アッシュは絶句していた。


　呆ぼう然ぜんとするアッシュをよそに、烙印は輝かがやきを増す。


　そして、まるで一いつ瞬しゆんにして数千年の月日が流れたかのように、鉄の建物が崩ほう壊かいした。


　建物の表面を走っていた影が黒曜剣ブラツク・ソードに戻もどってくる。


　すると、力の奔ほん流りゆうがアッシュの身体からだを貫つらぬいた。


　身体が爆ばく発はつしたかと思うほど、その力は強い。


　活力がみなぎり、血管がドクドクと脈打った。


「グッ!!」


　アッシュは歯を食いしばり、天を仰あおいだ。


　今まで感じたことのない奇き妙みような感覚に、ただ戸と惑まどう。


「うむ。成功したな。アッシュ、今感じているその力こそ、地形の持つ魔力だ」


　レムの言葉を、アッシュは聞く余よ裕ゆうがなかった。


「ここは元々、自ゴ動ー人レ形ムや人工生命体ホムンクルスを造るための製造場だった。かなりの魔力が溜たまっていただろう？」


　さて、とレムはアッシュ以外の生徒たちを振ふり返る。


「パッフェル、それとベルモンド。ふたりでアッシュを殴なぐってみろ。もちろん、全力でだ」


「ほぇ？」


「は？」


　名前を呼ばれたパッフェルとベルモンドは、それぞれ困こん惑わくした表情でレムを見た。


「あぁ、ベルモンド。〝毒雲の烙印クラウド・キル〟は使うなよ。わたしとアッシュはなんともないが、他の者は死ぬかもしれんからな」


　挑ちよう戦せん的にそう言われ、ベルモンドは一瞬だけ目を見開いた。


「本気でいいんだな？」


　ベルモンドはニヤリと獰どう猛もうな獅し子しの笑え顔がお。


「もちろんだ。あとパッフェル。最初に言っておいてやる。気落ちしなくていい」


「ほぇ？　どういうことですか？」


「今のおまえでは、アッシュに触れることすらできんだろうからな。負けて当然の戦いだ」


　だから気落ちするなと、レムは諭さとす。


　昨夜の出来事を思い出し、一瞬でパッフェルの頭に血が上った。


「……アッシュさん」


「──アッシュ」


　パッフェルとベルモンドがゆらりと立ち上がり、それぞれ準備運動をしながらアッシュへと近づいた。


　アッシュはようやく落ち着いたのか、肩かたで息をしながら目の前に立つふたりを見た。


　そのアッシュの身体の周りを、淡あわい光が包んでいた。


　まるで闘とう気きが全身を覆おおっているようだ。


「な、なんだよ、これ……って、ふたりともなんだ？」


　ぼきりと、指を鳴らしてベルモンドが言う。


「すまねぇが、先生の言いつけでな」


　ぐるぐると右肩を回しながらパッフェル。


「うらみはありませんが、仕方ないんです！」


　ふたりとも、目が笑っていなかった。


　魔ガ法ル学テ園ンに来る前は、ふたりとも傭よう兵へいとして活かつ躍やくしていた実績がある。


　正直、怖こわい。


「お、おい！　やめ──」


　アッシュの制止の声より速く、ふたりの拳こぶしが飛来する。


　肩で息をしたアッシュは、とっさに回かい避ひができなかった。


　反射で目をつぶる。


「なにぃぃぃぃ!!」


「えぇぇぇぇぇ!!」


　アッシュが目をつぶってコンマ一秒後。


　パッフェルとベルモンドの絶ぜつ叫きようが木霊こだました。


　恐おそる恐るアッシュが目を開いてみると、ぎょっとした。


　目の前、それも吐と息いきのかかる距きよ離りに、パッフェルとベルモンドの拳があったのだ。


　だが、ふたりの拳は、アッシュの全身を覆う光のヴェールに阻はばまれ止まっていた。


「くそっ!!」


　ベルモンドが拳を引き、体重を左足に乗せた。


　あまりのことに戸と惑まどうアッシュ。


　蹴けりが来ると思ったときには、ベルモンドのつま先が、アッシュのこめかみを捉とらえている。


　同時にパッフェルも動く。


　アッシュのみぞおちを狙ねらい、肘ひじを突つき出しながら、地面に穴が開くほど大きく踏ふみ込んだ。


　だが、それらも阻まれる。


「な、なんでですかぁぁぁ!!」


「おいこらアッシュ!!　お前の腰こしの剣を貸せ！　刺さし殺してやるぜ！」


「あー、えー、えーっと」


　アッシュは視線をさまよわせ、レムに助けを求めた。


「見ての通り、地形の魔力は絶大だ。この魔力を用いて使う儀ぎ式しき呪じゆ文もんの力も、なんとなくは想像できただろう。よく覚えておくように」


　レムはアッシュたちに背を向け、授業の締しめにかかっていた。





「パッフェル。あったぜ」


　ベルモンドの声を受けて、パッフェルは一冊の本から顔を上げた。


　パッフェルとベルモンドは、授業が終わった後、ふたりで魔ガ法ル学テ園ンの図書室へとやってきていた。


　世界の知識がすべて詰つまっている。


　そう称しようされるほど、魔ガ法ル学テ園ンの図書室は広く、数多くの書物が敷しき詰められていた。


「これが、さっきアッシュが使った烙らく印いんだぜ」


　ベルモンドは一冊の薄うすっぺらい本を開き、地べたに座すわり、空くう虚きよな目で分厚い本を読んでいたパッフェルへと見せる。


「正直、我わが目を疑ったぜ。まさか本気で〝世界結合の烙印アース・コンセント〟だったなんて……」


　ベルモンドの独白を聞きつつ、薄っぺらい本を受け取り、パッフェルは目を落とす。


　そこに、さっき見た蜘く蛛もの巣を思わせる烙印の絵が大きく書かれている。


　絵に添そえられるように書かれている説明文に、〝世界結合の烙印アース・コンセント〟と銘めい打うたれていた。


　これは、世界に満ちる魔力を人の身体に無理やり取り込こむ魔法だ。


「禁呪とまでは言わねぇが、ある意味オレの〝毒雲の烙印クラウド・キル〟より、よっぽど危険な魔法だぜ」


　ベルモンドは自身の頰ほおに刻きざまれた烙印を指で触さわる。


〝毒雲の烙印クラウド・キル〟は敵だけではなく、味方まで巻き込む無差別な魔法だ。


　ゆえに、禁呪とされている。


　それに引き換かえ、〝世界結合の烙印アース・コンセント〟は誰だれも危険にさらさない。


　だが、突き詰めれば、それは世界を破は壊かいしている。


「究極、人を殺すのは誰でもできるけどよ……世界はそうもいかねぇ。そう考えるととんでもねぇ魔法だよな。あの力もうなずけるぜ」


　ベルモンドはそう言いながら顔をしかめた。


　自分とパッフェルがふたりがかりで手も足も出なかったのだ。


　少なからず、自尊心は傷つけられた。


「ベルモンドさん……」


　ぽつりと、食い入るように本を読んでいたパッフェルが口を開いた。


「あの烙印、あたしにも刻めますか？」


「あん？　あぁ、アッシュに勝てなくなったのが悔くやしいのか？　気持ちはわからなくもないぜ。でも──」


「違ちがいます！」


　ベルモンドの言葉を、パッフェルが力強く否定した。


　意外そうな表情で、ベルモンドはパッフェルを見る。


「あたしは……強くならないといけないんです」


　いつもと様子が違うパッフェル。


「十分強いと思うぜ」


「そんなこと、ありません！」


「……そこまで強く否定されると、入園試験でお前に負けたオレがかわいそうだとは思わねぇのか」


　ベルモンドはどうしたものかと頭をひねった。


「とりあえず、結論から言うぜ。たぶん、無理だ」


「なんでですか？」


　迷まい子ごの子犬のようなパッフェルの表情に、ベルモンドはぽりぽりと頰の烙印を搔かいた。


「その、なんだ。あんな力を見せ付けられちまったら、烙らく印いん魔ま導どう師しとしてはやっぱり、自分もほしくなるだろ？　それで、授業終わりにレム先生に頼たのんでみたんだよ」


　ベルモンドは一度咳せき払ばらいをして、喉のどの調子を整えると、レムの口調を真ま似ねした。


「あの烙印は、身体への負担が大きすぎる。今のおまえでは耐たえ切れない。アッシュにしてもそうだ。本来なら、身体に刻んだ時点で自身の魔力を吸い取られ、絶命するだろう……ってよ」


「で、でもでもアッシュさんは実際に〝世界結合の烙印アース・コンセント〟を使っていました！」


「あれはズルらしいぜ。アッシュの持ってた剣が、身体の代わりになっているんだとよ。なんだか、持っているヤツに魔力を与あたえる武器だとかなんだとか……」


「じゃ、じゃあアッシュさんのあのおっきな剣があれば、あたしでも使えるんですか!?」


　先ほどまでと打って変わり、パッフェルの両目が輝いた。


　ばっと勢いよく立ち上がり、摑つかみかからんばかりにベルモンドへと詰め寄る。


「そ、そうじゃねぇの？」


　聞かれたところで、知るわけもない。ベルモンドは生返事をした。


　すると、パッフェルは全身を使って喜びを表現した。


　笑顔で飛び跳はね、拳を天てん井じように向かって突き出す。


　それこそ、「図書室では静かに！」と注意を受けるほどだ。


「じゃあ、あたしアッシュさんにおっきな剣けんを借りてきます！」


「お、おい！　待てって！」


　ベルモンドは駆かけ出そうとしたパッフェルの肩をぐっと摑んだ。


「ほぇ？　なんですか？」


　引き留められ、パッフェルは首をひねった。


　まったく、とベルモンドはグチをこぼす。


「おいおい、あのアッシュに正面から行っても無む駄だに決まっているぜ」


　ベルモンドは知っていた。


　レムに黒曜剣ブラツク・ソードを奪うばわれたときの、アッシュの取り乱しようを。


　そして、背中が寂さびしいのか、ふとしたときに自分の肩を振ふり返っていたことを。


「ようやく大切にしていた大剣が返ってきたんだぜ。しかも、レム先生に改造されて」


　アッシュは最終的に〝世界結合の烙印アース・コンセント〟を受け入れた。


　だが、それもすべて有う無むを言わせぬ烙印の力があってこそ。


　紆う余よ曲きよく折せつはあったにしろ、ようやく念願の烙印魔導師になれたのだ。


「じゃあ、どうすればいいんでしょうか……」


　しゅんと肩を落としてしまったパッフェルに、ベルモンドはニヤリと顔をゆがめる。


　ベルモンドの頭の中には、とある計画が瞬しゆん時じにたてられていた。


（〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で、アッシュは女に興味を持ったはず）


　今朝の会話で、ベルモンドはそう確信していた。


　アッシュが暗黒領域へ行ったときのパーティメンバーを思い出す。


（あいつと、あいつの姉。んで、ジェイナス先生とパッフェル……つまり）


　ベルモンドは、アッシュとアッシュの姉に血の繫つながりがないことを知らなかった。


　これにより導き出される結論は、アッシュがパッフェルに好意を抱いだいたという誤った見解。


「いい計画があるぜ！」


　ベルモンドは自信満々でパッフェルにとある計画を話した。





　ベルモンドと別れてから一時間後。


　扉とびらの前で、パッフェルは大きく深呼吸をした。


「よし……行きます！」


　キッと目の前の扉を睨にらみつけ、ノックを二度。


　緊きん張ちようしているのか、余計な力が入り、予想以上にノックの音が響ひびいた。


　数秒の間があり、目の前の扉が開かれる。


「誰だ……って、パッフェル？」


　授業も終わり、そろそろ夕方になる時刻。


　魔ガ法ル学テ園ンの男子寮りようの自室にいたためであろう、少しだけ制服を着き崩くずしたアッシュが扉の向こうから姿を現す。


「珍めずらしいな。まぁ、中に入れよ」


　アッシュは目を丸くして、突とつ然ぜん訪ねてきたパッフェルを部屋の中に招き入れた。


（第一段階、クリアーです！）


　心の中でパッフェルはぐっと拳を握にぎった。


「お、おぉぉー」


　部屋の中に入ったパッフェルは、まずその物の数に圧あつ倒とうされた。


　大きなクローゼットや食しよつ器き棚だな。


　鏡の取り付けられた化け粧しよう机など、女であるパッフェルすら持っていない。


　他にも、質の良さそうなソファーや絨じゆう毯たんなど、どれもが高価だと一目でわかる。


　学生が持つには不相応な物で溢あふれ返っていた。


　入り口でぽかんと口を開けて動きを止めたパッフェルを、アッシュは苦く笑しようしながら見た。


「言っておくけど、俺おれのじゃないぞ」


「ほぇ？　あぁ！　クラフトさんの!?」


　言われて、ようやくパッフェルは合が点てんがいった。


　アッシュと同室のクラフト。


　公こう爵しやく家のひとり息子らしいその人物が使う家具、なるほどとパッフェルは納なつ得とくした。


　そして、パッフェルは自分の目的を思い出し、おそるおそる口を開く。


「そ、そういえばクラフトさんは？」


「ん？　あぁ、あいつなら訓練場だ。なんか、がんばっているらしいぞ」


　どうやら、帰ってくるのは遅おそくなるらしいとアッシュが言う。


（第二段階、クリアーです）


　胸中でまたも拳こぶしを握った。


「へ、へぇ～」


　パッフェルは気のない返事をしながら、視線をさまよわせる。


　すると、アッシュが使用しているであろう、ベッドの上に黒曜剣ブラツク・ソードを見つけた。


　黒曜剣ブラツク・ソードの周りには、投擲用短剣スローイング・ダガーや、リストバンドと一体化している折り畳たたみ式小型弩クロスボウがおかれている。


　どうやら、アッシュは暗器の手入れをしている最中だったらしい。


「適当に座ってくれ」


　アッシュが入り口の扉を閉めながら言った。


　パッフェルは少しだけ悩なやんだ後、この後のことも考えて、アッシュのベッドに腰こしを下ろした。


「わりぃな。客が来るとは思っていなくて、茶のひとつもないんだ」


　がりがりと頭を搔き、アッシュは申し訳なさそうに言った。


「あっ、だ、大だい丈じよう夫ぶです。突然おじゃましちゃいましたし」


「そう言ってもらえると助かる」


　パッフェルの隣となりに腰を下ろしながら、アッシュはほっとした表情になった。


　目の前に大きなソファーがあるというのに、ふたりともベッドに腰こし掛かけるという奇き妙みような光景だった。


「っと、そういやいきなりどうしたんだ？　なんか用事か？」


　パッフェルが黙だまっていると、アッシュはそう切り出した。


　問われたパッフェルはびくっと身体からだを震ふるわせた。


「ア、アッシュさん。きょ、今日はいい天気ですねー」


「ん？　まぁ、そうだな」


　目を点にして、アッシュは返事をした。


「そ、そういえば、明日あしたも晴れらしいです！」


「それはいいことだな」


　なにを話していいかわからず、パッフェルは頭を抱かかえた。


「え、えぇーとえぇーと……」


「どうしたんだ？　なんか変だぞ、お前」


　頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、アッシュはパッフェルを見た。


　こうなると、パッフェルはよけいに焦あせる。


（ベルモンドさん。ど、どうすればいいんですかー!!）


　心の中でベルモンドに助けを求めた。


　図書室で教えられたことを思い出す。


『オレが言うのもなんだが、男なんてちょろいもんだぜ。ちょっと色いろ仕じ掛かけでもしてお願いすれば、簡単にころっといっちまう。酸すいも甘あまいもかみ分けたオレが言うんだ。間ま違ちがいないぜ』


（そ、そうです！　色仕掛けです！　まずは……）


　一度深呼吸をして、パッフェルは自身の心を落ち着ける。


　そして、やおら立ち上がると、アッシュの正面に移動した。


「アッシュさん、ちょっと暑くないですか？」


　そう言いつつ、パッフェルは胸元を少しゆるめると、アッシュをのぞき込むように前かがみになった。


　真しん剣けんな目のベルモンドの姿を思い出す。


『いいか？　女は身体にいくつも武器を持っている。まずうなじ、鎖さ骨こつ、谷間。これが女体の三種の神器なんだぜ!!』


　パッフェルの髪かみ形がた的にアッシュはうなじを見慣れているだろうと、ベルモンドはうなずいた。


　おうとつのないパッフェルの身体を見て、谷間についてコメントを控ひかえ、ベルモンドはまず鎖骨で勝負しろと言った。


　パッフェルはベルモンドの言葉を信じ、アッシュの反はん応のうを見る。


　鎖骨を強調した、完かん璧ぺきなポージング。


「あぁ、もうすぐ夏だもんな」


　アッシュは、きょとんとしていた。


（こ、効果ないですよー!!）


　心の中で絶ぜつ叫きようし、パッフェルはベルモンドの言葉を思い出す。


『アッシュが特別な嗜し好こうの持ち主……具体的には上半身よりも下半身に興味を持っている可能性もある。そのときは、くるぶし、ふくらはぎ、ふとももの女体の三大魔ま具ぐを使うんだぜ!!』


　その際、靴くつ下したは脱ぬぐべからずと力強くベルモンドは言った。


　気を取り直し、パッフェルは靴を脱ぐと、右足を持ち上げ、アッシュのすぐ横におろした。


「こ、こう毎日暑いと、服を着ているのがばからしくなっちゃいますねぇ～」


　スカートと一いつ緒しよに、下着の上にはいている肌はだ着ぎも少しだけ上げてみた。


「俺には暗器があるから、そうも言ってられないがな」


　さすがにパッフェルの様子がおかしいと思ったのだろう、アッシュは眉まゆをひそめ、いぶかしげな表情になった。


　反応はそれだけだった。


（ベルモンドさーんッッ!!）


『神器、魔具の両方とも効果がないとなれば、もう最終兵器しかないぜ。だが、これを使えば、引き返せないぜ』


　鬼き気き迫せまるベルモンドの表情に、あのときのパッフェルは頼たのもしさを感じた。


『脱げ。下着と靴下を残して全部脱げ！　すると、神器と魔具が合わさり、六つの武器が現れる。六が意味するもの、それはつまりこの世界の理ことわりだ！　お前の身体は、世界になるんだぜ!!』


　まともな人物が近くにいたのなら、ベルモンドの暴言を否定できたのかもしれない。


　だが、その場にいたのは悲しいかな、パッフェルだけだった。


（ベルモンドさん……いえ、師し匠しよう！　あたし、がんばります！）


　パッフェルはキッと挑いどむような目をアッシュに向けた。


　そして、がばっと勢いよく、制服の上を脱ぎ捨すてる。


　あっけに取られ、アッシュはぽかんと口をあけたまま固まる。


　だが、パッフェルがスカートに手をかけたところで、もう黙っていられなくなった。


「パッフェル!!」


　アッシュはがばっとパッフェルの両りよう肩かたをその手で摑つかんだ。


（つ、釣つれました！）


　胸中で喜ぶパッフェルは。


「保健室に行こう！　お前はきっと熱があるんだ！　いくら暑いっていっても、そこまでじゃない!!」


　アッシュの言葉を聞いて、ぶち切れた。


「あぁぁもう！」


　パッフェルはそこらにあった物を、手当たり次し第だいに摑んではアッシュに投げる。


「はぁ!?　な、なんだお前！　って物を投げるな!!」


　歯をむき出しにし、パッフェルはまず手近にあった枕まくらを、アッシュにめがけて放り投げる。


　どたんばたんと、パッフェルが暴れまわる音と叫さけび声。


「アッシュさんはあたしにコロッとなって、おっきな剣を渡わたせばいいんですよッ!!」


「なんの話だ！」


　次々と飛んでくる物を避よけつつ、アッシュも大声を返す。


「おい！　それはさすがに洒落しやれにならないぞ!!」


　いよいよベッドの上においていた、手入れ中の投擲用短剣スローイング・ダガーを摑つかんだパッフェルに、アッシュは死を覚かく悟ごした。


　そのとき、勢いよく部屋の入り口がノックも無く開かれた。


「学ア園イのア盾スだ。なにをやっているのだね？」


　白い制服を着た白い髪かみの青年が現れたとき、アッシュは心の底から感謝した。





「なぜこうも問題を起こすんだね……キミたちは」


　苛いら立だったように木製の机を指先で叩たたきながら青年は言った。


　特とく徴ちよう的な青年だ。


　ツヤのある白い色の髪に、幻げん影えい魔ま法ほう科の生徒の証である真っ白の制服。そして、白く塗ぬられた樫かしの杖つえを持っていた。


　二は十た歳ちを過ぎたぐらいの年ねん齢れいで、冷たい印象を受ける顔立ちだ。


　青年は悩ましげな表情になり、アッシュとパッフェルの顔を見て頭をふった。
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　アッシュたちがいる場所は、クラブ塔とうの周りにある小屋のひとつだ。


　生徒のみで構成された魔ガ法ル学テ園ンの自警団、学ア園イのア盾スの詰つめ所である。


　つい先ほど、アッシュの部屋でパッフェルが暴走し、見回りをしていた学ア園イのア盾スに見つかってしまった。


　そのまま詰め所まで連行されてきたのである。


「特にパッフェル。キミはもう少し学ア園イのア盾スの一員であることを自覚したまえ」


　そう言いながら、青年はパッフェルを氷のように冷たい目で見る。


「でも、ライル先せん輩ぱい……」


　しゅんとなったパッフェルが、青年の名を呼んだ。


　ライルは「言い訳無用」とばかりに、パッフェルの言葉をさえぎった。


「小言はこれぐらいにしておこう。それよりもだ、パッフェル。なぜ暴れたのかね？」


「うぐっ、そ、それは……」


　言い辛づらそうに、パッフェルは口ごもった。


　それをライルの冷れい徹てつな目が射い抜ぬく。


「キミには理由を話してもらわなくてはならない。一いつ般ぱん生徒ならば教師に突つき出すだけでこと足りるのだが、キミは学ア園イのア盾スのメンバーだ。理由によっては、キミには自発的に学園を去ってもらうことになる」


「それって、パッフェルを退学にするってことか!?」


　不ふ穏おん当とうなライルの発言に、アッシュが目を見開いた。


　ライルは「違ちがう」と首を振ふる。


「あくまでも自発的にだ。我々に、生徒の退学を決める権利はない」


　ライルは一度言葉を切り、ゆっくりと語りだした。


「パッフェルが教師に処しよ罰ばつされるかどうかは、極きよく端たんな話、学ア園イのア盾スの存続に関かかわってくるのだよ。風紀委員会が出張ってくる可能性があるのでね」


「ちょっと待ってくれ。なんだってそんなことになるんだ？　風紀委員っていえば、あんたたちと同じ、学園を守ろうって組織じゃないのかよ」


　風紀委員会は、学生たちからメンバーを選せん抜ばつした、魔ガ法ル学テ園ンの治安を守る委員会だ。


「ふん。外部の生徒は知らないだろうが、風紀委員会は我々をあまりよく思っていないのだよ。彼らの仕事は、事件や事故を起こした生徒を捕とらえ、処罰を与あたえること。つまり、執しつ行こう者しやなのだよ」


　それに対し、学ア園イのア盾スは魔ガ法ル学テ園ンの事件や事故を未然に防ぐために動いているのだと、ライルは言う。


「風紀委員会は、絶対のチカラを持っている。権力という意味だけではなく、純じゆん粋すいな力という意味でもな。そして、彼らの目指しているのは全生徒たちの屈くつ服ぷくなのだよ」


　だからこそ、風紀委員会は自らの力を示す機会を獲え物ものを狙ねらう蛇へびのように、今か今かと待っている。


　捕らえた生徒に厳しい厳げん罰ばつを与え、他の生徒に恐きよう怖ふを植え付けるため。


「ある意味、彼らの目指している学園は、理想の一つなのだろう。生徒たちの統制が取れ、事件も事故も起こらない。だが、それは風紀委員の作った枠わくに収まる人物だけを残し、他を斬きり捨てるということだ。そんなものは魔ガ法ル学テ園ンではない」


　饒じよう舌ぜつに語るライル。


「己おのれが己でいられる場所であってこその、魔ガ法ル学テ園ンだ。何者であっても受け止め、許容する懐ふところの深さ。わたしは魔ガ法ル学テ園ンのそんなところが好きなのだよ」


　一度咳せき払ばらいをし、ライルは再びパッフェルを見た。


「……話がそれてしまった。パッフェル、理由を話してくれ。でなければ、強ごう引いんな手段に訴うつたえなくてはならなくなる」


「強引な手段ですか……？」


「まずは念心魔導師に魔法をかけてもらう。あれには催さい眠みん術じゆつのようなものもあるからな。いやでも自白してもらう。万が一、魔法が効かないのなら、拷ごう問もんにかけさせてもらう」


「お、おい！　ちょっと待てよ!?　いくらなんでもやりすぎだろ!!」


　拷問と聞いて、アッシュは勢いよく立ち上がった。


「部外者は黙だまっていたまえ。我々にとっては、それほど重大なことなのだよ。手段は選んでいられない」


　冷たいヤツだ、とアッシュは思った。学園を守る組織を作るような男なのだから、もう少し温かい人物だと思っていた。


　チラリと、パッフェルの様子をうかがう。


　さすがに顔色を悪くしていた。


　拷問にしろ、魔法にしろ、無理やり話をさせられるのは、良い気分のはずもない。


　だが、パッフェルの両目には強い意志が宿っていた。


　なんとしても喋しやべらない。そんな光だ。


　その理由に、アッシュは心当たりがあった。


『おっきな剣を渡せばいいんですよッ!!』


　パッフェルは暴れる直前、確かに言っていたのだ。


　ともすれば、これがパッフェルの奇き行こうの原因。


（言えるわけがない。パッフェルの真意はわからないけど、俺おれの剣を奪うばうために暴れたのなら、それは強ごう盗とうと同じだ）


　胸中で舌打ちひとつ。


　なんとか穏おん便びんに事を済ませる方法はないものか、とアッシュは思考し、ひとつの答えにたどり着く。


（でも、これは……）


　一いつ瞬しゆんのためらい。


　アッシュはもう一度パッフェルを見た。


　そこに、小さな身体からだをさらに小さくし、膝ひざに置いた両りよう拳こぶしを震ふるわせている少女がいた。


「あー、ライル先輩」


「なんだね？」


「全部、俺のせいなんだ」


　パッフェルの姿を見たせいで、自分でも気づかないうちに言葉が口をついた。


「なっ!?　なにを言っているんですか!?　あたしが──」


　驚きよう愕がくに見開かれるパッフェルの瞳ひとみ。


　続けようとする言葉を、アッシュは目で制した。


「いやー、パッフェルを部屋に連れ込こんだところまではよかったんだけど、やっぱり無理やりはよくなかった。パッフェルは俺の行動に抵てい抗こうしただけだ」


　結局、ライルが問題視していたのは、パッフェルが騒そう動どうの原因であることの一点だけ。


　ライルは最初に言っていた。


『一般生徒ならば教師に突き出すだけでこと足りるのだが、キミは学ア園イのア盾スのメンバーだ』


　と。


「ほぅ……それに間ま違ちがいはないかね？　本当だとするなら、キミを担任の教師に引ひき渡わたし、しかるべき罰ばつを与えてもらうことになる」


　ライルの見み透すかすような目に、アッシュは力強くうなずく。


「あぁ、間違いない」


「アッシュさん!?」


　半はん狂きよう乱らんになって、パッフェルは叫さけんだ。


　アッシュは慌あわててパッフェルの口を両手でふさぐと、ライルに問いかける。


「もう行っていいか？　明日あしたのこともあるし、今日中にレム先生に話しておきたいんだけど」


「そうだな。本来なら、逃にげ出さないように学ア園イのア盾スがキミを連行するのだが……借りを返さねばなるまい。行きたまえ」


　ライルには、アッシュがパッフェルをかばったことが見て取れたのだろう。苦々しげな表情になりながら、含ふくみを持たせて言う。


「もがー！　もがもがー!!」


　その言葉を受けて、アッシュは手の下で暴れるパッフェルを無理やり外へ連れ出す。


　途と中ちゆう、ライルが声をかけてくる。


「意外だったよ。キミはもう少し冷めた男だと思っていたのだがね」


　アッシュは一度だけライルを振り返った。


「俺も意外だった。あんたはもう少し温かい男だと思っていた」


　ふたりの視線が結ばれる。


　片や底冷えするような冷。


　片や燃え上がるような熱。


　対照的なふたりは、そのまま無言のうちに別れる。


　アッシュが出て行った後、ライルは外で待機していた他の学ア園イのア盾スのメンバーに声をかけた。


　紫むらさきの制服を着た、ひとりの女生徒だった。


「念心魔法の中には、風を操あやつり、離はなれた人の声を別の場所に届かせる魔法があると聞くが、キミは使えるのかね？」


　入園式やいろいろな行事で、いわば拡声器のように広い範はん囲いに声を届けさせる。それは、念心魔法の中にあった。


「は、はい。使えます」


　ライルは満足そうにうなずく。


「では、先に出て行ったあのふたりの会話を、わたしに届けてくれ」


　ライルの言葉に女生徒は目を見開いた。


「で、ですが、代表。それは盗とう聴ちようです」


「学園の治安維い持じのためだ」


　今回はアッシュのおかげで助かったが、結局原因がわからないと、次また同じことが起こるかもしれない。


　ライルはそう考え、異論を唱える女生徒をナイフのように鋭するどい目で黙だまらせた。





　職員室までの道のりを、アッシュはのんびりと歩いていた。


　そろそろ茜あかね色いろだった空が、暗くなる時間だ。


「なんであんなこと言ったんですか!?」


　アッシュの後ろを歩くパッフェルが、声を荒あらげてそう言った。


「なんで、って言われてもな」


　打開策を思いついて、気がついたら喋しやべっていた。


（そう言っても、納なつ得とくしないよな）


　アッシュは空に光る一番星を眺ながめ、どうしたものかと頭をひねった。


「いつだったか……」


　ぽつりと、アッシュは呟つぶやく。


「どっかの誰だれかが言っていたけど、同じ学科の人を心配するのは当然らしいぞ」


「ほぇ？　誰がそんなことを？」


（……お前だよ）


　と、思わず苦く笑しようした。


　魔ガ法ル学テ園ンに入園したばかりで、ぜんぜん授業についていけなかったとき、アッシュは不登校になった。


　あのとき、ジェイナスの計略だったとはいえ、アッシュを支えてくれていたのは間違いなくパッフェルだった。


「まぁ、なんだ。訓練する相手がいなくなるのは、俺も寂さびしいからな」


　あのときのパッフェルとの訓練を。


　そして、もらった握にぎり飯の味を、アッシュは今も強く覚えている。


「アッシュさん……」


　すこし呆ほうけたような、それでいて熱のこもったような、そんなパッフェルの呟き。


「もし、退学になったらどうするんですか？」


　ぐっと、アッシュは言葉に詰つまった。


　自分が退学になる可能性がゼロではないと、ここに至りようやく理解する。


「そのときは、あたしも学園をやめて一いつ緒しよに冒ぼう険けんでも──」


　それでは何の意味もないと、アッシュは思った。


「あー、んじゃ、俺が退学にでもなったら、毎日の授業を教えてくれ。バランのどこかに住むと思うから」


「通い妻ってやつですか？」


「妻じゃないだろ……どっちかって言うと、家庭教師だ」


　アッシュはがりがりと頭を搔かいた。


「んなことよりもだ。なんで俺の黒曜剣ブラツク・ソードを盗とろうとしたんだ？」


　右手を背中の黒曜剣ブラツク・ソードの柄つかにやり、後ろのパッフェルに向かって軽く持ち上げて見せた。


「うぐっ!?　ば、ばれていました？」


「……自分で言ってただろうに」


　指し摘てきされ、パッフェルはぐっと押おし黙った。


　アッシュは後ろを振ふり返り、パッフェルをまっすぐ見つめる。


「この剣は俺にとって命よりも大切な物なんだ。レム先生に奪われていたけど、今もそれは変わらない」


　立ち止まり、黒曜剣ブラツク・ソードに視線を送るアッシュの背中にパッフェルは声をかける。


「黒曜剣ブラツク・ソードは俺の生きる目的に、必要な物なんだよ。だから、渡わたすことはできない」


「生きる目的ですか？」


　問われ、アッシュは一度口を閉とざした。


　あまり話したいことではないが、こちらが心を閉ざしてしまえば、パッフェルはなにも語ってはくれないだろう。


　いつも能天気で、戦うことが大好きで、おおよそ人の物をほしがるような人物には思えないパッフェル。


　アッシュは、そのパッフェルがなぜ黒曜剣ブラツク・ソードを求めたのか、気になっていた。


「俺には、両親がいない」


「ほぇ？　な、なにを言っているんですか？　だって……」


「今の家族とは、血が繫つながっていないんだ」


　パッフェルの両目が、驚愕に見開かれた。


「故郷を魔ま物ものに焼かれて、死に掛かけていたとき義と父うさんに拾ってもらったんだ。俺はその魔物に復ふく讐しゆうするために生きている」


　パッフェルは釣つられるように、黒曜剣ブラツク・ソードを見た。


　そこにあるのは、別名精せい霊れい殺しと呼ばれる魔ま剣けん。


「もしかして、その魔物って……」


　アッシュはうなずきをひとつ。


「あぁ。〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉であった精霊王の分身。その本体だ。義父さんはそう言っていた……」


　一度世界を崩ほう壊かいさせた〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を引き起こしたとされる、四人の精霊王。


　千年経った今でも語り継つがれる伝説の魔ま法ほう使つかいたち、七しち星せい魔導師ですら封ふう印いんを施ほどこすのが精せい一いつ杯ぱいだった相手だ。


　それに、分身と一度戦ったからこそアッシュもパッフェルもその強さは理解していた。


　とても、人の身で勝てる相手ではない。


　だからこそ、アッシュには精霊に対して、絶対の力を持つ、黒曜剣ブラツク・ソードが必要だった。


「だから悪い。俺はこの剣を他人にやるつもりはない。パッフェルだからとかじゃなく、誰であってもそれは変わらない」





　目の前を歩くアッシュの横顔が、苦痛を嚙かみ締しめるようなものに変わった。


　その姿に、パッフェルは少しだけ自分を重ねた。


　この人なら、とパッフェルは思う。


　あるいは自分の気持ちをわかってくれるのかもしれない。


「アッシュさん、ごめんなさい!!　そんな大切な物だとは知らず、あたしはそのおっきな剣をもらおうとしていました!!」


　まずはじめに、パッフェルは勢いよく頭を下げた。


「それは別にもういい」


「よくありません！　大事なことです！」


　挑いどみかかるようなパッフェルの様子に、むしろアッシュがたじろいだ。


「そ、そうか。ならもういいよ。未み遂すいに終わったんだしな」


「ありがとう、ございます」


　再び頭を下げ、パッフェルは心からアッシュに感謝した。


「なんでおっきな剣をもらおうとしたのか、聞いてもらえますか？」


「あぁ」


　ぶっきらぼうに言うアッシュだが、すでにその歩みは止まっていた。


「あたしは昔、〝拳けん風ぷうの旅団〟という傭よう兵へい団だんの一員でした」


「そんな話もあったな」


「はい。とはいっても、あたしは自ら志願して傭兵団に入ったわけではないです。〝拳風の旅団〟のリーダーと団員の間に生まれた子供があたしだったんです」


　つまり、子連れ傭兵団だったということか、とアッシュは思った。


「傭兵って、いわゆる戦争屋だろ？　子供連れで仕事ができるものなのか？」


「や、戦争がなければ傭兵の仕事なんて、冒険者と変わりないですよ。魔物と戦ったり、いろんな国の偉えらい人のお家を警護したり、暗黒領域に入ったりしてました」


　ここ数十年。大きな戦争は起こっていなかった。


　平和であれば平和であるほど、傭兵という稼か業ぎようは厳しくなる。


　それにと、パッフェルは付け加える。


「あたしのお母さんは豪ごう毅きな人なんです」


　目を細め、パッフェルは楽しそうな表情になる。まさに、自じ慢まんの母親を紹しよう介かいする娘むすめの表情だ。


「豪毅な人？」


「はい。子供ができたんならもっと稼かせがないと、ってあたしを産んだ後も傭兵を続けたんです。もちろん、お父さんを含ふくめて団員全員から反対されたそうですけど、拳で黙だまらせたって言ってました」


「あぁ、なんかお前を見ているとすっごくわかる気がする」


　何よりも戦うことが好きなパッフェル。


　その母親なる人物と、よく似ているのだろう。


「旅団のみんなもとっても優やさしくしてくれました。あたしにとっては、旅団のみんなが家族で、お父さんで、お母さんなんです。烙らく印いん魔ま法ほうも旅団のみんなに教えてもらいました」


　アッシュは納得した。


　結局のところ、〝拳風の旅団〟の全員がパッフェルを守っていたのだろう。


　決まった家を持たず、国を超こえて命がけの仕事をするのが傭兵団だ。


　そんな彼らが子供を持つことは、非常に難しい。


　だが、パッフェルが現れた。


　太陽のように明るく、いつでも笑顔。


　そんな、娘のような年齢の子が近くにいれば、守ってやりたくなるのが人情だ。


「それで？」


　アッシュはパッフェルに話の続きを促うながした。


「今から二年前、お仕事がきたんです」


　楽しそうだったパッフェルの表情が一変した。


「お仕事の内容は、その昔、魔ガ法ル学テ園ンから持ち出された嘆なげきの石という珍めずらしい鉱石を取り戻もどすことでした」


「魔ガ法ル学テ園ンから持ち出された？」


「はい。今朝もレム先生が言っていたじゃないですか。魔ガ法ル学テ園ンに盗とう賊ぞくが入ることは珍しくないって。どこかの盗賊が魔ガ法ル学テ園ンで管理されていた嘆きの石を盗ぬすんで、西の海に持ち逃にげしたんです」


　六ろく芒ぼう世界の西部に広がる広大な海。


　そこのどこかに犯罪者たちが集まる孤こ島とうがあるらしいのだと、パッフェルは言った。


　犯罪者の集まる孤島に、年とし端はもいかない少女が向かう。


　これがどれほど危険なことなのか、世間に疎うといアッシュであっても容易に想像がついた。


「〝拳風の旅団〟は一隻せきの旅船を借りて、西の港町ルデパールから海に出ました。危険な旅だとはわかっていました。だから、あたしは足を怪け我がしていたお母さんと一緒にルデパールにおいていかれたんです」


　女であれば、命を落とす以上の苦痛や危険はいくらでもある。だからおいていかれたのだろうとアッシュは思った。


「あたしはお母さんと一緒にみんなの帰りを待ちました。でも……約束の日になっても、船は帰ってこなかったんです」


　パッフェルの表情がさらに暗くなる。


「海の天候もありますし、もともとどこにあるのかもわからない犯罪者の孤島を探さなくてはならない仕事でしたから、約束の日に帰ってこられないのは仕方ないと思っていました」


　そう言いながら、パッフェルはギュっと拳を握にぎる。


「約束の日を過ぎて三ヶ月ほど経ったある日、海の遠くに出ていた漁師の人が慌あわてた様子で港に帰ってきました」


　痛みをこらえるようなパッフェルの仕草に、アッシュは嫌いやな予感を覚えた。


「幽ゆう霊れい船せんが、海に現れたんです。それも、甲かん板ぱんにアンデッドを目もく撃げきしたっていう正しよう真しん正しよう銘めいの本物が」


　アンデッド。


　成じよう仏ぶつできない魂たましいを持ち、何らかの原因で負の生命力を得て動いている死体たちの総そう称しようだ。


「まさか!?」


　話の流れやパッフェルの様子。


　それらすべてを考こう慮りよして、アッシュの心臓がドクンと脈打った。


「幽霊船には、〝拳風の旅団〟の紋章エンブレムのある旗が掲かかげられていたそうです。船の特とく徴ちようも、一いつ致ちしました」


「──チッ!!」


　同じ、家族を失った者だからわかる痛みがある。


　アッシュがした盛せい大だいな舌打ちは、パッフェルの想おもいを代弁していた。


「……あたしは、みんなを解放してあげたいんです」


　ぽつりと、パッフェルは呟つぶやいた。


「なにが原因でみんながそうなったのかはわかりません。でも、みんながどうしようもできなかったなにかがあるはずなんです。今のあたしじゃ、きっと勝てない……」


「だから、俺の黒曜剣ブラツク・ソードを？」


「はい。〝世界結合の烙印アース・コンセント〟なら、少なくとも船を沈しずめることができると思って」


　静せい寂じやくが、その場を覆おおった。


　叫さけびだしたくなるような、暴れたくなるような沈ちん黙もくの中、アッシュは考えた。


「悪いが。それでも黒曜剣ブラツク・ソードを渡わたすことはできない」


　今の話を聞かされてなお、アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを手放す気はなかった。


　むしろ逆だ。


　なんとしても、今のパッフェルに渡すことはできないと確信した。


「はい……」


　うつむき、しょげるパッフェルにアッシュは言う。


「だから、俺おれも行こう」


「ほぇ……？」


　一いつ瞬しゆん、パッフェルはなにを言われたのかわからなかった。


　顔を上げたとき、燃えるようなアッシュの両目に貫つらぬかれた。


「黒曜剣ブラツク・ソードを手に入れたなら、お前はひとりででも幽霊船に行こうとするだろ？」


　確認するようなアッシュの言い方に、パッフェルは無言で答えた。


　否定を口にしないこと、それが答え。


「そんな危険な場所に、女ひとりで行かせられるわけがないだろ。だから、俺も行く」


「で、でも危険です!!」


「だからなんだ！」


　パッフェルの言葉をさえぎり、アッシュは大声を上げた。


　アッシュは、怒おこっていた。


「確かに俺は、何の力も持っていない！　ようやく烙印魔法が使えるようになったっていっても、所しよ詮せん黒曜剣ブラツク・ソードに頼たよった借り物の力だ！」


　だけどな、とアッシュは声を荒あらげた。


「それでも、盾たてぐらいにはなれるだろ!?　お前が！　俺を救ってくれた友人が戦おうとしているんだぞ！」


　そうかと、アッシュは声を出しながら思った。


　自分を鍛きたえてくれる義父がいた。


　自分を甘あまえさせてくれる義あ姉ねがいた。


　でも、魔ガ法ル学テ園ンに来るまでは仲間はいなかった。


　はじめてできた仲間に信用してもらえなかったこと。


　それに自分自身に対して怒いかりを感じているのだ。


「……一度は背中を預けてくれたんだ。もう少し、信用してくれてもいいだろう？」


「アッシュさん……」


　パッフェルの声が震ふるえる。


「アッシュさん!!」


　感かん極きわまり、パッフェルはアッシュの首に飛びついた。


「ありがとう、ございます！　ありがとうございますっ!!」


　抱だきつき、何度もお礼を言うパッフェルの頭をアッシュは撫なでた。


　しばらく、パッフェルが落ち着くまでそれを繰くり返した。


「ぐすっ……」


　パッフェルが落ち着いたのを見計らって、アッシュは身体からだを離はなす。


「レム先生のところに行くぞ。でないと、いつ出発できるかもわからないからな」


　アッシュにそう言われて、パッフェルはぐいっと自分の制服の肩かた口ぐちで涙なみだを拭ぬぐった。


「はい！」


　そして、いつもの元気な笑え顔がおで返事をした。





　アッシュたちが職員室に着いたとき、レムはメガネをかけて机に向かい書きものをしていた。


「失礼します」「失礼しますっ!!」


「む？　アッシュとパッフェルか」


　後ろから声をかけられ、レムが振ふり返る。


「どうした？　なにやらふたりとも深刻そうな顔だが？」


　レムは羽根ペンを机に置き、身体をアッシュたちに向ける。


「実は──」


　アッシュは学ア園イのア盾スの詰つめ所で話した噓うそを、レムに言う。学ア園イのア盾スに連行されたことも含めてだ。


　レムは両りよう腕うでを組み、うなずきをひとつ。


「ふむ。なるほど。まぁ、わたしには理解できないが、ふたりとも若いのだから、そういったこともあるだろう。そういう欲望があるからこそ、子孫はできるわけだしな」


　アッシュとパッフェルはぐっと押おし黙だまり、レムの次の言葉を待った。


「あまり、ハメを外し過ぎないように。それと、もしふたりに子供ができたのなら、ぜひわたしに預けてくれ。ふたりの子ならきっとすばらしい烙らく印いん魔ま導どう師しになるだろう」


　レムはあっさりそう言うと、再び机に向き直った。


「って、それだけ？」


　拍ひよう子し抜ぬけしたアッシュの声に、レムは後ろ姿のまま首をひねった。


「ほかになにかあるのか？」


「ほ、ほら騒さわぎを起こしたんだし、なんか罰ばつとか……」


「ほしいのか？　もしかして、わたしの調教を期待しているのか？　それならそうと──」


「いや、違ちがう！」


　なんだ、とレムは肩かたを残念そうにすくめ、もう一度アッシュたちを見る。


「ライルに救われたな。アレはアレで問題児だが、頭がいい。おまえたちが学ア園イのア盾スとともに現れたのなら、なんらかの罰は必要だった。だが、自首であれば内々に処理することができる。それを見み越こしていたのだろう」


「ライル先せん輩ぱい」


　別れ際、ライルが呟つぶやいた『借りを返さねばなるまい』という言葉はこれを見越していたのだろう、とアッシュは思った。


　そう思うと同時に、レムの言葉が引っかかる。


「問題児？」


「あぁ。幻げん影えい魔ま法ほう科の首席なだけに、能力は高い。だが、ライルは頑がん固こ者ものなうえ、執しゆう着ちやく心しんが強い気があってな。融ゆう通ずうが利きかない」


「融通が利かないですか？　でも、あたしたちはライル先輩のおかげで助かったんですよ」


「わたしが言っている融通はあいつの行動理念という意味だ」


「は？」「ほぇ？」


　アッシュとパッフェルは意味がわからず、同時に首をかしげた。


「あいつの行動理念は、この学園を守ることに集約されている。学園を守るためなら手段は選ばんだろうな」


　ライルの冷たい目を、アッシュは思い出していた。


　つまり、今回の出来事は、学ア園イのア盾スを守ることが魔ガ法ル学テ園ンを守ることに繫つながり、結果パッフェルと自分を助けたのだろうという推測が組みあがる。


　なんにせよ、退学も停学も免まぬかれたようだと、アッシュは胸むねを撫で下ろした。


　だがそうなると、いつ西に向かえるかわからなくなってしまった。


　どうしたものかと考えるアッシュに向かって、レムが思い出したように言う。


「ところでふたりとも、明日は授業に出るのか」


「明日は？」


　問われたアッシュとパッフェルはお互たがいに目を見合わせた。


「いや、今日の授業の続きをしようと思うのだが、ふたりともいたほうが効率がいいのでな。特別予定がないのなら、出てもらえると助かる」


　いきなりそんなことを聞かれ、アッシュもパッフェルも困こん惑わくした。


　アッシュにいたっては、不登校になったときでも、そんなことを言われなかったと首をひねる。


「む？　どうした？」


　レムもレムで、アッシュたちの表情に眉まゆをひそめていた。


「あっ、いや、なにがどうなんだか俺たちは理解できていないんだが……？」


　アッシュにそう言われ、レムは腕うでを組んで考え込こんだ。


　そして、無表情なレムにしては珍めずらしく、はっと目を見開いた。


「すまない。今日の授業が楽しすぎて、おまえたちに伝えるのを忘れていた。アッシュ、授業前のわたしの言葉を覚えているか？」


　正直、今日はいろんなことがありすぎてまったく覚えていなかった。


「いちいち授業を中断していれば、おまえたちの卒業は十年先になる。とはいえ、お前にはもう関係ない話だ……という言葉だ」


「あ、あぁ、そういえばそんなことを言っていたな」


　思い出し、アッシュはうなずいた。


　レムは椅い子すから立ち上がり、真しん剣けんな表情になる。


「烙らく印いん魔ま法ほう科一回生、アッシュならびにパッフェルの両名を本日付で特待生とする」


「は？」「ほぇ？」


「学園長が今朝、そう決定した。おまえたちは特待生試験に同行し、暗黒領域の解放という偉い業ぎようを成し遂とげたからな。同行した全員を特待生にすると学園長が判断したのだ」


　実のところ、これには前例があってだな、というレムの言葉は、もはやふたりの耳には入っていなかった。


　特別待たい遇ぐう生徒。通つう称しよう、特待生。


　特待生にはいくつかの、他の生徒にはない特権がある。


　まずは、授業料の免めん除じよだ。魔ガ法ル学テ園ンの授業料は、当然ながら安くない。魔ガ法ル学テ園ンの生徒がほとんど貴族や王族の子供であることから、よほどの金銭が必要なことがわかるだろう。


　次に特待生は学園から名指しで依い頼らいをされることがある。研究の材料が足りなくなったから採ってきてほしいとか、ある魔ま物ものを捕つかまえてきてほしいなど、内容は様々だが魔ガ法ル学テ園ンの教師から頼たのまれるようになるのだ。これらの依頼をこなすことで特待生は、報ほう酬しゆうを得ることができる。特待生にとって、これは小こ遣づかい稼かせぎにうってつけだ。


　そしてなにより、学期ごとに行われる試験を受けるだけでいいという待遇。


　これはつまり、授業に出席しなくてもよいということ。


　渡わたりに船とはこのことか、とアッシュは思った。


「レム先生！」


　瞬しゆん間かん、弾はじかれたようにパッフェルが元気な声を出した。


「あたしとアッシュさんは、明日も明後日あさつても、しばらくずーっとお休みします！」


　ぐいっと、アッシュの腕がパッフェルに引き寄せられた。


「アッシュさん！　今すぐ出発しましょう！」


　明日は旅の準備をしなくては、そういえば義姉にちゃんと話しておかないとまた怒られることに……と思考していたアッシュがパッフェルの言葉を聞いて正気に返る。


「って、今から!?」


「はい！　思い立ったが吉きち日じつです！　三十秒で支し度たくしてください！」


「いや、さすがにちょっと待て！」


　ぐいぐい腕を引かれつつ、アッシュは叫さけんだ。


　だが。


「ついてきてくれるんですよね!?」


　最高の笑顔を向けられて、言葉に詰まってしまった。


「それじゃあ、レム先生！　失礼しましたー！」


　舌打ちしつつ、職員室から無理やり連れて行かれるアッシュの背をぽかんと見送り、レムはうなずきを一つ。


「明日の授業を組み立てなおさなくてはな……」





　それから数時間後。


　ほどなくして、アッシュとパッフェルは学園を出て行った。


　ちょうどそのとき、学ア園イのア盾スの詰め所にいたライルは閉じていた目をゆっくり開いた。


　目の前で精神集中をしていた念心魔導師の女生徒に声をかける。


「もういい。ご苦労だった。学園の外までは追わなくていい」


「は、はい……」


　長い間精神を集中していたためだろう、額に汗あせを浮うかべた女生徒は脱だつ力りよくし、椅子に腰こし掛かけた。


「わかっていると思うが、今聞いたことはすべて他言無用だ」


　声をあげる気力もないのか、女生徒は力なくうなずいてみせる。


　収しゆう穫かくはあった。


　パッフェルの目的はライルにとって納なつ得とくのいくものだった。


　あの脳みそまで筋肉でできていそうなパッフェルに、あんな過去があったとは驚おどろきに値あたいする。


　だが、そんなことはどうでもよくなった。


「嘆なげきの石……」


　まさか、自分の求めていた物の名がパッフェルの口から出てくるとは、まったくの予想外だった。


　思わず吊つりあがりそうな口元を、ライルは手で隠かくした。


「代表は知っておられるのですか？　その嘆きの石とやらを」


　ふと、女生徒が声をかけてきた。どうやら、すでに喋しやべれる程度には回復したらしい。


「知っている。そうだな、少し話してあげよう。千年前に起こった〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟は世界をつくり変えたと言われるが、ひとつだけ変わらなかったものがある。キミはそれを知っているかね？」


「い、いえ……」


　女生徒に見せ付けるように、ライルは地面を指差す。


「ここだ」


「魔ガ法ル学テ園ン、ですか？」


「そうだ。正確にはバランの前身となるサザンという街だけは、〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を生き残った。ゆえに今のバランがあり、ひいては魔ガ法ル学テ園ンがある。それもすべて嘆きの石の力あってのことなのだよ」


「そ、それほどの力を持った物なのですか？　その、嘆きの石という物は」


「その通りだ。嘆きの石は魔の元素の結けつ晶しよう体たいであり、強大な魔の力を内包している。だが、石単体では、できることなど高たかが知れているがね」


「では、どのようにしてバランを守ったのですか？」


「キミも魔ガ法ル学テ園ンの生徒なら知っているだろう？　中庭の中心にある三角塔とう。あれが嘆きの石の力を増ぞう幅ふくし、防ぼう御ぎよのための結界を張るのだよ」


　魔ガ法ル学テ園ンがバランの中心に造れられた理由も、それほどの力を持った三角塔を守るため。


　女生徒はいつもと様子が違ちがうライルに戸と惑まどいながら、言葉を選ぶ。


「さすがは代表。そのような過去の出来事までよくご存ぞん知じで」


「学園を守るのが学ア園イのア盾スの仕事であるからね」


　ライルは口元の笑えみを大きく刻きざんだ。


（ほしい。嘆なげきの石がほしい。あれがあれば、魔ガ法ル学テ園ンは何が起こっても大だい丈じよう夫ぶだ）


　だがと、ライルは一度表情を消す。


（嘆きの石は、本当に犯罪者の孤こ島とうにあったのだろうか。少なくとも、わたしには見つけられなかったが……）


　今から二年前、ライルは〝拳風の旅団〟と同じ情報を得て、嘆きの石を求め、航海に出たことがあった。


　当時のライルはまだ魔ガ法ル学テ園ンの一回生。とはいえ、その実力はすでに幻げん影えい魔ま法ほう科の三回生を軽く凌りよう駕がしていた。


　そんなライルが身分を隠かくし、犯罪者の孤島にもぐりこんだ。犯罪者の孤島には、表では捌さばけない商品が数多くあった。歴史的な価値のある美術品や骨こつ董とう品、旧文明の魔法の品はもちろんのこと、人の命すら売り物だった。


　中でもライルの目を引いたのが、〈真の名〉というものの本質を司つかさどる名によって縛しばられた亜人種デミヒユーマンの奴ど隷れいたちだ。


　召しよう喚かん術という、過去の魔ま物ものを〈真の名〉によって召喚、使役する魔法がある。これで、人間と姿形が似ている魔物、亜人種デミヒユーマンを呼び出し奴隷として売っていた。


　特に、美しいエルフの女たちは高額でやりとりされていたのを未いまだに覚えている。


（あのような島、住民ごとすべて消え去ればいい。命を売り買いする犯罪者も、薄うす汚ぎたない奴隷たちもすべて。学園の生徒に害を為なす可能性のあるものは何もかも無くなったほうがいいのだよ）


　ライルは一度大きく息を吐はいた。


　本当の意味で魔ガ法ル学テ園ンを守るためには、どうしても嘆きの石が必要なのだ。


　二ヶ月あまり犯罪者の孤島にいたが、結局嘆きの石は発見できなかった。


　いくら考えたところで、嘆きの石が今どこにあるのかわかるはずもない。


　ライルが思考をやめようとしたそのとき。


　バンっと大きな音を立てて、詰つめ所の入り口が開かれた。


　何事かと、ライルは一いつ瞬しゆんで表情を消し入り口を見た。


　そこに、美しく長い金きん髪ぱつの少女が、焦あせった様子で立っていた。


　金髪の少女の着る緑色の制服は、魔ガ法ル学テ園ンの召しよう喚かん術じゆつ科の生徒の証である。


　ライルは思考が止まったことを自覚した。


　目の前の少女に見とれてしまっていたのだ。


　少女はよほど急いでいるのだろう、走って乱れた髪かみを直すこともせず口を開いた。


「ラ、ライルさん！」


「どうしたんだね、ルファさん？」


　金髪の少女、ルファはよほど走ったのか、肩かたで息をし、両手を自分の膝ひざに置いて言う。


「先生が!!　ジェイナス先生が!?」


「落ち着きたまえ。なにがあったのだね？」


　ライルはルファへと近づき、覗のぞき込むようにしてその顔を眺ながめた。


　相変わらず、美しい顔立ちだった。


　ルファは一度深呼吸をして、少しだけ目め尻じりに涙なみだを浮かべて言った。


「ジェイナス先生が、誰だれかに刺さされて……意識不明の重体なんです!?」




第二章　母なる想おもい




　ジェイナスが刺された。


　そのことを報告したルファは、学ア園イのア盾スの詰め所からライルを引っ張りだした。


　そして、保健室へと急ぐ。


「レム先生！」


　そして、保健室の前に立っていたレムに、廊ろう下かの端はしから声をかける。


「きたか」


　レムは壁かべに預けていた背中を離はなす。


　ルファはレムの顔を見て息を[image: ]のんだ。


　いつもの無表情のようだが、受ける印象がまるで違う。


　眠ねむっている獅し子しのように、存在するだけで他を圧あつ倒とうする重圧を感じた。


　ルファはたじろぎながらも、レムに問う。


「ジェイナス先生は!?」


「そう大声を出すな。今のわたしは気が立っている」


　殺気すら放つレムの眼光に貫つらぬかれ、ルファは身をすくませた。


「レム先生。わたしは状じよう況きようがよく飲み込めていないのだが」


　すっと、ルファの後ろにいたライルが、さりげなく間に入る。


「いったいなにがあったのですか？」


「そうだな。順を追って話そう」


　レムはルファから視線を外すと、保健室の扉とびらを睨にらんだ。


「昨日の晩、賊ぞくが学園に入ったのを知っているな？」


「はい。パッフェルを一いち撃げきで昏こん倒とうさせたと聞いています」


　取り乱さず、落ち着き払はらったライルの声に、後ろにいるルファは安心感を覚えた。


「いつものように、学園の宝物庫を狙ねらった賊だと思っていたが、あてが外れた。宝物庫はまったく荒あらされていなかった。そのかわり、ジェイナスが襲おそわれた」


「それで」


「今日があいつの非番だったのが災わざわいした。いつも調査といえばジェイナスに話がいくのだが、非番のため、連れん絡らくがいかなかった。やつの研究室を誰も訪ねなかったため、発見が遅れてしまった。バンクが扉を燃やそうとしなければ、どうなっていたことか……」


　レムが奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。


「傷は変質魔法で塞ふさいだが、それだけだ。変質魔法では心までは治せないからな。今も生死の境をさまよっている」


「そ、そんな……」


　ふっと、ルファの意識が途と絶だえそうになる。


　力ちから抜ぬけ、倒たおれそうになる身体からだをライルが支えた。


「儀ぎ式しき呪じゆ文もんで、どうにかできないのですか？　レイズデッドであれば、死者すら復活させられるでしょう？」


「む。そういえば、ライルは儀式呪文にも心得があったな。だが、あの儀式はそう気軽に使えるものではない。レイズデッドが使える儀式地形を探すだけでもいったいいつまでかかるか……」


　それにと、レムは付け加える。


「たとえ使えたとしても、あの儀式はあくまでも死者を蘇よみがえらせるものだ。ジェイナスはまだ死んではいない」


　レムは目で「ジェイナスを殺せと？」とライルに訴うつたえる。


「……失言でした」


　ライルは深く頭を下げた。


「いや。わたしのほうこそすまない。長い間生きているが、やはり仲間が死にかけるというのは何度見てもなれないものだな」


「心中、お察しします」


「だが、ジェイナスはそれほどやわでもない。きっと自力で目を覚ますと信じている」


　ライルの言葉にレムは一度目を閉じると、心を落ち着けた。


「さて、本題に入ろう。ルファにライルを呼びにいってもらったのは他でもない。ふたりには賊を追ってほしい。これは学園が出す正式な依い頼らいだ。もちろん、少なくない報ほう酬しゆうも出る」


「え……？」


　レムの言葉に、ルファは目を丸くした。


　逆にライルは当然のことのように受け止めている。


「そうだとは思いました。ですが、なぜ我々なのでしょう」


「正直なところ、賊はかなりの手練てだれだ。学園の教師を斬り伏ふせ、烙らく印いん魔ま法ほう科の首席であるパッフェルを倒したのだからな。ゆえに学園は教師以上の実力を持つ、ルファとライルに助力を請こう」


「そ、そんな、私なんて」


「前回のお前の試験、学園側は重く見ている。学生でありながらドラゴンを使し役えきし、暗黒領域を解放した。これだけでも異常だというのに、お前が倒した相手はフレイム・カーネル。伝説の精せい霊れい王おうの力の一部だ。そんなこと、魔ガ法ル学テ園ンの教師であっても不可能だ」


　魔ガ法ル学テ園ンの教師は優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいたちがほとんどである。


　それこそ、魔法帝国アルデ＝バランの宮きゆう廷てい魔導師並みの実力を持った人物が多々いるのだ。


　例えば、生徒から見れば強力な力を持った各学科の首席。


　その首席すら軽くあしらえるほどの力を教師は持っている。


　それなのに、ルファとライルは学園の教師以上の実力を持っていると判断された。これがどれほどの例外なのか、わからないふたりではない。


「理由はわかりました。ですが、魔ガ法ル学テ園ンの敷しき地ち内で教師を傷つけ逃とう亡ぼうする。これは立派な犯罪です。バランの騎き士し団だんは動かないのですか？」


「我々が知る限り、実行犯はひとりだ。相手が単独犯か組織立っているのかが分からない状態では騎士団は動かせん。そして、魔ガ法ル学テ園ンは今回の件を内々で処理するつもりだ。まさか、魔法の最さい高こう峰ほうとして名高い魔ガ法ル学テ園ンが賊の侵しん入にゆうを許し、教師をひとり傷つけられてまんまと逃にげられたなど、口外できるはずもない」


「そんなことが他の盗とう賊ぞくに知れると、また狙われるからですね？」


　その通りだとレムは肯こう定ていする。


「詳くわしい犯人像はわかっているのですか？」


「あぁ。パッフェルの話から察するに、少なくとも中年かそれ以上の男性のようだ。腰こしには銀の長ちよう剣けん。そして、軽鎧よろいを纏まとっている」


　銀の長剣と聞いて、ライルは眉まゆをひそめる。


　ライルの知り合いに、銀の長剣を持つ人物がひとりだけいた。


　二年前、犯罪者の孤島で出会った銀の長剣を持つあの人物……。


　まさか、と思う。


　だが逆に、あるいはと考えた。


「……情報が不足していますね」


　ライルは内心を隠かくすため、努めて平静を装よそおう。


「いや、そうでもない。特とく徴ちようなのは、剣を持っているところだ」


「え？　あっ、そっか。確か剣を持っている人って……」


「そうだ。ルファはアッシュで見慣れているから違い和わ感はないかもしれん。だが、今のご時世、バランで剣を持ち歩き、それだけで烙らく印いん魔導師を倒せるほどの技量を持つ人物はごくわずかだ。そんな人物がもしひとりで外を出歩いているのなら、見つけられる可能性はある。現に、それらしき人物が昨日の夜のうちに、バランの西門から出たという目もく撃げき情報もある」


　西と聞いて、またもライルが反はん応のうする。


「……ん？　ライルさん、どうしたんですか？」


「いや。なんでもない」


　アッシュたちが向かった先も、西だ。


　厄やつ介かいなことにならなければいいがと、ライルは胸中で呟つぶやく。


「で、ふたりともどうだ？　これはあくまでも依頼であり、強制ではない」


「わかりました。受けます」


　ルファの口が自然と動いた。


　ジェイナス先生を倒すほどの剣士を探す。


　危険だし、これ以上ないほど怖こわい。


　でも、許せないという気持ちのほうが大きかった。


　ライルもレムにうなずきを返す。


「ありがとう。学園のことはまかせておけ。学ア園イのア盾スの代表と副代表がいない間は、わたしが責任をもって指揮しよう」


「あ、あの……お手て柔やわらかにお願いします」


　小さな破は壊かい者しやの異名をとるレムが指揮を執とると聞いて、ルファは不安になった。


「ふたりとも特待生なのだから、授業に関することは問題ないな。では、必要な物があれば言ってほしい。すぐに準備しよう」


　そう言われて、ルファが瞬しゆん時じに反応する。


「なら、人手を貸してください！」


「む？」


「あっ、いえ、ほ、ほら、やっぱり烙印魔導師の人がいれば安全だなーって思いまして。た、例えばパッフェルとか……アッシュとかアッシュとか」


　まるで強調するように、ルファはアッシュの名を二度言った。


　レムは腕うでを組み、眉を寄せて難しい表情になる。


「アッシュかパッフェルか。確かに同行させる分には申し分ないが……タイミングが悪かった。あいつらが特待生になったのを知っているか？」


「え？　は、初耳です!?」


「まぁ、本日決まったことだから、知らないのも無理はない。あいつらは、特待生になったと告げられた瞬しゆん間かん、ふたりでどこかへ出かけていった。ほんの数時間前の出来事だ」


「え？　えぇぇぇぇ!!」


　絶ぜつ叫きようするルファの目の前で、レムはライルに向かって思い出したように口を開く。


「そうだ、ライル。先ほどのアッシュとパッフェルの件だが、若気の至りということにしておいたぞ」


　そう報告され、ライルはうなずきを一つ。


「アッシュとパッフェルの若気の至り？」


　逆にルファはぽかんと、レムの言葉を繰くり返した。


　そんな様子のルファに、ライルはほくそ笑んだ。


　鬼おにの居ぬ間に、という言葉がライルの頭をよぎる。


　ライルはルファの耳元に、自身の口を寄せる。


「アッシュ君がパッフェルを部屋に連れ込んで、無理やりことに及およぼうとしたのだよ」


　ルファはライルの言葉の意味を、理解しようとはしなかった。


　聞かなかったことにしたかった。


「ですが、そんなふたりを一いつ緒しよに出かけさせてよかったのですか？」


　ルファの心中を察し、ライルはある答えを望んでレムに質問をする。


　アッシュとパッフェルとレムの会話を盗とう聴ちようしたからこそ、レムの次の言葉が理解できた。


「学園外ならかまわんだろう。ふたりとも若いが、そういう欲望があるからこそ、子孫はできるわけだしな」
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　期待通りの答えが返ってきて、ライルは満足した。


「部屋に連れ込んで……？　無理やり……？　一緒に出かけて……？　子孫は子供……？」


　よほどショックだったのか、壊こわれてしまったようにルファがぶつぶつと独り言を繰くり返した。


　そして。


「アッシュのバカァァァァァ!!」


　ここにいない弟めがけて、絶叫した。





　それから一週間後。


　ルファはライルとともに、バランと西部の大都市を繫つなぐ宿場町に来ていた。


　町の近くには目立った暗黒領域もない。そのため、町全体は木の柵さくで囲まれただけの簡単な防備しかなかった。


　昼時ということもあり、町には活気が溢あふれている。


　バランに向かう行商人や、冒ぼう険けん者しやなど、町の規模に対して多くの人が集まっていた。


「はぁ……あのバカ弟は」


　溜ため息いきを吐はき、ルファは呟いた。


「人の気も知らないで、勝手にどっか行って……しかもパッフェルとふたりっきり？　ふん！」


　銀ぎん刃じんの剣士の捜そう索さく依い頼らいを受けてバランを出発してから、ルファはずっとこんな調子だった。


「ルファさん」


　肩かたを怒いからせて前を歩くルファに、ライルは後ろから声をかけた。


「ここにいない人物のことを考えても、仕方ないだろう？」


「うっ……そ、そうですけど」


　ライルに指し摘てきされ、ルファはしゅんと肩を落とした。


「……いくら血の繫つながらない男とはいえ、弟同然に育ったにしては意識しすぎではないか」


「え？」


　独り言のように呟いたライルの声は、ルファには届かなかった。


「いや、もういい。それよりもだ、ルファさん」


「なんですか？」


　きょとんとするルファに、ライルはいつもからは想像できないほど、優しく微笑ほほえみかける。


「敬語はやめてほしいのだよ」


「え？　でも、ライルさんは先せん輩ぱいですから」


　ルファは自らの着る緑の制服を見ながら言った。


　真ま面じ目めなルファらしい意見だ。


　その答えを、ライルはやんわりと首を振ふることで否定する。


「今はそんなことなんの意味もない。わたしたちはふたりだけで銀刃の剣士を追わなくてはならないのだよ。お互たがいの信しん頼らいとチームワークが重要になる」


　なるほど、とルファはライルの言葉を真しん剣けんな表情で聞いた。


「今のわたしとあなたは先輩と後輩ではなく、学ア園イのア盾スの上司と部下でもない。一いち蓮れん托たく生しようの相棒パートナーなのだ。だから、まずは敬語をやめてほしい」


　でも……と眉まゆをひそめるルファに、ライルは柔やわらかく笑む。


「それとも、わたしではあなたの相棒には力不足かね？」


「そ、そんなことないです！」


　慌あわててルファは否定した。


　学ア園イのア盾スの活動中、いつも助けてもらっている相手だ。


　その実力や、学ア園イのア盾スを率いる手しゆ腕わんなど、嫌いやというほど知っている。


　尊敬することこそあれ、力不足ということはありえない。


「ならお願いだ。わたしは、あなたの相棒になりたい」


　ライルにそう言われ、ルファは不承不承ながらうなずいた。


「わかりました……いえ、わかったわ」


　言いにくそうに、ルファは眉を寄せた。


「でも、せめてライルさんって呼ばせてもらいま──呼ばせてもらうわ。ライルさんは尊敬する先輩だもの」


　真剣な顔でそう言われ、ライルは苦笑を浮かべた。


　ルファといると、自然と表情が豊かになってしまうと、ライルは思う。


　これはルファの人ひと柄がらがなせることなのか、それとも自分の気持ちの問題か。


　ライルは一度腕うでを組み、周りを見み渡わたした。


　まだ日は高いが、人通りは多い。これからどんどん増えていくだろう。


　そうなると、宿を探すのが難しくなる。


「わかった。では、今日の宿を探すとしよう。もちろん、銀刃の剣士の情報を集めながら」


　まずライルたちは手近な宿屋に入った。


「らっしゃい……」


　野太い男の声に迎むかえられ、ライルたちはまず店内を見み渡わたした。


　宿屋は一階が食堂、二階が宿しゆく泊はく施し設せつとなっている典型的なつくりだった。


　一階の食堂もよくあるもので、夜はきっと酒場になるのであろう、バーカウンターがあった。


　その向こうにたっぷりと髭ひげを蓄たくわえた、筋骨隆りゆう々りゆうの男がグラスを磨みがいていた。


　男はどうやらこの宿屋の店主であるようだ。


　店主はライルたちを見て、無愛想な表情を一変させた。


「っと、これはこれは、魔ガ法ル学テ園ンの生徒さん！　よくお立ち寄りくださいやした！」


　今にも揉もみ手をしそうなほど、店主はにこやかな顔を見せる。


　ライルはなれた様子で平然としていたが、ルファは少し眉まゆをひそめてしまう。


「主人。部屋は空あいているかね？」


「それはもう！　たとえ全部屋埋うまっていたとしても、おふたりのために空けまさぁ！」


　魔ガ法ル学テ園ンの生徒というのは、特別な力を持っている。


　権力や影えい響きよう力りよくという力だ。


　魔法帝国アルデ＝バランに近ければ近いほど、その力は大きく、強くなっていく。


　それは、バランが魔法帝国の名を冠かんしていることに繫がっている。


　いわば将来を約束された金の卵たち。


　それが、魔ガ法ル学テ園ンの生徒なのだ。


「いやー、おふたりとも、美男美女のお似合いカップルですなぁ。もちろん、おふたりのお部屋はお一つでよろしいんですかい？」


「はぁ……二部屋お願いするわ。あたしたちはそういうんじゃないの」


　ルファは溜息をつき、間かん髪はついれずにそう口にした。


　怒おこるでもなく、照れるでもない。


　ただめんどくさそうだった。


　横にいるのが自分ではなく、アッシュだったのならルファの反応は変わったのだろうかと、ライルは考えた。


「し、失礼しやした！」


　店主が顔を青ざめさせ、飛び上がらんばかりの勢いで、頭を下げた。


「それより店主。ここ最近で、剣けんを持った男を見かけなかったかね？」


「剣を持った男ですかい？」


　店主は顎あごひげを指で触さわりながら上を向いて記き憶おくを探さぐった。


「あっ！　そういえば！」


　そして、ピンときたのか、目を見開いて指を一本立てる。


「昨日まで泊とまっていたお客の中に、剣を持っている人がいましたぜ」


「どんな男だった？」


　ライルは目を細め、店主に問う。


「へぇ。見たこともねぇ奇き妙みような大剣を持った少年でさぁ。おふたりと同じ、魔ガ法ル学テ園ンの制服を着てましたぜ」


　それがアッシュのことだと感づくのに、ふたりとも時間はかからなかった。


　ライルは自分の詰つめの甘あまさを呪のろった。


　同じ方角に向かったのだ。当然、アッシュとパッフェルがこの宿場町に立ち寄ることも考こう慮りよに入れるべきだったと苦い顔をする。


「っ!?　その子の横に、女の子はいなかった!?」


　つかみ掛かからんばかりの勢いで、ルファが店主に詰め寄った。


「へ、へぇ。赤い髪かみのかわいらしい女の子が一緒でした。ふたりとも同じ色の制服を着ていましたぜ」


「どこに行ったの!?」


「そ、それはちょっとわかりかねまさぁ」


　くっ、とルファは唇くちびるを嚙かんだ。


　そして、まるで聞きたくないことをあえて聞くように、主人を睨にらみつけながら問う。


「まさか、一緒の部屋だった、とかはないわよね？」


「ご、ご一緒でしたぜ」


　プツンと、ルファは自分の脳内の血管が切れた音を聞いた。


「……どんな様子だった」


　まるで地じ獄ごくの底から聞こえてくるような、ルファの低い声。


　ヒィと悲鳴をあげ、自分よりも小さなルファに怯おびえながら店主が言う。


「と、とても仲がよさそうでしたぜ。まさに渋しぶる彼氏を引っ張りまわす彼女って感じのお似合いカップ──」


　音が聞こえそうなほど、ルファの額にはっきりと青筋が浮うかんだ。


　店主はついに立っていられなくなり、悲鳴を上げつつその場に座すわり込こんだ。


「……出て行ったのは、昨日で間ま違ちがいないのね？」


　こくこくと店主がうなずく。


「ライルさん。今すぐ出発するわよ！」


　口を出す機会をうかがいつつ、事の成り行きを見守っていたライルだが、さすがに黙だまっていられなくなった。


「待ちたまえ。ルファさんは我々の目的を忘れている」


「──っ!?」


　そうだったとルファは唇を嚙む。


　自分が探しているのはアッシュたちではなく、銀刃の剣けん士しだった。


「で、でも、合流すればいろいろ安心じゃない？」


　ルファの言い訳を。


「彼らには彼らの目的があるのだろう。でなければ、ふたりだけで旅に出るわけもない。それを邪じや魔まするのはいかがなものだろうか？」


　ライルは正論で切り捨てた。


　言葉に詰まったルファを一いつ旦たん放置し、ライルはガタガタ震ふるえる店主に近寄る。


「店主。その少年以外に剣を持った男は来なかったかね？」


「覚えている限りでは、特に……」


「わかった。協力、感謝する。あと、そのような状態で申し訳ないが、部屋まで案内してくれないかね？」


　ライルにそう言われ、店主はさらに泣きそうになった。





　それから数時間後。


　一休みしたライルとルファは、宿場町の宿を尋たずねまわっていた。


「はぁ。情報、ないわね」


　溜ため息いきをつき、ルファは茜あかね色いろに染まる空を見上げた。


　すでに二十件近くの宿屋を回ったが、それらしい情報は得られなかった。


「もしかしたら、西に向かうと見せかけて、別の方角に向かったのかもしれない。それとも、この町には立ち寄らず、そのままさらに西に向かったか……」


「私たちが追い越こしちゃったって可能性はない？」


「ふむ。その可能性もあるな」


　ここに来るまで、すれ違ちがった行商人たちにも銀刃の剣士のことを聞いてみたが、誰だれも見ていないという。


　つまり、銀刃の剣士が人目を忍しのんで、あえて街かい道どうを外れて移動している可能性もある。それならば、普ふ通つうに街道を通ってきたライルたちのほうが早く町に着くこともあるだろう。


　アッシュのこととなると周りが見えなくなるルファだが、やはり普ふ段だんは聡そう明めいな女性だとライルは再認識する。


「もう少し情報を集めよう。ここより西に向かうのなら、この町で食料の補給をしなければもたないだろう。銀刃の剣士が馬車でも持っていれば話は違うが、どちらにせよ我々ではどうしようもない」


「どんな馬車で移動しているかがわかれば、逆に私のカシスで追いつけるとは思うけどね」


　ルファの扱あつかう魔ま法ほうは、召しよう喚かん術じゆつと呼ばれている。


　先祖の魂たましいをその身体からだに宿し、過去の世界の魔ま物ものを〈真の名〉によって召喚、使し役えきする魔法だ。


　ルファの言うカシスとは、紫むらさきの鱗うろこを持つ大翼よく竜りゆうのことだ。


　大翼竜は亜あ竜りゆうであり、恐おそろしい速度で飛行することができる。それこそ、バランから今ルファたちのいる宿場町まで、三日もあれば到とう着ちやくするだろう。


　それをしなかったのは、ひとえに銀刃の剣士を追い越してしまうのが危険すぎたからだ。


　追い越してしまっては銀刃の剣士の顔をはっきりと特定できないため、待まち伏ぶせすることもできない。そして、いつ来るやも知れぬ男を捜さがして、宿場町の宿屋を毎日尋ね歩かなければならなくなる。


　図らずも、現状は似たような状じよう況きようになってしまった。


　だが、ルファたちは街道を歩いてきたため、銀刃の剣士が街道を使っていない可能性に気づけた。これだけでも、大きな収しゆう穫かくである。


「とりあえず、もう一いつ軒けんだけ尋ねて、少し休もう。そろそろ日も暮れる」


　ライルはルファの顔に疲ひ労ろうの色を見た。


　昼間から夕方まで、ほとんど宛あてのない人探しを続けているのである。


　女性であるルファは体力的にきついだろう。


「まだ大丈夫よ」


　気き丈じようにそう言うルファに、「わたしが休みたいのだよ」とライルは返した。


「ありがとう」


　ライルの心の内を察し、ルファは柔やわらかく微笑んだ。


　そのルファの表情に、ライルは一いつ瞬しゆん目を離はなせなくなる。


　聖女や女神といった言葉が似合いすぎるほど、ルファの笑顔が眩まぶしかったからだ。


　ライルはさりげなくルファから視線を外す。


　すると、ライルの目の隅すみにひとりの男が映った。


　顔に傷のある、いかにも柄がらの悪そうな冒ぼう険けん者しや風の男だ。


　巨きよ大だいな黄金の戦せん斧ぷを背負っており、探している銀刃の剣士ではないことがわかる。


「同じような輩やからは一いつ箇か所しよに集まるのではないだろうか」


　どうせほとんど宛てのない人探しだ。


　ライルはルファに「気をつけるように」と注意して、斧おのの男を尾行した。


　しばらくついていくと、男は町の奥おくにある宿屋に入った。


「ほぅ……」


　男が入った入り口に近づき、ライルは冷たい目をする。


　入り口には準備中という汚きたない文字の書かれた羊皮紙が貼はられていた。


　いかにもすぎて、笑いすらこみ上げる。


　ライルは後ろを振ふり返った。


「ルファさんは先に戻もどって──」


「あら？　相棒パートナーって言葉は噓うそだったのかしら？」


　冗じよう談だんめかしたルファの声に、ライルは苦笑した。


　聡明で、強い女性だ。


　だからこそ、年ねん齢れいに関係なく尊敬できる。


　ライルは何も言わず、白い樫かしの杖つえを強く握にぎり、入り口を開けた。


　瞬しゆん間かん、ルファは煙けむりにむせ返った。


「ごほっ！　ごほっ!?　な、なにここ……」


　まるで別の世界に突とつ然ぜん放りこまれたようだ。


　キセルや紙タバコの紫し煙えんが宿屋に充じゆう満まんしており、視界がかすんでいる。


　店内には八人ほどの人間がいた。


　どの人物も、あまり柄がよいとはいえない恰かつ好こうをしている。


「おうおう、こりゃ魔ガ法ル学テ園ンのお坊ぼつちゃんとお嬢じようちゃんじゃないか」


　先ほどの斧の男が、ライルたちを見て口笛を吹ふいた。


「貼り紙が見えなかったか？　ここは準備中だ。さっさと帰りな」


「おっと、お嬢ちゃんのほうは残ってもいいんだぜ。俺おれたちと朝まで遊んでくれるならよ」


　最初の宿屋とは違う歓かん迎げいのされ方だ。


　多くの人が利用する宿場町だからこそ、こういったスネに傷を持つ人物が集まる場所が必要になる。


　でなければ、ここにいる連中は他人の迷めい惑わくなど考えず、普通の宿屋に泊とまり、問題を起こすだろう。そうなれば、宿場町全体の雰ふん囲い気きが悪くなり、客足が途と絶だえてしまう。


　いわば、暗あん黙もくのうちに治外法権を適用された区画だ。


　ルファは溜息をついた。


「人を捜しているの。誰か、剣けんを持った男を見なかった？」


「あぁん？　男なら誰でも剣を持ってるっつーの」


「朝と夜だけでかくなる、魔法の剣だぜ」


「なんなら見せてやろーか？」


　ギャハハと笑い声が上がった。


　低てい俗ぞくかつ、頭の悪すぎる会話だ。


　いつものルファなら溜息をつき、軽く聞き流せたのかもしれない。


　だが、男たちにとっては不幸なことに、ルファは少しばかり機き嫌げんが悪かった。


「もういいわ。身体に聞いてあげる！」


　ルファはふとももまである靴くつ下したに仕込んだ召喚札を一枚掲かかげた。


「呼びかけに答えよ。我は汝なんじの血族なり……」


　精神を集中させ、歌うように言葉を紡つむぐルファの声に、誰もが聞き惚ほれそうになる。


　魔ガ法ル学テ園ンの制服を見ても、なお怯ひるまなかった男たち。それなりに腕うでに自信があるのだろう。


　だが、ルファの周りを渦うず巻まく圧あつ倒とうされるほどの魔ま力りよくの流れに、男たちは浮き足立った。


「……我わが肉体に宿りて、かつての力を示せ！」


　カッと視界が紫煙以外の白に染まる。


　誰もが目を瞑つぶり、次に目を開いた瞬間、我が目を疑った。


　美しかったルファの金きん髪ぱつが、紫むらさき色いろに変わっている。


　これが、ルファの肉体に先祖の魂が宿った証しよう拠こだ。


「カシス、来て！」


　ルファの声に呼応するように、掲げた召喚札が燃え上がった。


　炎ほのおの軌き跡せきが虚こ空くうを走る。


　それは瞬またたく間に六ろく芒ぼう星せいとなり、過去と現在を繫つなぐ召喚門になる。


　まるでその六芒星を突つき破るように、巨大な一いつ対ついの翼つばさを持つ大翼竜が飛び出してきた。


　紫色の鱗を持つ大翼竜は、飛び出してきた勢いで周りの机や椅い子すをなぎ倒たおした。


　男たちは絶句していた。


　自や棄けになって武器を振りかざすこともしない。


　それほど圧あつ倒とう的な力を、目の前のルファは持っていた。


　ライルはこれを当然のことと受け止め、店内を見み渡わたした。


　別に止める必要はない。


　ルファに暴言を吐はいた。そして男たちは学園の生徒ではない。


　ならば、死をもって償つぐなうのはライルの中では道理だった。


　そのとき、ギシっと階段を下りてくる音が小さく聞こえてきた。


「……ん？」


　ライルは宿の奥にある階段に目を向けた。


　そこに、ひとりの男が立っていた。


　無ぶ精しようひげの浮ういた顎あごに、白髪しらが混まじりの髪かみを無造作に後ろへと撫なで付けた男に、ライルは見覚えがあった。


　否いな。


　忘れるはずもない。


　男はライルと目が合うと、口元をゆがめてみせる。


　そして、指を一本立て、一度拳こぶしを握る。次は三本。最後に四本。


　１、３、４。


　ライルが声もなく口だけでそう呟つぶやくと、男は音もなく、誰にも気づかれることなく、階段を上っていった。


　ライルは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になる。


　あの男がいる以上、ルファに暴れてもらっては困るからだ。


　ライルは今にも大翼竜を突とつ撃げきさせそうなルファの肩かたに、そっと手を置いた。


「やめたまえ。もう十分だ」


「あっ……」


　正気に返り、ルファはバツの悪そうな顔をする。


　ついカッとなって大翼竜を召喚してしまったが、すっかり怯おびえきった男たちの顔に、逆に罪悪感を覚えた。


　ルファは手早く大翼竜を送り返す。


「もう行こう」


　ライルはそっとルファの腰こしを抱だき、外へと誘いざなう。


　最後に一度店の奥にある階段を振り返った。





　二年前。


「はぁ……はぁ……」


　当時十八歳だったライルは、まだ真新しい魔ガ法ル学テ園ンの制服ではなく、安っぽいボロボロの布の服を着て、暗い路地裏で荒あらい呼吸を繰り返していた。


　ライルは額に浮いた汗あせを拭ぬぐいながら、路地裏から大通りの様子を窺うかがう。


　すると、数人の男たちが大声で怒ど鳴なりあっていた。


「どこいきやがった!!」


「あの野や郎ろう、ぶっ殺してやる!!」


　大通りには、男たち以外の人ひと影かげもたくさんあった。


　満月が暗い世界を照らす時間とはいえ、大通りで物ぶつ騒そうな怒ど声せいを上げあう男たちを、誰だれも不思議に思っていない。


　男たちに視線を送ることすらせず、足早にその場を去っていく。


「く、あと一歩だったというのに……」


　ライルは忌いま々いましげな言葉を吐き、自分を追う男たちから視線を外して、路地裏の壁かべに背中を預けた。


　ここは犯罪者の集まる孤こ島とう。


　盗とう賊ぞくの手によりバランから持ち出された嘆なげきの石を求め、ライルは犯罪者の孤島へとやってきた。


　嘆きの石の情報を集めているうちに、この孤島を牛耳る人物がそれを持っていることを知った。一度は譲ゆずってもらえるよう、交こう渉しようを持ちかけてもみた。だが、一いつ介かいの学生であるライルでは到とう底てい用意できない額の金銭を要求された。


　ライルは幻げん影えい魔ま法ほうを駆く使ししその人物の屋や敷しきへと潜せん入にゆうし、嘆きの石を盗ぬすみ出そうとした。


　ところが、嘆きの石が保管されている宝物庫まで後一歩というところで、屋敷の警備の者に見つかってしまった。


　命からがら逃にげ出してきたものの宝物庫を荒らそうとしたライルは、当然追われる身になった。


「まったく、へまをしたものだね」


　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやき、ライルは視線を動かした。


　路地裏は、腐ふ臭しゆうがひどかった。


　その原因は、ライルの足元に転がる無数の塊かたまりが原因だった。


　まだ肉のついている、うじの湧わいた人間の死体。


　白骨化した人間や、明らかに亜あ人種のものと思われる骨。


　水の入った水みず袋ぶくろを力いっぱい叩たたきつけたような、黒いシミが壁や地面にいくつもあった。


　このままでは自分の身体からだを流れる血液が、壁のシミになるのも時間の問題だ。


「島を離れなければ」


　自身に言い聞かせるようにして、ライルは言う。


　ライルは自分を追う男たちが視界から消えるのを待って、移動を始めた。


　向かった場所は、歓かん楽らく街がいにある一いつ軒けんの娼館だ。


　ライルがひとたび歓楽街を歩けば、客引きの娼しよう婦ふたちが群がってきた。


　背筋が震ふるえるような美しい顔立ちのライルに惹ひかれて寄ってくる。


　光に吸い寄せられる蛾がのような娼婦たちを無視して、ライルは目的の娼館へと足を踏ふみ入れた。


「いらっしゃい」


　やけに露ろ出しゆつ度どの高い服を着た、二十歳そこそこの女に迎むかえられる。


　濁にごった目でキセルを燻くゆらせていた女は、ライルの顔を見て顔かおを綻ほころばせた。


　女の目に生気が宿り、舐なめるようにしてライルを眺ながめる。


　気持ち悪い。


　ライルは純じゆん粋すいにそう思った。


「ご指名はあるのかしら？」


「グロリアを」


　間かん髪はついれずに、ライルはそう答えた。


　瞬しゆん間かん、女は残念そうな顔になる。


「あら、遊んでいってくれないわけ？」


　この娼館において、グロリアという名前は特別な意味を持つ。


　犯罪者の孤島を出るための手引きをしてくれる人物の名前だからだ。


　女は肩をすくめ、キセルに口をつけながら、店の奥を指差した。


　頭を下げることもせず、ライルは店の奥へと向かう。


　店の奥には、鉄で作られたやけに分厚そうな扉とびらがあった。それを押し開き、中に入る。


　すると、まるで枯かれ木きのような老女に迎え入れられた。


「おやおや、物好きな兄さんもいたもんだねぇ」


　からかうような老女、グロリアの口調に、ライルは不快感を覚えた。


　顔をしかめ、苦々しげに口を開く。


「今すぐ島から出たい。船を用意してほしい」


「お帰りにはまだ早いんでないのかねぇ？　あたしゃなんもしてないよ。なんぞ急ぎの用でもあるのかねぇ？」


「戯たわ言ごとはいい」


　ライルは射い抜ぬくような目をグロリアへと向ける。


　すると、グロリアの目が怪あやしく光った。獲え物ものを狙ねらう蛇へびのような目だ。


「まるで誰ぞに追いかけられているように見えるねぇ。例えば、どこぞの屋敷に盗みに入った者みたいだねぇ」


「──!?」


　ライルは目を見開いた。


　グロリアの言葉はぼかしているが、すでにすべてを知っていることを暗に伝えていた。


　ギュッとライルは白い樫かしの杖つえを握にぎった。


「おっと、勘かん違ちがいするんじゃないよ。船を出さないって言っているんじゃない。ただ、兄さんに会いたいって人がいるんでねぇ。ちょっと待ってほしいんだよ」


「わたしに会いたい人？」


　ライルの頭の中に、自分を追いかけてきた男たちの顔が浮かんだ。


　ぐっと奥歯を嚙かみ締しめたとき、ずずっと音を立てて、背後の扉が開かれる。


「──クッ!!」


　ライルは樫の杖の先を、扉に向けた。


　するとそこに、腰こしに長ちよう剣けんをぶら下げたローブの男がひとり立っていた。


「おっと、きたみたいだねぇ」


　グロリアの言葉を受け、ライルは一層警けい戒かい心を強めた。


　長剣の男はライルに向かって口を開く。


「あの屋敷に潜入したそうだな。たいした腕だ。私もあそこにほしい物があってな。屋敷の構造や警備状じよう況きようを聞いておきたい」


　長剣の男は悪あく魔まのように口元をゆがめて見せた。





「あの男か……」


　ライルは宿場町でとった自分の部屋で、そう呟いた。


　時刻はすでに深夜になっている。ルファももう眠ねむりについたころだろう。


　ライルは頃ころ合あいを見計らい、ひとりでこっそり宿を抜け出した。


「まさか、部屋を分けたのがこんなところで役に立つとはな」


　皮肉げにそう吐き捨て、ライルは早足で町の奥へ奥へと進んでいく。その手には、しっかりと白い樫の杖が握られている。


　そして、相変わらず、準備中と書かれた羊皮紙が貼はり付けられている宿屋の前で立ち止まった。


　貼り紙を無視し、夕方訪おとずれた例の宿屋へと足を踏ふみ入れる。


　不気味なほどの静せい寂じやくが、宿屋の中を満たしていた。


　深夜だから部屋に戻ったのだろうか。


　夕方ルファに絡からんできた男たちは、誰だれもいなかった。


　ライルは階段を上り、二階に上がる。


　そして、無数に並んだ部屋の中から、目的の場所を探す。


　目的の場所は、すぐに見つかった。


　１３４号と彫ほられている金属のプレートがはめられた部屋の扉とびらを迷わずノックする。


　返事を待たず、そのまま扉を開けて、中に入った。


「遅おそかったな」


　ライルが尋たずねてくることを知っていたのだろう。


　男は窓の前に椅子を置き、それに座すわって入り口を眺ながめていた。


　満月を背にした男は、二年前と変わっていなかった。


　男は変わらない悪魔のような笑みを浮かべる。


「改めて。二年前は助かった。おかげで私のほしかった物は手に入った。感謝する」


「……なぜここにいるのかね？」


　ライルは男の言葉を無視して、冷たい声を出した。


　聞く者すべてを底冷えさせるような声。


　だが、男は意に介かいした様子はなく淡たん々たんと告げる。


「私の目的のためだ。お前もわかっているだろう？　ふたりでお互いの目的を話し合ったではないか」


　ライルは椅子に座る男の腰に目をやった。


　そこに、一ひと振ふりの長ちよう剣けんがあった。


「……少しだけ、その剣を見せてもらってもいいかね？」


「なぜ？」


「先日、魔ガ法ル学テ園ンに賊ぞくが入り、教師が傷つけられた。教師は、少なくとも一週間前まで、意識不明の重体だった」


「それで？」


「賊が使った凶きよう器きは、銀の長剣。あなたが持っているのも確か、そうだった。もし、血の痕こん跡せきでもあれば、確たる証しよう拠こになる」


　ライルはナイフのように冷たい目で、男を睨にらみつけた。


　すると男は抑よく揚ようのない声で言った。


「なんだ。ジェイナスは死んでいなかったのか。存外しぶとい男だ」


「ッッ!!　貴様!?　よくもわたしの学園を！　わたしの居場所を傷つけたな!?」


　初めてライルは感情を剝むき出しにした。


　ギュッと白い樫の杖を握り男に向かって先を突きつける。


　すると、男は満月を背にして三日月のように笑い、口を開いた。





　朝になってルファは目を覚ました。


「ふわぁぁ……」


　寝ね癖ぐせで乱れた髪を手て櫛ぐしで直しながら、先ほどまで抱だきしめていた枕まくらを、眠ねむそうな目で見下ろした。


「やっぱり、枕が変わると寝にくいわね」


　早く依い頼らいを終わらせて、学園に帰り、アッシュからもらった大翼よく竜りゆうの抱きぐるみで眠りたいとルファは思った。


　あれで眠ると、なんだかとっても幸せな気持ちになれるのだ。


　それからルファは気を抜けば閉じてしまいそうになる目ま蓋ぶたを手で擦こすりながら、洗面所へ向かう。


　昨夜のうちに桶おけに貯ためてあった水をたっぷりと使い、顔を洗った。


　初夏の常温で暖められた水はぬるかったが、眠気を飛ばすには十分だった。


　とはいえ、目が開くようになっただけで、思考はまだ霧きりがかかったようにぼーっとしていた。


　寝返りで乱れた宿屋備え付けの寝巻きをそのまま脱ぬぎ捨てる。


　眠るときは上の下着を外すため、ルファはほとんど一糸纏まとわぬ姿になった。


　ベッドの横に畳たたんで置いておいた制服を取りに移動しようとした。


　そのとき、部屋に備え付けられていた大きな鏡が目にはいった。


　身体からだ全体を映す姿見だ。


「……」


　ルファはぼーっとする頭で、そのまま姿見の前に立った。


　下の下着だけの姿の自分が映される。


　自分ひとりしかいないのに、なんとなく恥はずかしくなって乳ち房ぶさを右手で隠かくした。


　そのまま、もう一度自分の身体を眺めた。


「胸……また少し大きくなったかな」


　隠しているとはいえ、自分の身体だ。


　最近、下着がきつくなってきたように思う。


「アッシュは、小さいほうが好きなのかな……」


　パッフェルとともに旅に出たアッシュ。


　魔ガ法ル学テ園ンではパッフェルに無理やり迫せまり、騒さわぎを起こしたらしい。


　宿場町ではパッフェルと一いつ緒しよの部屋に泊とまったらしい。


　もやもやしたなにかが、ルファの心を覆おおう。


　怒いかりと悲しみが合わさったようなそれを、ルファは持て余した。


「──っ!?　そ、そうよ。別にアッシュが誰となにをしようが私には関係ないじゃない！　それにパッフェルが妹になるって考えると、そんな悪い気も……」


　言葉を続けようとして、ルファは喉のどから声が出ないことに気がついた。


　物理的に出ないのではない。


　まるで言葉がすべて事実になってしまうような錯さつ覚かくを覚えていた。


　ぐっと言葉を飲み込こみ、ぶんぶんとルファは頭を振ふった。


「私はお姉ちゃんとはいえ、血は繫つながっていないんだし、アッシュとは他人みたいなものよ！」


　力強く言い切り、ルファは気がついた。


「アッシュと私は、他人……」


　自分で口にしておきながら、ルファはとてもいたたまれない気持ちになった。


　世界でひとりだけになってしまったような。


　みんなが自分を忘れてしまったかのような。


　ただ、そんな空くう虚きよさを感じていた。


『ルファは俺が守る』


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉でアッシュが言ってくれた言葉を、ルファは心の中で繰くり返かえした。


「……バカ」


　そう呟いたとき、ルファはハッとなる。


　予定の時間を少し過ぎていた。


「あっ!?　は、早く準備しないと！」


　ルファはいそいそと制服に着き替がえ、部屋を出た。


　そして、宿屋の一階に下りていくと、そこにはすでにライルがいた。


　ライルはいつも通り、真っ白な全身で樫かしの杖つえを持っていた。


　食堂のテーブルに座り、優ゆう雅がにカップを傾かたむけている姿などまるで絵画のようだ。


「ごめんなさい！」


　ルファは慌あわててライルに向かって頭を下げた。


　ライルは気にする風でもなく手を振る。


「気にしないでほしい。わたしが特別早く目覚めただけなのだから。そんなことより、話がある」


　ライルはバーカウンターの向こう側にいる店主に声をかけた。


「食事をしながら話そう。同じ物でもいいかね？」


　一度ルファに断りをいれ、焼いたパンとサラダをふたり分注文する。


　こういうところは、相手が大人であると認識させられる。


　ほどなくして、出来立ての朝食がテーブルの上に並ぶ。


「あの、それで話って？」


「あぁ。どうやら、我々の探している銀ぎん刃じんの剣けん士しは、すでにここを出て、西に向かったようだ」


　サラダにフォークを突つき立て、口に運びながらライルは言う。


　ルファは驚おどろきながらも、冷静に判断する。


「その情報はどこで手に入れたの？」


「情報提供者が今朝現れた。ルデパールからバランへ向かう行商人の客が、どうやらそれらしい人物を見かけたらしい。それを昨日尋ねた宿屋の主人がわざわざ知らせに来てくれたのだよ」


　うーん、とルファは人差し指を自分の頰に当てた。


「銀刃の剣士はどこで見かけたの？」


「ここに来るまでの野営地らしい。そこで行商人は銀刃の剣士らしき人物とともに野宿をしたそうだ」


　街かい道どう沿いには宿場町のような宿しゆく泊はく施し設せつの他に、野営地がある。


　ここに来るまで、ルファたちも何度か訪おとずれた。


　数が多いということは、それだけで強さにつながる。


　魔ま物ものにしても人間にしても変わらない。


　そのため、冒ぼう険けん者しやや行商人といった旅人同士が一ヶ所に集まり野宿する場所として設けられているのだ。


　無論、野営地は町の宿屋とは違ちがい、責任者や警備兵がいるわけもない。


　そのため、眠った旅人の荷物を狙ねらうような人物もいる。


　とはいえ、数は山さん賊ぞくや盗とう賊ぞくと比べても、圧あつ倒とう的に少ない。


　野営地は魔物から身を守るための場所であり、結局みんな自分の命が大事なのである。盗ぬすみをして、噂うわさが広がり、野営地を利用できなくなれば、死につながる。


　ルファは一見頭痛を我が慢まんするように、こめかみに手を当てた。


「その情報提供者が銀刃の剣士とグルで、私たちを騙だまそうとしている可能性は？」


「考えすぎではないかね？」


「……そうね。非効率的すぎるもの」


　ルファは溜ため息いきをついた。


　そもそもこの広い世界で、剣を頼たよりにひとりの男を捜さがすという、雲を摑むような話なのだ。疑い始めたらきりがない。


「ごめんなさい」


　問いつめる形になり、ルファは素す直なおに謝罪した。


「いや、むしろ助かる。わたしでは気づかないこともあるだろう。ルファさんがそれに気づいてくれるなら、こんなに頼たのもしい相棒パートナーはいない」


「くす、ありがとう」


　ルファは思わず笑え顔がおになった。


　アッシュ相手ではこうはいかないのだろうと、今までの経験から思う。


　意見の出し合いではなく、お互たがいに意地を張り合い、言い合いになり、喧けん嘩かになってしまう。


「それで、そのお客さんは銀刃の剣士の行く先について、なにか知っていたの？」


「一緒になった野営地で少し会話をしたそうだ」


　ライルは言葉を切り、苦い顔になった。


「どうしたの……？」


「いや。銀刃の剣士は、西の海へ向かっているらしい。目指してるのは、幽ゆう霊れい船せんだ」


「幽霊船？　なんでまたそんなところに……」


　ルファは銀刃の剣士の真意を読みとろうとした。だが、顔も知らない相手だ。わかるわけもない。


　ルファは両手を広げ、お手上げを示す。


「はぁ。銀刃の剣士が本当に幽霊船に向かっていたとしても、私たちだけじゃどうしようもないわね。徒歩なら港町のルデパールまで一ヶ月ぐらいかかっちゃうわ。さすがに、そんな準備はしていないもの」


　一度学園に帰ろうとルファが提案しようとしたとき、ライルは顔をしかめた。


「彼に頼るのはしゃくではあるが、仕方ない」


　本当に仕方なさそうに、ライルが肩かたを落として口を開く。


「西へ向かったというアッシュ君たちだが、彼らの目指しているのも幽霊船だ」


「──っ!?」


　瞬しゆん間かん、ルファの中で何かがはじけた。


　なぜライルがアッシュたちの目的の場所を知っているのか。


　そして、それをなぜ今まで話さなかったのか。


　全部、どうでもよかった。


「ライルさん、今すぐアッシュたちを追いかけるわよ！」


　やる気をみなぎらせ、ルファが立ち上がる。


　その目は、遥はるか西部を睨にらみつけているようだった。


　さっそくふたりは買い物に出かける。


　食糧や着替え、生活用品を買い求める。


　途と中ちゆう、ランタンの油を買いに行った道具屋で、ライルは手のひらほどの小壺つぼを手に取っていた。


　ライルはその小壺を大事そうに抱かかえ、会計をする。


「金貨十枚になります」


　店員が口にした小壺の値段に、ルファは驚いた。


　三ヶ月は遊んで暮らせる値段の、アッシュからもらった大翼よく竜りゆうの抱だきぐるみ。


　ちょうどそれの二倍の金額だった。


　ライルは当然のことと言わんばかりの勢いで、金貨十枚を店員に渡わたした。


　つまり、六ヶ月は遊んで暮らせるだけの価値が、その小壺にはあるということ。


「それはなに？」


　疑問に思い、ルファは問う。


「滅ほろびをもたらす魔ま法ほうの粉だ」


　ライルは少しだけニヤリと笑い、言った。





　バランを出て約一ヶ月。


「おふたりさん。ルデパールだよ」


　声をかけられ、アッシュたちは大きく伸のびをした。


　アッシュとパッフェルは、馬車に揺ゆられ、港町として名高いルデパールへとやってきた。


　バランから途と中ちゆう宿場町に寄り、ルデパールへ向かう途中の野営地でたまたま目的地の同じ行商人と一いつ緒しよになった。


　行商人はアッシュたちの制服を一目見て「ルデパールまで乗っていきませんか」と持ちかけた。


　アッシュたちは好意に甘え、ルデパールに運ぶ商品と一緒に、馬車の荷台に乗ったのだ。


「お世話になりました」「ありがとうございましたー！」


　ふたり同時にお礼を言い、アッシュたちは行商人と別れる。


　ルデパールに到とう着ちやくした瞬間、潮の匂においがアッシュたちを包む。


　少しべたつく海からの風が、アッシュたちの肌はだを撫なでていった。火ほ照てった身体からだには心地ここちよかった。


　バランを出た頃ころはまだすごしやすかった気候も、今は昔の話。


「あぢぃ」


　アッシュは制服の胸むな元もとを軽く開く。


　一年でもっとも火の元素が強くなり、最高に蒸むし暑い時季が到とう来らいしていた。


「もー、アッシュさん。だらしないですよー」


　横に並ぶパッフェルは、汗あせを滴したたらせながらも元気いっぱいだった。


「なんでお前はそんなに元気なんだよ……」


「だって、夏ですよ！　なんかこう、ガーッといっぱい汗をかきたくなるじゃないですか!?」


「チッ。砂さ漠ばくでやってくれ」


　見ているだけでも暑苦しいと、アッシュは舌打ちをした。


　暗器を仕込んだ身体は、アッシュの見た目よりもずっと重く、熱がこもる。


　特に両りよう肩かたと足首に仕込んだ投擲用短剣スローイング・ダガー。


　直射日光を浴びているわけではないが、金属は熱を蓄ちく積せきしてしまう。


「砂漠と夏は違いますよ！　それに、この間の火か炎えんの森とも違います！　夏は、夏だからいいんです！」


　ようは、感覚の問題なのだろう。


「んなことより、さっさと船を捜そう。幽霊船に向かおうにも、海に出れないんじゃ話にならない」


「はい！」


　パッフェルは元気よく返事をしながら、「おっしゃー！」と天に向かって拳こぶしを突きつける。


「さぁ、行きましょう！」


「って、おい！　くっつくな！」


「いやですー！」


　当とう惑わくするアッシュの腕うでをパッフェルが引っ張る。


　なんというか、パッフェルはずっとこんな調子だった。


　必要以上にアッシュにくっつき、四六時中連れまわす。


　まるで首輪を付けられた散歩中の犬だ。


　アッシュは力の強い犬に引っ張られる飼い主のようになりながら、港に到とう着ちやくする。


　一面に広がる青に、アッシュは目を奪うばわれた。


「すげぇ……」


「ほぇ？　アッシュさんは海を見るのがはじめてなんですか？」


「あぁ」


　もともと田舎いなかで育ったアッシュは、海を見たことがなかった。


　噂では聞いていたが、でっかい水みず溜たまりのようだとアッシュは思った。


　海には大小さまざまな船が浮うかんでいた。


　大きなものなら、百人ほどの人が乗船できそうなもの。


　小さいものなら、五人も乗ればいっぱいになりそうなものもある。


　港には、人がごった返していた。


「って、なんだこの人数!?」


　ぱっと見み渡わたしただけでも、吐はき気を覚えるほどの人数が、港に集まっていた。


　老ろう若にやく男なん女によ入り乱れ、ワイワイと騒さわがしい。


　ルデパールの全住民がここに集まっているのではないか。


　そう錯さつ覚かくしてしまうほどだった。


「あー、この時間は市場が開かれているんですよ。漁師さんたちはみんなが寝ねているうちに漁に出て、このぐらいの時間に帰ってくるんです」


　つまり、獲とれたての魚を買い求める人たちだ。


　アッシュは頭を搔かく。


　漁師たちは自らの獲ってきた魚を売りさばくのに、精を出していた。


　船を出してくれと交こう渉しようするのは難しいだろう。


「冒ぼう険けん者しやさん用に、旅船を貸してくれるお店はありますけど……船頭さんまでお願いすると、お金がだいぶかかっちゃいますね」


「そうか……」


　いい加減懐ふところも心もとなくなってきたところだ。


　帰りのことも考えると、あまり出費ができない。


　どうしたものかとふたりで悩なやんでいると、市場で買い物をしていた主婦のひとりがパッフェルの顔を見て驚おどろいた声をあげた。


「パッフェルちゃんじゃない!?」


「ほぇ？　あっ、ケティおばさん!?」


　どうやら知り合いらしい、とパッフェルの様子からアッシュは悟さとった。


　だが、次の瞬間、度ど肝ぎもを抜ぬかれる。


　パッフェルの名を聞いて、市場にごった返していたあらゆる人たちが、一いつ斉せいにこちらを振ふり返ったのだ。


　先ほどまで魚の値段を言い合っていた声がすべて、パッフェルという名前に変わる。


　まるで水面に広がる波は紋もんのように、瞬またたく間に市場全体に広がった。


　そして、市場そのものが動いたと錯覚してしまうほど、人々は一斉に走り出した。


　魚を売っていた漁師は品物をそのままにして。


　買い物をしていた主婦は、買い物籠かごを投げ捨てた。


　あっという間に、アッシュたちは人垣に囲まれた。


「はっ、ははははは……」


　意味がわからず、アッシュは乾かわいた笑い声を上げた。


　笑うしかなかった。


「みなさん、お久しぶりです!!」


　パッフェルはみんなに声が届くよう、腹から声を出した。


「パッフェルちゃん、いつ帰ってきたのよ？」


「それ、魔ガ法ル学テ園ンの制服？　いやぁー、やっぱりパッフェル嬢じようちゃんは何を着ても似合うねー」


「パッフェルお姉ちゃん、遊んでー」


「そっちの隣となりのは、パッフェルちゃんのいい人かい？」


　男女、老人若人わこうど子供が入り乱れ、そんな言葉をパッフェルに向かって矢や継つぎ早ばやに放つ。


　パッフェルは心の底からうれしいのか、ひとりひとりに言葉を返しながらキラキラと輝かがやく笑顔を向けていた。


　そういえば、とアッシュは思い出す。


　嘆なげきの石を取りに海に出た〝拳けん風ぷうの旅団〟に置き去りにされている間、パッフェルはルデパールここに住んでいたらしい。


　パッフェルの底そこ抜ぬけに明るい性格なら、住民全員に好かれても納なつ得とくできる。


　そう思っているアッシュの肩が、ぽんとやけにゴッツイ手に叩たたかれる。


　振り返ってみると、筋骨隆りゆう々りゆうの男たちが数十人いた。


　どの人物も、漁の間に日焼けし、漁で鍛きたえた身体を惜おしげもなく太陽にさらしている。


　アッシュの肩を叩いた、頭にタオルを巻いた一ひと際きわ身体の大きな男がいい笑顔で言う。


「よぉ、兄ちゃん。兄ちゃんは、お嬢とどんな関係なんで？」


　お嬢とはパッフェルのことだと、なんとなくアッシュは察した。


「か、関係って……た、ただのクラスメートだけど」


　瞬間、男の笑顔が一変する。


「あぁん!!　ただのクラスメートが、なんでお嬢と一いつ緒しよにここに来るんじゃ!?」


　暴力的な巻き舌で怒ど鳴なられ、アッシュは身を後ろにそらした。


「たいそうな剣けん担かついでいる兄ちゃんも魔ガ法ル学テ園ンの生徒のようじゃけんども……まさか、バランからここまでふたりっきりで来たって言いわせんよな？」


　やばいと、アッシュは本能で理解した。


（回答によっては……俺おれは、ここで死ぬ!!）


　そうアッシュに思わせるほどの迫はく力りよくが、目の前の男、そしてその後ろに控ひかえる男たちから伝わってきた。


　慎しん重ちように言葉を選ぼうとしたとき、アッシュの背後から声が上がる。


「ほぇ？　アッシュさんとはふたりだけできましたよ？」


「パッフェェェェェェル!!」


　知り合いにあいさつしているうちに、男たちに囲まれたアッシュを見つけたのだろう。アッシュのすぐ後ろにパッフェルがいた。


「ほぇ？」


　アッシュは絶ぜつ叫きようし、目を白黒させているパッフェルを呪のろった。


「……兄ちゃん。ちょっと、ツラァ貸してもらえるか」


　怒いかりではなく、悲しみを滲にじませた男たちの目。


　それはまさに、大事な愛まな娘むすめをどこぞの馬の骨に盗とられてしまった父親の目だった。


　アッシュが死を確信したそのとき。


「やめな!!」


　凜りんとした女の声が響ひびき渡わたった。


　ざわっと、市場全体がざわつき、人ひと垣がきが割れる。


　出来立ての道の先に、ひとりの女が杖つえをついて立っていた。


　燃えるような赤い髪かみを短く切り、東の一部地域の民族衣装を肩かたに引ひっ掛かけている。食オ人ー鬼ガがよく着用している着物というものだ。


　女は、吊つり上がった両目でアッシュの肩を摑つかむ男を睨にらんだ。


「堅かた気ぎに手ぇ出すんじゃないよ」


　まるで叱しかられる子供のように、男はビクっと身をすくませた。


「で、でも姐あねさん！」


「じゃかぁしいわ!?」


　たった一言で男の動きを止める。


　女はゆっくりと杖をつきながら右足を引きずるようにして人垣の道を歩き、アッシュの前に立った。


「すまないね。ウチのもんが迷めい惑わくをかけちまった。おら、テメーらも詫わびいれな」


　一いつ喝かつされ、男たちが全員頭を下げた。


「す、すいやせんした!!」


　女はアッシュに向かって同じように頭を下げる。


「本当にすまないね。これで手打ちにしておくれ」


「あ、あぁ。気にしないでくれ」


　こくこくとアッシュは何度もうなずいた。


　ふと、アッシュは気づいた。女の右手の二の腕に漁業組合会長という腕わん章しようがあった。どうやら、この漁師たちの上司に当たるらしい。




[image: ]


「あんた、いい男だね」


　顔を上げ、笑った女の顔をアッシュはどこかで見たような気がした。


「あ、あぁぁぁぁぁ!!」


　ふと、アッシュは驚きよう愕がくに目を見開くパッフェルを見た。


　女は笑顔を消し去り、やおらパッフェルに近づいた。


　そして。


「おう、バカ娘むすめ。なにしに帰ってきやがった！」


　ドゲシと無造作にパッフェルの腹部を左足で蹴けり抜いた。


　右手に持つ杖に重心を預け、ケンカ中のチンピラが放つ力任せの蹴り。


　よほどの威い力りよくだったのか。


「あうぅぅ、お母さん痛いですよー」


　パッフェルは地面を後ろ向きに転がって目を回した。


「こっちのうちのもんも迷惑をかけちまっているようだね」


「は？」


　呆あつ気けにとられるアッシュ。


　女は転がっているパッフェルを左手で指差した。


「あたいはパステル。一応、このバカの母親なんよ。以後、お見知りおきを」


　バランでのパッフェルの言葉が思い出される。


『お母さんは豪ごう毅きな人なんです』


　アッシュは納得するしかなかった。





　アッシュたちはパステルの家に案内された。


　海を一望できる岬みさきに建てられた、こぢんまりとした一いつ軒けん家やだ。


　リビングに置かれたテーブルには、所狭しと魚中心の料理が並べられている。


　アッシュはパステルの対面に座り、パッフェルは下座に座っている。


「でだ、うちの娘とはどこまでいったんだい？」


「何の話だ！」


　ガンと、アッシュは木製の机を叩いた。


　衝しよう撃げきで机の上に並べられた料理が揺ゆれる。


　この料理はパステルが作ったものだ。


　すっかり慣れているのか、杖をつきながら、器用に調理をしていた。


「かっはっは、若いもんは元気があっていいねぇ」


　真昼間だというのに、パステルは酒を飲みつつ豪ごう快かいに笑う。大口を開けて笑い声を上げる姿は、母親というより父親のそれ。


「〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉には行きましたよ？」


「……そういう話じゃないよ。そんなありきたりなことしか言えないから、バカって言われるんだよ」


「むー！　バカって言うのはお母さんだけです！」


　不ふ機き嫌げんになったのか、目を覚ましたばかりのパッフェルはガツガツとパステルの用意した料理を食べた。


　さすが親子というべきか。


　当然のように主食は米だった。


　いつぞやの握にぎり飯とは違ちがう、炊たき立ての米の香かおりにアッシュは食しよく欲よくを搔かき立てられた。


　パステルは元々東部の出身らしく、服装だけではなく食事にもその影えい響きようが強く出ていた。


　箸はしという東部の文化に初めて触ふれ、戸と惑まどうアッシュ。


　それでも必死に慣れようとしたのは、パステルの作った魚中心の料理が、非常に美味だったからだ。ナイフとフォークでは焼いた魚の身をほぐすのが、とても難しいのだ。


　パステルはアッシュに杯さかずきを差し出す。


「アッシュ君、だったね。あんたはいける口かい？」


　つまり、酒は飲めるかという意味。


「いや、飲んだことがないのでわからないんだが……」


「じゃあ何事も経験だよ若人わこうど」


「あ、お母さん、あたしも飲みたいです！　それって、お米から作られたお酒ですよね!?」


　無類の米好きは、どうやら酒にも反はん応のうするらしい。


　パステルはとっくりを左右に揺らした。


「あんたはすぐ酔よって暴れるからダメ。ほれほれ、男ならぐいーと一杯ぱい飲んでみな」


　杯を受け取り、アッシュはどうしたものかと思った。


　確かに、好こう奇き心しんはある。


　だが、一度パッフェルに食べ物で騙だまされたことがあった。


（とはいえ、料理に手をつけた以上、おんなじことか）


　アッシュはそう結論付け、杯をぐいっと呷あおって喉のどを鳴らした。


　焼けるような感覚が舌を刺し激げきし、喉を通過したあと、臓ぞう腑ふに落ちる。


　ほぅとアッシュは溜ため息いきにも似た息を出した。


　存外、悪くない。


「おぉー！　いい飲みっぷりだねぇ！」


　からからと心の底から楽しそうに笑うパステル。


　そうかとアッシュは思う。


　この人の笑え顔がおは、親子というだけあってパッフェルとよく似ていた。


「いやぁ、本当にすまないね。うちのバカ娘を相手してくれていたんだ。道中……むしろ魔ガ法ル学テ園ンの中でも苦労をかけちまっているんじゃないかい？」


　二杯はい目めをアッシュの杯に注ぎながら聞いてくる。


　アッシュはそれを受けながら、左右に首を振ふった。


「いや、俺のほうがずいぶん助けられている」


「へぇ？」


「パッフェルの笑顔に救われたことがある。他のやつらだってきっとそうだと思う」


　ぐいっと二杯目を嚥えん下かし、アッシュはまたも息を吐はく。


　酒のせいか、いつもより饒じよう舌ぜつになっている気がしたが、本心なのだから仕方ない。


　アッシュは注がれるまま三杯ばい目めもあっさり口に運ぶ。


「あんた本当にいい男だね。パッフェル、アッシュ君を逃にがすんじゃないよ？　あたいはこんな息子むすこがほしかったんだよ」


「ぶっ！」「ほぇ？」


　アッシュは飲みかけていた酒を噴ふき出し、当人のパッフェルは意味がわからず首を傾かしげていた。


「ごほごほごほ！　お、おいパステルさん」


　むせ返るアッシュはパステルを睨んだ。


　その視線をどこ吹ふく風と受け流し、パステルは微笑ほほえむ。


「やだよ。あたいのことはお母さんとかママとか、そんな感じで呼んでおくれ」


「パステルさんッ!!」


　アッシュは大声を出しながら思った。


　ルファは違うにしても、レムといいパステルといい、自分は年の離はなれた女にからかわれる運命なのだろうかと。


　ひとしきり笑った後、パステルはテーブルに肘ひじをつき、その上に自分の顎あごを乗せた。


「で、ふたりは何をしにルデパールここまできたんだい？　学生同士の小旅行にしちゃ、ずいぶん思い切ったじゃないか？」


　値ね踏ぶみするようなパステルの目。


「あたしたちは幽ゆう霊れい船せんに向かうつもりです！」


　それをパッフェルはまっすぐ見返して。


「やっぱりね……バカ娘、そこに直れ！」


　そのまままっすぐ杖で顔面を突かれた。


「あぶねぇ！」


　アッシュは反射神経すべてを使って、椅い子すからひっくり返りそうになるパッフェルを抱だきとめた。


　パッフェルの手からこぼれそうになった茶ちや碗わんも、しっかり受け止める。


「まったく！　あんたはまだそんなことを言ってんのかい!?」


　怒ど声せいが、まるで家全体を揺らしているような錯さつ覚かく。


「お、おい！」


「アッシュ君は黙だまっておくれ！　これは、あたいたちの問題だ！」


　口を挟はさもうとしたアッシュを一いつ喝かつし、パステルは杖をついて立ち上がった。


　そして、パッフェルの顔を覗のぞき込こむ。


「何度も言ったろ？　あんたごときが行ったってなんにもなるもんかい!?」


「でも、お父さんたちの魂たましいを解放してあげないと！」


「んなこたぁ誰だれも望んでいないんだよ！　それともなにかい？　あんたの目の前にフェイルのヤローが現れて、そう頼たのんだのかい!?　それなら、あたいがフェイルをぶん殴なぐってやるよ!!」


　フェイルというのが、パッフェルの実父の名前なのだろう。


　腕うでの中にいるパッフェルの身体からだが震ふるえた。


　アッシュは一いつ瞬しゆん泣いているのかと思った。


　だが違う。


　パッフェルはキッとパステルを見上げた。


「なんでわかってくれないんですか!?」


「わかってないのはあんたのほうだよ!?」


　今にも殴りかからんばかりの勢いで、ふたりは睨にらみ合った。


「ふん！」


　パッフェルはそっぽを向いて、家の出口に走り出す。


「お、おいパッフェル」


　アッシュが呼び止める声も、どうやら届かなかったようだ。


　パッフェルはひとりで出て行った。


　重い沈ちん黙もくが、家の中を満たす。


　外から聞こえてくる波の音が、やけに大きい。


「ったく、あのバカ娘むすめは……」


　パステルは杖つえをついたまま、器用に椅子を元に戻もどした。


　そして、すっかり冷めてしまった机の上の料理を片付け始めた。


「すまないねぇ。お客さんの前で、とんだ無礼を働いちまった。許しておくれ」


「それは気にしていない。でも、なんでそんなに反対するんだ？」


　机の上の片づけを手伝いながら、アッシュは問う。


「なんだい？　アッシュ君もあの子の味方なのかい？」


「まぁ一応。そのために、俺はこの街にきた」


「かっ！　あの子は本当にいい友達を見つけたようだね。安心したよ」


　手て馴なれているためだろう。パステルはアッシュよりも手早く机を片づけていく。


「実を言うとね。あたいはアッシュ君のこと、ずっと前から知っていたよ」


「ん？」


「パッフェルがね、手紙を送ってくれるんだよ。意外とマメな子でね。一週間に一回は届くんだよ。こっちの返事なんてお構いなしさ」


　手紙を送る手段はいくつかある。


　主なものは伝でん書しよ鳩ばとと猫ねこの魔ま物ものケットシーに頼むことだ。


　バランからルデパールまで、人間の足なら約一ヶ月。


　伝書鳩であれば半分の二週間ほどで、ケットシーなら三週間程度かかる。


　どちらにせよ、パステルからの返事を待っていてはとてもじゃないが、間に合わない。


「手紙、というよりは日記みたいなものさ。今日なにをしたとか、なにを食べたかとかそんな他愛たわいもないことが、あの子らしい汚きたない字で書かれているんだよ」


　パステルは杖をつき、右足を引きずりながら、部屋の端はしに置かれた棚たなに近づいていく。


　棚の引き出しの一番上に、件くだんの手紙があった。


　パッフェルが魔ガ法ル学テ園ンに入園したのが、半年とちょっと前。


　一週間刻きざみの手紙が全部、大事そうに保管されている。


　それでもなお、手紙がボロボロなのはきっと何度も読み返したためだろう。


　パステルは手紙を一つ手に取り、封ふう筒とうを開いて便びん箋せんを眺ながめる。


「アッシュ君やルファって子、あとライルって子の名前がよく出てくるね。先生ならレムって人と、ジェイナスって人。それと最近はベルモンドって子の話もちょくちょく出てきたかな」


　手紙を読むパステルは、温かい目をしていた。口元には柔やわらかい笑み。


「この手紙から、あの子が魔ガ法ル学テ園ンで楽しく暮らしているのがよくわかるんだよ。なら、それでいいじゃないか」


　意味がよくわからず、アッシュは眉み間けんにシワを刻む。


「あの子には、幽霊船のことなんか忘れてもらって、学園で楽しく生きていてほしいんだよ……きっと、あたいの旦那だんなもそれを望んでいると思うんだ」


　これが、母親なんだろうとアッシュは思った。


　強いくせに儚はかない。


　子供のためなら天使にも悪あく魔まにもなれる。


　アッシュは、少しパッフェルが羨うらやましかった。


「あたいの足のことは、パッフェルから聞いたかい？」


　アッシュは首を横に振る。


　パステルは自らの右足を杖で叩たたいた。コンと木を叩く音がした。


　おそらく、義足なのだろう。


「仕事でへまやって、このザマさ。だから、パッフェルと一いつ緒しよに旦那が出かけていった日、ここに残るよう言われたんだよ。そのとき、旦那が言ったんだ。パッフェルを守れって。だからあたいはなにをしてでもあの子を守るって決めたんだ」


　手紙の表面を愛いとしそうに撫なで、パステルは言う。


「すまないが、あの子を追いかけてくれるかい？　きっと、アッシュ君を待っていると思うんだよ」


　アッシュは力強くうなずいてから、家を後にした。


　ひとりになって、パステルはニヤニヤと口元をゆがめた。


　手紙を見下ろし、中を読む。


　そこには、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉でアッシュと一緒に戦ったこと。即そく席せきのコンビ技わざが炸さく裂れつしたこと。一緒に訓練をしたことが汚い字で書かれている。


　手紙の最後はこう締しめくくられていた。


『アッシュさんはぶっきらぼうだけど、とっても優やさしい人です！　大切な仲間です！』


　日付は今から三ヶ月近く前。〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉から帰って数日後だった。


「いいねぇ。あたいの若いころを思い出すねぇ」


　きっとパッフェル自身は気づいていないのだろうが、この日を境に手紙はアッシュのことでいっぱいになっていた。


　そっと、パステルは視線を窓の外にやる。


　旦那が帰ってくるのをいち早く見つけるため、わざわざ造った家だ。


　どこまでも続く、青い海が窓の外に広がっていた。


「戦う女にとって、背中を預けられる男ってのは何よりも大切なものだよ」


　ここにいないパッフェルに向かって言う。


　パステルの手は、自然と胸につけたペンダントを触さわっていた。


　そのペンダントには紙が入れられるようになっており、若い旦那と幼いパッフェルが笑っている絵があった。





　パステルの家を飛び出し、アッシュはパッフェルを捜すため港に向かった。


　パッフェルは意外と早く見つかった。


「なんでですかー!?」


　港でそう絶ぜつ叫きようしていたからだ。


　パッフェルはどうやら漁師と話しているらしい。


　アッシュはほっと一息をつき、パッフェルへと近づいた。


「おい、どうした？」


「あっ、アッシュさん」


「あっ、さっきの兄ちゃん」


　声をかけたことで、パッフェルと漁師風の男が同時にアッシュを見る。


　漁師風の男は、頭にタオルを巻いており、先ほど市場で肩かたを摑つかんできた人物のようだ。


　まためんどくさい事態になるかとアッシュは思ったが、男はそのつもりがないようだ。


　口調をがらりと変え、アッシュに頭を下げた。


「さっきは失礼しやした。あっしは、ビートと言いやす。よろしゅうおねげぇしやす！」


「あ、あぁ。アッシュだ。こちらこそよろしく」


　男の豹ひよう変へんにアッシュは目を白黒させた。


　するとビートは右手で拳こぶしを握にぎり、滝たきのような涙なみだを流して左手をアッシュの肩においた。


「あっしは、感動しやした！　お嬢じようを助けるために、兄ちゃんはここにいらしたんでしょう！　その心意気こそ、真の男!!　あっしはその兄ちゃんの心意気を買いたい！」


　くわっとビートの両目がアッシュの間近で見開かれる。


「しかしながら、姐あねさんから言われておりやして。お嬢を幽霊船に連れて行ってはいかんのです。あっしらは姐さんを裏切ることはできやせん」


　アッシュはビートの飛ばす唾つばを顔面に受けて、うんざりした。


「なんでなんですか！　あたしは、魔ガ法ル学テ園ンで前よりずっとずっと強くなりました！」


　パッフェルは今までに何度か幽霊船に向かうため、漁師に船を出してほしいと頼んだことがあるのだろうとアッシュは推測した。


　そのため、パステルは事前に漁師たちに釘くぎを刺さしておいたようだ。


「船に乗せてください！」


「無理を言ってもビートさんが困るだろ」


　アッシュは興奮するパッフェルをなだめ、ビートに向き直る。


「幽ゆう霊れい船せんに向かう船はないのか？」


「そういった命知らずは、最近とんと見かけやせんが……っと」


　そこでビートはポンと手を叩き、思い出したように告げる。


「そういえば、最近冒ぼう険けん者しやの一団が旅船を一隻せき借りて、幽霊船に向かったって話があったと思いやす」


「その冒険者さんたちはどこにいるんですか!?」


「もう出航して一週間近くは経ちやすから、海のどこかでございやす」


「あっ……そうですよね」


　パッフェルの声が沈しずんだ。


　どうしたものかと、アッシュは考える。


　パステルは徹てつ底てい的に、パッフェルを幽霊船に向かわせないようにしている。


　漁師だけではなく、へたをすると港全体に呼びかけている可能性すらあった。


（そうなると、手て詰づまりか）


　パステルを説得する以外、道はなさそうだった。


「なんじゃあ、あの鳥」


「ん？」


　ふと、ビートが上空を見上げて言った。


　つられてアッシュも空を見る。


　すると銀色の隼はやぶさが同じところをぐるぐると飛んでいた。


「見たことがない鳥でございやすねぇ」


　ビートとは逆に、アッシュはどこかでその隼を見た気がした。


「あれって……もしかしてアイビー？」


　アッシュがそう呟つぶやいたとき。


「やっと見つけたわ!!」


　聞きなれた少女の声が、聞こえてきた。


「ルファ!?」


　アッシュは驚おどろき、緑の制服を着る義あ姉ねを見た。


「あれ？　ライル先せん輩ぱいも？」


　腰こしに手を当て、アッシュを睨にらむルファの後ろに、全身真っ白の青年がいた。


　わけもわからず目を白黒させるアッシュとパッフェルに、ルファは肩を怒いからせてずんずん近づいてくる。


「ふたりとも、なにやっているの!?」


　大声でルファに怒ど鳴なられ、アッシュとパッフェルはふたりして身をすくませた。


「ルファさん、落ち着いて」


　今にも暴れだしそうなルファを、ライルがやんわりと制す。


「言いたいことはわかる。だがとにかく、今はこちらの事情をパッフェルたちに、話すほうが大切だ」


　ライルはアッシュたちに向き直る。


「どこか落ち着ける場所はないかね？　できれば、あまり人に聞かれたくない話なのでね」


　アッシュとパッフェルは顔を見合わせた。


　条件に合いそうなのは、パステルの家だけだった。





「なんだい、もう帰ってきたのかい……って、増えとる!?」


　四人はパステルのそんな言葉に迎むかえられ、家の中に入った。


　簡単にルファとライルはパステルへの自己紹しよう介かいをすませた。


　パステルはルファたちを心から歓かん迎げいした。


　ルファたちは一旦パステルに席を外してもらい、アッシュとパッフェルに事情を説明する。


　聞かされた話は、驚くべきことだった。


「ジェイナス先生が!?」


「刺されたんですか!?」


　ライルが大おお仰ぎようにうなずいた。


「我々は学園から依い頼らいされて、その犯人を追っている。銀ぎん刃じんの剣けん士しと呼んでいるが、詳しよう細さいは不明だ」


「で、その銀刃の剣士が幽霊船に向かった、って情報を手に入れたのよ。目的はわからないけどね」


「おそらく、キミたちが港で聞いた冒険者の一団。その中に銀刃の剣士がいるのだろう……しかし、仲間がいたのだね」


　ライルの説明をルファが補足する。


　説明の間も、ルファは厳しい目をずっとアッシュに向けていた。


「チッ。ふざけやがって！」


　アッシュは怒いかりから、何の意味もないとわかっていつつも、暴れ出したい衝しよう動どうに駆かられる。


　歯がゆさに唇くちびるを嚙かむ。


「あたしが、あのときちゃんと男を……その銀刃の剣士を倒たおせていたら」


　ふと、パッフェルが表情を暗くした。


　パッフェルは一度銀刃の剣士と戦っている。もし、その場で銀刃の剣士を捕とらえることができていたら、ジェイナスの発見はもっと早かっただろう。


「あたしのせいです……」


「違ちがうだろ！　悪いのは、全部その剣士だ！」


　アッシュは思わず大声を出した。


　ルファも、このときばかりは厳しい顔をやめ、アッシュに賛同する。


「そうよ。相手は相当の手練てだれよ。パッフェルじゃなくても、きっと同じ結果になっていたわ」


「アッシュさん、ルファ先輩」


　パッフェルは「ありがとうございます」とふたりに頭を下げた。


　さて、とライルが話を戻もどす。


「申し訳ないのだが、ふたりに協力を仰あおぎたい。銀刃の剣士を押おさえるのに、烙らく印いん魔導師は必ず必要になる」


「あぁ！」


「もちろんです！」


　アッシュもパッフェルも同時にうなずいた。


　息のあったふたりの動作に、ルファはまたも厳しい目つきを取り戻す。


「そしてパッフェル。キミには船の調達を手伝ってもらいたい。わたしもルファ君も、ルデパールは初めてなのでね。勝手がわからないのだよ」


「船の調達、ですか」


　パッフェルの声が沈んだ。


　アッシュにはパッフェルの気持ちがわかった。


　それはまさに、いま自身が直面している問題だ。


　アッシュは部屋の奥おくの扉とびらを見る。


　そこは私室らしく、パステルにはそこに引っ込んでもらっている。


　ガチャリと私室の扉が開いた。


　どう見ても、話を聞いていたタイミングで。


「すまないねぇ。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんよ」


　こつこつ杖つえで床をつき、パステルが姿を見せる。


「だけど、娘むすめが世話になっているせんせーを刺した奴やつがいるってんで、いてもたってもいられなくてねぇ」


　声が大きすぎたと、アッシュは後こう悔かいした。


　パステルはパッフェルの手紙でジェイナスの名前を知っていた。それを聞かされていたはずなのに、思わず大声を出してしまった。


「船の調達ならあたいができるよ。だてに漁業組合の会長はしてないさね」


「本当ですか？」


　ライルがパステルの腕わん章しようを見た。


「あぁ。それに、娘の先輩方たっての願いだ。むざむざ手ぶらで帰しちまったら、おふたりの顔に泥どろを塗ぬっちまう。それはあたいの女が廃すたるさね」


「お母さん！」


　パッフェルは感動のあまり、両目に涙がにじみそうになった。


「ただし！」


　パステルはパッフェルに指を突つきつける。


「この子は連れていかないでおくれ」


「おかあ、さん？」


　そして、やおら杖を捨てると、その場に正座した。右足の膝ひざから下が義足なため、すこし身体が左に傾かたむいていた。


「この通り。どうか、娘はここにおいていっておくれ！」


　パステルは正座のまま、床に両手をついて頭こうべを垂れる。


　パッフェルは我わが目を疑った。


　弾はじかれたように立ち上がり、パッフェルはパステルへと近づいた。


「な、なにしているんですか!?　ほ、ほら、立ってください！」


　まるで床と一体になったかのように、パステルは不動。


「船は出すが、娘は出さないとおっしゃるわけですか。確かに、お気持ちはよくわかります」


　冷たいライルの目がパステルを見下ろした。


「ですが、こちらとしてはそれは大きな損失です。最悪、我々が再びこの地を踏ふめるかどうか。それが関かかわってくるかもしれません」


　敵は仲間と合流し、戦力を整えているのだとライルは言う。


「あなたは、我々が死んでもいいと……？」


「──っ!?　ライルさん!!」


　そんな言い方はないだろうと、ルファが目をつり上げた。


　だが、正論だ。


　吐はき気がするぐらいに。


　問われたパステルは、頭を下げたまま言う。


「あたいは、自分の命よりメンツが大事さ。元傭よう兵へいのプライドもあるし、なにより、あたいを慕したってくれている部下たちのため。メンツをつぶしちまったら、もうお天てん道とう様には顔向けができなくなる」


　パステルの腕うでにつけられた腕章が、一いつ瞬しゆんはためいた気がアッシュにはした。


「でも、それよりもあたいは、娘が、パッフェルが大事なんだよ！　一生お天道様の下を歩けなくてもいい！　後ろ指を差されたって平気だ！　だけど、この子がいなくなるのは堪たえられない!!」


　強く儚はかない母親の、それが真の想おもい。


「ルファさん、アッシュ君。キミたちはどうだね？　自分たちの命が関わっていることだ。キミたちの意見も聞きたい」


「元々、ライルさんとふたりだけで向かう予定だったのよ。アッシュが来てくれて、船が借りられるだけ御おんの字じゃない」


　わざと突き放したルファの言い方は、パステル、ひいてはパッフェルを想ってのこと。


「アッシュ君はどうだね？」


「……パッフェルと、ふたりで話をさせてくれ」


　アッシュにとってパッフェルの願いで始まった今回の冒ぼう険けん。


　その結末からパッフェルが抜ぬけようとしている。


　アッシュはどうしてもパッフェルと話がしたかった。


「わかった。一時間ほどでいいかね？」


　ライルに問われ、アッシュはうなずく。


「パステルさん、お聞きの通りです。ひとまず、出ましょう」


　ライルはパステルを立ち上がらせ、脇わきに転がった杖を拾うと、外に出ていく。


「アッシュ」


　ふと、ルファがアッシュの制服を引っ張った。


「言いたいことや聞きたいことはたくさんあるわ」


　けど、とルファは言葉を続ける。


「今は、パッフェルに優やさしくしてあげて」


　アッシュの耳元でそうささやく。


　それぐらいわかっていると言いかけて、アッシュは口をつぐんだ。


　どうも、ルファ相手にはまだ甘あまえてしまうところがあるようだ。


　ルファも家から出ていき、アッシュはパッフェルとふたりだけになった。


「アッシュさんも、あたしは残ったほうがいいと思いますか？」


　感情が死んでしまったかのような、呆ほうけた声でパッフェルが言った。


　アッシュは一度深呼吸をして、言葉を選ぶ。


「俺おれの意見なんて関係ない。大切なのは、お前がどうしたいかだ」


「？」


「俺はお前の気持ちがわかる。いや、わかってしまう」


　復ふく讐しゆうを願うアッシュだからこそ、正確にパッフェルの気持ちを読みとってしまう。


「俺は、精せい霊れい王おうを殺すためだけに生きている。剣けんを教えてくれた義と父うさんやルファに心配をかけているのをわかっていながらな」


　ルファたちの気持ちを理解したのは〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉。


　復讐か、家族か。


　二つしかなかった未来の選せん択たく肢しを変えてくれた、あの冒険。


「来るなって言っているんですね……」


　パッフェルがうなだれ、アッシュから視線を外した。


　アッシュは理解していた。


　パッフェルが望む答えは、背中を押してくれる言葉。


　だから言おう。


　いつか自分自身も選びたい、第三の選択肢を。


「バーカ。行って、無事に帰ってきたなら問題ないだろ？　もちろん、パステルさんを説得するのが条件だ」


「それは、なにも変わっていないんじゃないですか？」


「いいや違うね」


　きっぱりとアッシュは言い切った。


「心配をかけることには変わりないけど、その分、幽ゆう霊れい船せんのカタがついたらいっぱい労ねぎらえ」


　復讐を終えたあとの自分を考えながら、アッシュは言う。


「選択肢は行くか残るかじゃない。お前の場合は、父親と母親だ。そんなの、選べるわけが無い。なら、両方取ればいい。説得も、心配をかけることも、労うことも、そして幽霊船を倒たおすことも全部含ふくめて、最後の結果を考えてみろ」


　パッフェルの脳のう裏りに飛来するのは、パステルに怒おこられながらも笑う自分。


「みんなが幸せになる未来だろ？　ほら、変わった」


　ほかの誰だれにも言えない、アッシュだけの言こと霊だま。


「あはっ、あははは……む、むちゃくちゃですよ!!」


　アッシュの暴論にパッフェルが笑った。


「俺たち烙印魔導師はそれぐらいでいいんじゃないか。相手を殴なぐり倒すだけの、野や蛮ばんな魔ま法ほう使つかいだしな」


　開き直ったアッシュの言い分に。


「そうですね！」


　パッフェルは笑え顔がおをとりもどした。


　同時に、パッフェルの心の中に温かい感情が生まれる。


「あ、あのアッシュさん！　ありがとうございます！」


「気にするな。仲間だろ？」


　なぜだかわからないが、今のパッフェルはうれしいはずのアッシュの「仲間」という言葉に不満を覚えた。


　一時間後。


　心配げな表情で帰ってきたルファたちを、パッフェルはアッシュ譲ゆずりの暴論で迎むかえ撃うった。


　もちろん議論は瞬しゆん時じにエスカレートし、パッフェルとパステルの取っ組み合いのケンカにまで発展した。


　だが、パステルは結局最後にこう言った。


「あたいの土下座を返せ！　このバカ娘！」





　翌日。


　アッシュたちは海に来ていた。パッフェルに穴場だと案内されたその入り江えには、人ひと影かげもない。


「……なんで俺たちはここにいるんだ？」


「仕方ないだろう。パステルさんが船を調達するのに三日かかるのだから」


　アッシュは頭を搔かいた。


　アッシュもその隣となりにいるライルも、魔ガ法ル学テ園ンの制服を着ていなかった。


　どちらも膝しつ下かまである黒い布地の水着を着ていた。


　アッシュはそれだけ。引き締しまった身体からだを惜おしげもなく太陽の下もとにさらしている。


　ライルは上半身に白い布の服を着き込こんでいた。


「ってか、ライル先せん輩ぱいと同じ水着ってのが、なんとなく嫌いやなんだけど」


「奇き遇ぐうだなアッシュ君。わたしもちょうどそう思っていたところだよ」


　今朝早く。


　パッフェルに提案され、アッシュたちは海に行くことにした。


　全員、バランからルデパールまでの長い道のりを歩いてきたのだ。ろくな休みもなかったので、英気を養う意味が込められていた。


　ところが、家のあるパッフェルを除き、誰も水着なんて持っていなかった。


　ルデパールは海の街だ。


　水着専用の店まであり、アッシュは驚おどろいた。


　ルファとパッフェルに連れられ、アッシュもライルも店に入った。女性用の水着は多種多様でさまざまな物があった。だが男物の品しな揃ぞろえはずさんなもので、片手で数えるほどしか種類がなかったのである。


　どれもこれも微び妙みようで、結果一番ましな無地の黒いトランクスタイプを選んだふたりであった。


「……」


「……」


　アッシュとライルのふたりは砂浜で無言で佇たたずんでいた。


「ときに」


　ふとライルが口を開いた。


「キミの父親は今何をしているのかね？」


「……いきなりなんだ？」


　アッシュはいぶかしげな表情でライルを見た。


「いやなに。キミの父親ということは、ルファさんの父親でもあるわけだ。少し、気になってね」


　そういうことか、とアッシュは思った。


　魔ガ法ル学テ園ン内でも、こういった手合いはよくいた。あわよくば、科の首席であるルファに取り入ろうとする、主に男連中だ。


　とはいえ、そんな男たちは実力のない人物たちがほとんどであった。


　幻げん影えい魔ま法ほう科の首席であるライルが聞いてくるのは意外だったが、所しよ詮せんは男ということなのだろう。


「……どっかで冒険していると思う。あとは知らない」


　便りがないのは元気な証しよう拠こという。


　アッシュにとって、師に当たる義父が窮きゆう地ちに陥おちいっている場面など、まったく想像できなかった。


「そうかね？　ならいいが」


「アッシュさーん！　ライルせんぱーい！」


　そんな話をしていると、岩いわ陰かげの向こうからパッフェルが飛び出してきた。


　おうとつのない、健康的な肢し体たいがさらされる。いつも元気に走り回っているためだろう。少しだけ日に焼けた肌が、赤い髪によく映えていた。


「お待たせしました！」


　パッフェルはニコニコと上じよう機き嫌げんでアッシュたちのもとへ駆かけてきた。


「アッシュさん、どうですか？　水着、新しいのにしたんです！」


　言われて、アッシュはまじまじとパッフェルを眺ながめた。


　いつものポニーテールだが、紺こん色いろのワンピースタイプの水着を着ていた。普ふ段だんとは違ちがう印象を受ける。


「動きやすそうだな」


　アッシュは率直な感想を述べた。


「そ、それだけですか？」


　心なしか、パッフェルのポニーテールがしおれた気がした。


「は？　あぁ、〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟は普段は見えないんだな」


　パッフェルの左手に刻きざまれているであろう、〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟は発見できない。どうやら、合言葉キーワードを唱えるまで形が出ないようにしているのだろう。


「い、いえ、そういうことじゃなくですね？」


　笑みが若じやつ干かん引きつってきたパッフェル。


「よく鍛きたえているな。さすが烙らく印いん魔ま法ほう科の首席だ」


「もう、いいです……」


　がっくりと肩かたを落とし、パッフェルは地面の砂を蹴けった。


「なんだ、あいつ？」


　アッシュは本気でパッフェルがいじけた理由がわからず、首をかしげた。


　そのとき。


「ごめんなさい。待たせちゃったわね」


　パッフェルが出てきた岩陰から、ルファも出てくる。


　瞬しゆん間かん、アッシュは言葉を失った。


　黄金の髪かみは太陽の光を受けてきらめき、雪のように白い肌はだが美しく強調されている。


　豊かな胸のふくらみを、肌と同じく清せい楚そな白い水着が支えていた。


　さらに、くびれたウエストより少し下に巻かれた白いパレオが、より一層清潔感を増していた。


　白いビキニタイプの水着を着たルファに、アッシュは見み惚とれる。


「ルファさん、よく似合っている」


　先に、ライルが動いた。


　こういうセリフは、先に言った者勝ちである。


　とはいえ、
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「あ、ありがとう。あの、アッシュはどう思う？」


　時と場合と面子めんつによる。


「お、おぉ、いいんじゃないか」


　若干口ごもってしまった。頰ほおが少し赤くなったのは、それが恥はずかしかったからだとアッシュは胸中で言い訳をする。


「ほんと？　そ、そっか、ありがとう」


　ルファも頰を赤く染め、少しうつむいてしまう。


　げしっと、アッシュはふくらはぎを蹴られた。


「いてっ!?　って、なんだよパッフェル」


「べっつにー。なんでもないですよ!!　ふんだ」


　パッフェルはアッシュに蹴りを入れ、そっぽを向く。


　そんなことがありつつも、アッシュたちは時間を忘れて遊び始めた。


　決戦は明後日あさつて。


　ゆえに、明日あしたは一日身体を休めなければならない。


　学生らしく遊べるのは、今日だけだった。


　昼過ぎになって、アッシュは這はいずるように海岸に上がった。


「悪い。俺は休きゆう憩けいする」


「えー、次はあの島まで行ってみましょうよ！」


　パッフェルは地平線の先にある、わずかに頭だけ出た孤こ島とうを指差した。


「正直、無理……」


　昼を過ぎたころ、アッシュは体力の限界を感じていた。


　ルファもライルも、それぞれ魔法の腕うでは卓たく越えつしているが、体力は一いつ般ぱん人じんのそれ。


　必然的に、アッシュは元気一いつ杯ぱいのパッフェルの相手をさせられた。


　アッシュも体力は人並はずれてあるのだが、海ははじめてだった。


　絶えず打ち寄せる波は、泉で泳ぐのと違い、大おお幅はばに体力を削けずっていく。


　海に慣れているパッフェルはまだまだ元気一杯で、今度はライルの腕を引っ張った。


　ライルは抵てい抗こうしようとしたが、アッシュが動けない以上、あと残されているのはルファだけ。


　パッフェルがルファを遠泳に連れ出すのを危き惧ぐしたのだろう。


　ライルは、上半身に着ていた白い布の服を脱ぬぎ捨てた。


「おつかれさま。はい、お水」


　海岸に捨てられた死体のようになっていたアッシュを見かね、ルファが近づいてきた。


　ルファはしゃがみこみ、水のはいった水みず袋ぶくろを手て渡わたした。


　アッシュは仰あお向むけに寝ね転ころがったまま海水ですっかり塩しお辛からくなった口の中をゆすぎ、水を吐はき捨てた。


「ありがとう」


　水の中にいたというのに、アッシュの身体は水を欲ほつしていた。


　お礼を言ってから、改めて水を飲む。


「──ッ!!」


　一息つくと、アッシュは大変なことに気づいてしまった。


　寝ねそべったままのアッシュの視界は、ルファの腰こしに巻いたパレオの中を捉とらえられる状じよう況きようだったのだ。


　もちろん、パレオの下には水着を着用しているはず。


　だが、スカートの中を覗のぞき込むような所業に、アッシュは急いで上半身を起こした。


「ど、どうしたの？」


「な、なんでもない!?」


　赤くなった頰を隠かくすため、アッシュは海水で顔を洗った。


　数分間顔を洗い続け、ようやく熱も下がった。


　ルファは海に入ろうとはせず、アッシュの横でちゃぷちゃぷと手を海水に濡ぬらして遊んでいた。


「夏ね」


「夏だな」


　そんなどうでもいい会話が、アッシュには懐なつかしかった。


　学園を離はなれて一ヶ月。


　それよりもはるかに長い時間、ルファと離れていた気がする。


　アッシュは心地ここちよい空気を確かに感じていた。


「ところでアッシュ」


「ん？」


「なんでパッフェルとふたりっきりで、旅に出たの？」


　瞬間、空気が凍こおったようにアッシュは思った。


「いや、それは」


　事情を説明しようとルファを見たとき、アッシュは恐怖した。


　ルファはアッシュを見ていない。あくまでも、手元の海水を見ていた。


　その重圧たるもの、筆舌に尽くしがたいものがある。


「ところでアッシュ。宿場町でパッフェルと一いつ緒しよの部屋に泊とまったのってほんと？」


「な、なんでそれを！　い、いや違うぞ！　あれは部屋も空あいていなかったし、路銀も節約できるしだな」


　ルファは右手で海水をすくいあげ、落とした。


「ところでアッシュ。旅立つ前に、パッフェルを無理やり自分の部屋に連れ込んだってほんと？」


　ライルの差し金だと思い、アッシュは海を見た。


　そこに、パッフェルに悪戯いたずらされ、沈しずめられそうになっているライルがいた。


　心の中で「海の藻も屑くずになれ！」と呪のろいを吐いておく。


「ところでアッシュ。なにか言い残すことは？」


「い、いやその……ごめんなさい」


　はぁ、と溜ため息いきをつき、ルファはようやくアッシュを見る。


「まぁ、事情は昨日の夜にパッフェルから全部聞いたわ。あの子が噓うそをつくとも思えないし、今回は不問にしといてあげる」


　安心したことでアッシュの身体からだから、どっと力が抜ぬけた。


「知っているんなら、わざわざ聞かないでくれよ……」


　思わずそうもらす。


「文句の一つも言いたくなったのよ。こっちがどれだけやきもきしたか」


「ん？　なんだって？」


「な、なんでもないわよ！」


　ジャブジャブとまるで洗せん濯たくをするように、ルファは海水をかき回した。


「悪かった。なんか心配かけたみたいで。ルファに黙だまって学園を出たことも、悪いと思っている。本当にごめん」


「そう言うと、私が許すと思っているでしょ？」


「許してくれないのか？」


　誤解を与あたえかねない言い方だが、アッシュの目にはいやみや他意の色はない。


　ルファは自分の頰が赤くなるのを感じた。


「不問にするって言ったでしょ。もぅ、いいわよ」


　またも溜息をつき、ルファはアッシュを眺ながめた。


「なぁ、俺からも一ついいか？」


　この機会にと、アッシュは少し気になっていたことを聞いてみることにする。


「なによ？」


「いや、その、ライル先せん輩ぱいといつの間にか仲良くなってないか？」


　いつの間にか、ルファのライルに対する口調が変わっていた。


　そして、なんだかふたりの息が合っているような気がアッシュはしていた。


　ピクンとルファがアッシュの言葉に反はん応のうする。


「気になる？」


「べ、べつに？」


　なぜか聞き返すような口調になり、アッシュは自分自身で困こん惑わくした。


　胸がもやもやするような感覚に戸と惑まどう。


「そっかそっか。アッシュはお姉ちゃん子だもんね」


　ルファは急に上じよう機き嫌げんになり、アッシュの頭をなでくりまわす。


「まぁ、ライル先輩とはなんでもないわよ。尊敬する先輩だけど、今回は学園からふたりとも指名されたから、一緒になっただけ」


　アッシュの頭をなでながら、ルファは目を細めた。


「学ア園イのア盾スの代表と副代表が一度にいなくなっちゃうから、ほんとは避さけたかったのよね……っと」


「そうか」


　ルファがそう言うのだから、そうなのだろうとアッシュは思った。


　とりあえず、納なつ得とくしておく。


　ふと、ルファは海を見た。


「お腹すきましたー」


　そうは言いながらもまだまだ元気なパッフェルと。


「……」


　もはや喋しやべる気力もないのか。一時間も経たないうちに少しやつれたライルが海から上がってきた。


　ルファはアッシュの頭から名残なごり惜おしそうに手を離す。


　時刻は昼過ぎ。


　アッシュたちは遅おそめの昼食をとった後、時間を忘れて遊び続けた。





　二日後。


　朝日が登る直前の瑠る璃り色いろの空の下、アッシュたちは魔ガ法ル学テ園ンの制服に身を包み、港へとやってきた。


　港には、木造の中型の船が一隻せき停てい泊はくしていた。


　一目見て、アッシュは首をひねる。


　ルデパールで見かけた船には、ほぼマストが取り付けられていた。


　マストに張られた帆ほが、風を受けとめて船を動かすためのものだ。


　だが、目の前にある中型の船にはそれがない。


「姐あねさん、準備できておりやす。いつでも出れますぜ」


　船の中から顔を出したのは、ビートだった。


「そうかい。娘むすめたちをよろしく頼たのむよ」


　アッシュたちより先を歩いていたパステルが、ビートにうなずきを返した。


「よぅお嬢じようと兄ちゃん。姐さんの許可をもらいやした。あっしがお連れいたしやす」


　どうやら、ビートのあのときの言葉は本心だったらしい。


　アッシュもパッフェルもビートに感謝した。


「さぁ、みなさん。ウチの船に乗ってくだせぇ」


　ビートに声をかけられ、アッシュ、ルファ、そしてライルが船に乗った。


　パッフェルは船に乗り込こむ前に、パステルへと近づく。


「お母さん」


「行きな。あたいに啖たん呵かを切ったんだ。手ぶらで帰ってきたら、承知しないよ」


　突つき放すような言い方に、今のパッフェルは母の優やさしさを感じた。


「お母さん！」


　母の懐ふところに、パッフェルは飛び込んだ。


「おっとと……まったく、この子は。いくつになっても変わらないねぇ」


　パステルは苦く笑しようし、杖つえを持たない左手でパッフェルを力いっぱい抱だきしめた。


「かならず、帰ってきます」


「当たり前だよ」


　よしよしと、パステルはパッフェルを抱きしめていた左手を娘の頭の上に。


「ぜったい、帰ってきます！」


「わかったわかった」


　苦笑し、パステルはパッフェルから身体を離す。


「ほら、もう行きな。アッシュ君たちが待っているよ」


　今生の別れではない。必ず、ここに帰ってくるのだ。


　だったら、涙なみだはいらないとパッフェルは思った。


「はい！」


　だから、元気一いつ杯ぱいの笑え顔がおで返事をする。


　それが、一番あたしらしい。


「パッフェル」


　背中を見せ、走り出そうとしたパッフェルに、パステルは拳こぶしを握にぎった左手を突き出した。


　パッフェルもギュッと右手を拳の形に。


　パッフェルは父の魂たましいを解放する決意を込め。


　パステルは娘むすめの身を心配する想いを込め。


　ふたりはかつんと、拳を撃うち合わせた。


　〝拳風の旅団〟の戦いの合図だった。




第三章　父と子と




　ルデパールの港を出港して早数時間。


　アッシュたちを乗せた船は、海の上を恐おそろしい速度で疾しつ走そうしていた。


「いやぁー、やっぱりビートさんのお船は速いですねぇ」


「錬金魔法で造ってもらった特別製でごぜぇやすから！」


　パッフェルの言葉に、ビートは自じ慢まんげな表情で答えた。


　ビートの駆かる船は、後部にプロペラがつけられた奇き妙みようなものだった。


「どうやって動かしているんですか？」


「よくは知りやせん。これを造ってくれた錬金魔ま導どう師しの先生は、魔法生物の身体を使っているって言っていやした」


「魔法生物って、魔物じゃない!?」


　ルファが驚おどろいた声を上げる。


　魔法生物とは魔法によって擬ぎ似じ生命を得た魔物のことだ。


　錬金魔法の中には自ゴ動ー人レ形ムや人工生命体ホムンクルスを作り出すものがある。


「へぇ。別に魔物そのものを使っているわけではないそうでございやす。あくまで一部。意思を持たず、ただプロペラを回す動力源として船に埋うめ込んでいるそうでございやす。おかげで、風も海流も関係なくどこにでも好きなところにいけるんでごぜぇやすよ！」


　舵かじを取りながら、ビートは何度もうなずく。


「その錬金魔導師の人……きっととんでもない腕うでの持ち主よ。詳くわしくは知らないけど、魔法生物を全部作るんじゃなくて、一部だけ作ってちゃんとそれを維い持じしている。そんなの、普ふ通つうの錬金魔導師にできるわけないわ」


　ルファが素す直なおに感心した。


「そ、それより……ビートさん、後どれくらいで着くんだ？」


　船の甲かん板ぱんでぐったりとしているアッシュは、ビートに声をかけた。


「はっきりとは言えやせんが、三週間はかかる予定でごぜぇやす」


「三、週間……うぐっ」


　アッシュは絶望とともに襲おそってきた吐はき気から、急いで海に上半身をさらす。


　そして、もはや空からになった胃から、胃液だけを吐き出した。


「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　ルファに優やさしく背中をさすられながら、アッシュは再び吐いた。


　早い話が、船ふな酔よいである。


　ただでさえ、海の上を行く船は揺ゆれる。


　それだけでも、船に初めて乗るアッシュには厳しい。


　さらに、ビートの船はプロペラを回すため、船体が常に振しん動どうしているため、アッシュの船酔いに拍はく車しやをかけていた。


「なんで、ルファは平気なんだよ」


　アッシュは若じやつ干かん恨うらみがましい目でルファを見る。


「私？　私はほら、たまにカシスに乗っているから、乗り物には慣れているのよ」


　三半規管を鍛きたえるひとつの方法として、加速と減速を繰くり返し体験するというものがある。


　長ちよう距きよ離りを飛行する大翼よく竜りゆうの背に乗って平気なのだから、船も大丈夫なのだろう。


　アッシュも一度だけ大翼竜の背に乗ったことがある。だが、やはり一度では何の意味もないようだ。そのとき酔わなかったのは、単純に大翼竜が本気で飛ばなかったためだろう。


「アッシュさん、情けないですよ」


　なんともなさそうな顔をするパッフェルはまだわかる。


　港町で暮らしていたのだから、船に乗る機会は多々あったのだろう。


「ぐっ。ライル先せん輩ぱいはなんで……」


　こみ上げてきた胃液を無理やり飲み下し、アッシュはライルを見た。


　ライルはじっと目を閉じ、甲板近くの壁かべに背中を預けて座すわっていた。


　すっと、その目が開かれる。


「船に乗るのは二度目だからな」


「そうかよ」


　アッシュはぐったりと、甲板に寝ねそべった。


　この状じよう況きようが三週間も続くと考えると、もはや地じ獄ごくでしかない。


　同じ時間のかかる帰りのことなど、考えたくもなかった。


「大丈夫ですよ！　きっとすぐに慣れます！」


「そう願うよ……」


　いざ幽霊船に着いたとき、船酔いで戦えないなど冗じよう談だんにもならない。


「それで、幽霊船はどこにいるんだ？」


　アッシュは気を紛まぎらわすため、ビートに話しかけた。


「へい。正確な位置はつかめておりやせんが、大体の海域ならわかりやす」


「なんでなんだ？」


「あの船はマストは張りっぱなしで固定されておりやすし、舵を取る人員もいやしません。なので、風と潮の流れを計算すればある程度の予測ができやす」


　簡単なことのように言うが、それは並々ならぬ知識と経験があって初めて成立する。


　長年漁師をやってきたのだろう、ビートの表情からは自信がうかがえた。


「人魚のやつらでも見つけられたら話は早いんですがね」


「人魚？」


「マーマンとか、マーメイドのことよ。男性の人魚はマーマンで、女性がマーメイドね。上半身が人間と同じで、おへそから下が魚になっているのよ」


　首を傾かしげるアッシュに、魔物を操あやつる召しよう喚かん術じゆつ師のルファが教えてくれた。


「大きな分類としては魔物だけど、正確には亜人種デミヒユーマンに属しているわ」


　さすがに、亜人種デミヒユーマンという言葉には聞き覚えがあった。


　人と同じく知能や文化を持つ、人間に近い形の種族。


　エルフやドワーフといった種族もこれに分類される。


「それで、なんで人魚が見つかったら話が早いんだ？」


「海のことなら人魚に聞け、という格言が漁師の間にはありやす。それに、どうも幽霊船の周りに、時たま人魚が現れるという噂うわさもありやして」


「なんだって？　じゃあ、幽霊船に人魚が関かかわっているかもしれないのか？」


「その可能性は低いわよ。その人魚が召しよう喚かん獣じゆうなら違ちがってくるけど、人魚は温厚な種族なの。今から八百年ほど前の黄金時代には、人間との交易が盛んだったのよ」


「なら、敵が召喚術師の人ってこともありえるんですね」


　パッフェルは目に真しん剣けんさを宿した。


　卓たく越えつした召喚術師ともなると、ひとりで魔物の軍団を作り出すことができるからだ。


「魔ま法ほうのことはわかりやせんが、その可能性も低いと思いやす。人魚たちは、幽霊船に近づく船に危険だと警告を発しているそうでございやす」


「警告を？」


「へい。たまたま幽霊船の近くを通った仲間の漁師が言ってやした」


「ふぅん」


　どういうことなのだろうと、アッシュは思った。


「それにしても皆みなさま」


　ビートが四人全員に話しかけた。


「いくらまだまだ時間がかかるとは言っても、これから幽霊船に向かうにしちゃ、緊きん張ちよう感かんってのが足りないと思いやすが？」


　そう指し摘てきされて、アッシュたちは顔を見合わせた。


「そんなの当たり前ですよ！」


　と烙らく印いん魔法科の首席であるパッフェルは拳を握り。


「何も問題ない」


　と幻げん影えい魔ま法ほう科の首席であるライルはいつもの無表情で言い。


「学ア園イのア盾スにアッシュが入ったらこんな感じよね。どうアッシュ、入ってみない？」


　そして、召喚術科の首席にして、伝説の七しち星せい魔導師の血を引くルファは別の話をはじめる始末。


　学年はそれぞれ違えど、おおよそ、魔ガ法ル学テ園ンの中で最強に分類される三人が集まっているのだ。


　アッシュは仲間たちを頼たのもしく思って言う。


「まぁ、気楽にやるよ。今は幽ゆう霊れい船せんより、よっぽどたちの悪いものを相手にしているんでね……ぐっ！」


　アッシュはまたも船酔いの吐き気に襲われ、船内に笑いが起こった。





　船での仕事を手伝っているうちに、一ヶ月の月日が流れていた。


　一週間もしないうちにアッシュは船の揺れにも慣れ、今では海上戦を想定し、甲板でパッフェルと模も擬ぎ戦を行うまでにもなっていた。


　すでに幽霊船がいる海域に入って一週間が経過している。


　アッシュたちの今いる海域は、ビート曰いわくとても危険なところであるらしい。


　ところどころに暗あん礁しようがあり、凶きよう暴ぼうな海の魔物がいるのか、普通の魚も姿を潜ひそめている。


　アッシュたちは交代しながら、海の上を一日中見張り続けた。


　その甲か斐いあって、未いまだ凶暴な魔物に遭そう遇ぐうしていないし、暗礁に乗り上げることもなかった。だが、まだ目的の幽霊船は見つかっていない。


　捜そう索さくをはじめてちょうど一週間目が終しゆう了りようする時間に、アッシュたちは全員甲板に集められた。


「皆さまに、重大なお知らせがありやす」


　ビートがいつになく真剣な顔で、全員の顔を見み渡わたした。


　ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ、アッシュはごくりと唾つばを飲んだ。


「食しよく糧りようが、尽つきそうでございやす」


　一いつ瞬しゆん、なんだそんなことかと胸を撫なで下ろそうとして、アッシュは戦せん慄りつした。


　海のど真ん中で食糧が尽きる。それはつまり、餓が死しを意味していた。


　ビートは言う。


「もちろん、帰りの分を計算したうえでございやす。ですがこれ以上奥おくへ進むことになりやすと、今以上に魚はまったく獲とれやしないでしょう」


　アッシュの中で、言い知れぬ恐きよう怖ふが湧わく。


　食糧を少しでも長くもたせるため、アッシュたちはこれまで暇ひまつぶしがてら釣つりをしていた。


　今アッシュたちのいる海域ですら、魚が獲れる日のほうが珍めずらしい。ビートの言葉が本当なら、かなり深刻な状態だ。


　戦いであり、目の前に敵がいるなら己を奮い立たせることは容易だ。


　だが、空腹という目に見えないものが相手では、どうしようもない。


「空腹は海の上では一番の魔物でございやす」


　あえて魔物という比ひ喩ゆを使って、ビートが言う。


「人間、空腹になりやすとどうしても短気になってしやいやす。それが何日も続けば、船内の雰囲気は悪くなり、最悪殺し合いがはじまることもあるのでございやす。あっしは、そんな話を何度も海の先輩たちから聞かされやした」


　先輩から聞かされた、と言いながらもビートの目は真剣そのものだった。もしかすれば、そういった現場を間近で見たことがあるのかもしれない。そう思わせるほど、鬼き気き迫せまるものをアッシュは感じた。


「突とつ然ぜん海が荒あれると、数日船が動けなくなることもございやす。突然の嵐あらしに巻き込まれ、海流に流されてしまって自分たちがどこの海域にいるのかもわからなくなることもございやす。そうなったとき、今の食糧では不安でございやす」


　アッシュたちはビートの次の言葉を待った。


「……一度、ルデパールに戻もどりやせんか？」


　その場にいる全員が顔を見合わせた。


　一番海を知っているビートが言うのだ。それが最善の手なのだろう。


「もう少しだけ……もう少しだけ捜させてください！」


　パッフェルがビートに言う。


　パステルに手ぶらで帰ってくるなと告げられたパッフェルは、このままおめおめとルデパールに帰ることはできないのだろう。


　アッシュたちは顔を見合わせた。


「食糧は、後どれほどもちそうなのだね？」


「そうでございやすね……余よ裕ゆうを持って帰るのなら後二日ほど。ギリギリまで粘ねばるのなら、一週間が限度でございやす」


　海の機き嫌げんは、日によって変わる。穏おだやかな日もあれば、突とつ然ぜん大荒あれする日もあるのだ。


　ビートの言うギリギリとは、その大荒れする日をほとんど計算に入れていない。


「ふむ。では、皆みんなどうするかね？」


　ライルが会話の指揮を執とり、ひとりひとりに意見を求める。


「あたしはギリギリまで頑がん張ばりたいです！」


　元々引き返す気はなかったが、パッフェルがそう言うなら、アッシュの答えは決まっている。


「俺も出来る限り粘りたい。今帰ると、ジェイナス先生を刺さした奴やつを追いかけられなくなるかもしれないからな」


「私は……そうね。一日一日、様子を見ながらがいいと思うわ。もしかしたら、魚が大漁かもしれないじゃない。そのうえで、ギリギリまで頑張ってみましょう」


「いいだろう。ビートさん、あと一週間時間をもらえないでしょうか？」


「わかりやした。あっしは案内役でございやす。皆さんの意思を尊重させていただきやす」


　五人はそれから釣りに力を入れ、より見張りを入念にした。


　それでも、何の進展も無いまま一週間の月日が流れた。


　魚は一いつ匹ぴきも釣れず、食糧はそろそろ限界だった。


　一週間前と同じように、アッシュたちは夜の甲かん板ぱんに集められ、あの日と同じ質問をされる。


「ルデパールに戻りやしょう。これ以上は無理でございやす」


「そんなことないです!!」


　パッフェルが奥歯を嚙かみ締しめ、睨にらむようにしてビートに食って掛かかった。


「落ち着けパッフェル。もぅ、限界だ」


　アッシュはビートへと飛び掛かるパッフェルを後ろから羽は交がい絞じめにした。


「なっ!?　アッシュさんまでそんなこと言うんですか!?　ついてきてくれるって、助けてくれるって言ったのに!!」


　駄だ々だっ子このように暴れるパッフェルを何とか押おさえ、アッシュは叫さけびだしたい気持ちをぐっと抑おさえる。


「落ち着いてくれ。お前らしくない。ビートさんの言うとおりになっているぞ」


　ここで感情的になれば、ぶつかり合うだけだとアッシュは思い、諭さとすように静かに告げる。


「!?」


　アッシュに諭され、パッフェルはハッとなって船内を見渡した。


　苛いら立だっているのかライルのしかめっ面つら、心配そうなビートの表情、不安そうなルファの顔を見て、パッフェルは冷静さを取り戻す。


「ご、ごめんなさい！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。気にしないで」


　ルファのそんな言葉が、パッフェルの罪悪感を余計に刺し激げきする。


　しばらく、沈ちん黙もくが船内を満たした。


　波の音がいやに耳みみ障ざわりで、アッシュはがりがりと頭を搔かく。


　空腹ではないにしろ、捜せど捜せどその姿を現さない幽霊船への焦じれ、なれない海上の生活、刻一刻と減っていく制限時間が、アッシュたちから冷静さを奪うばっていた。


　船内の雰囲気は、ビートの言葉どおり険悪になっていた。


　やがて、全員の意見を代表してライルが言う。


「明朝までに幽霊船を発見できなければ引き返そう。我々は、限界だ」


　皆、お互たがいの顔をうかがい、賛同を示そうとした。


　そのとき。


「──ん？　なんだ？」


　アッシュの視界に夜の闇やみとは違う粒りゆう子し状の黒い何かが映った。


　霧きりのようなそれに触ふれた皮ひ膚ふが、ざわざわとする。何かに触れられているような、奇き妙みような感覚だ。


　アッシュは、弾はじかれたように背中の黒曜剣ブラツク・ソードを見た。


　黒曜剣ブラツク・ソードを解放したときに発現する、元素を喰くらう黒い瘴しよう気き。


　それと霧がよく似ていたため、確認してみた。


　そこにはいつも通り、しっかり封ふう印いんされた黒曜剣ブラツク・ソードがある。


（気のせいか？）


　アッシュがそう思ったとき、男の声が聞こえてきた。


「止まれ！　それ以上は危険だぞ、人間！」


「──ッ!!」


　アッシュはいち早く反はん応のうし、腰こしに提さげた細身の剣を抜ぬく。


　ライルも白い樫かしの杖つえを握にぎって、あたりを見渡した。


　パッフェルとルファがビートを四人の中心に引き入れる。


　四人は背中合わせになり、周囲を警けい戒かいした。


「待て！　敵ではないぞ、人間！」


　ちゃぷっと音を立てて、海から三人の男が顔を出した。


　一枚布を肩かたに引っ掛けた、青い髪かみの男たちだ。丁てい寧ねいに整えられた髭ひげが、よく似合っている。


　それだけ見れば人間となんら変わらない。だが、人間の耳に当たる部分が魚のひれのようになっていた。


「あれがマーマンよ」


　ルファは警戒を解かず、アッシュに耳打ちした。


　三人のマーマンたちは、それぞれ口を開く。


　まずは手前の精せい悍かんな顔のマーマン。


「我らは海洋三さん銃じゆう士し」


　次に、アッシュたちから見て左の、恰かつ幅ぷくのいい男が言う。


「これより先は危険だ」


　続いて、逆側の優やさ男おとこ。


「早々に立ち去るがいい」


　マーマンたちがバラバラに喋しやべるので、いちいち目を動かすのが面めん倒どうだとアッシュは思った。


「悪いが、ひとりで喋ってもらえるか？」


「むっ。今回の人間は物もの怖おじせぬな」


　手前の精悍な顔のマーマンが三人のリーダーなのだろう。


「いいだろう、人間。これより先は、おぞましき死し霊りようの駆かる船がある。近づいてはならん」


「それを潰つぶしに来たって言ったら、あんたたちはどうするんだ？」


　挑いどむような目を、アッシュはマーマンに向けた。


「よほど腕うでに覚えがあると見受けられるな、人間。ならばいい。先に来た人間たちと協力し、必ず嘆なげきの石を持ち帰ってくれ」


　アッシュの後ろにいたビートがこそっと耳打ち。


「たぶん、この間あっしが言った、冒ぼう険けん者しやの一団でごぜぇやす」


「チッ。先を越こされたか」


　ジェイナスを刺した銀ぎん刃じんの剣けん士しとその仲間は、どうやら幽ゆう霊れい船せんに到とう着ちやくしているようだ。


　舌打ちしたとき、アッシュは気づいた。


　パッフェルとライルが嘆きの石という名前に反応していた。


「フェイルお父さん……ちゃんと嘆きの石を手に入れていたんですね」


　父を誇ほこりに思うパッフェルの表情。


　そして、ライルは一瞬だけ口元を吊つり上げたように見えた。


「？」


　疑問に思いながら、アッシュはマーマンたちを再び見る。


「あんたたちは、なんでこんなことをしているんだ？」


「我々は、人間が嘆きの石を持ち帰ってくれるのを待っている。人間、お前たちが触れているその黒い霧は、嘆きの石から発生した魔まの元素だ」


「なんだって？」


　どうりで黒曜剣ブラツク・ソードの瘴気と似ているはずだ。あの瘴気も魔の元素だったはず。


「この霧は、単一の属性を持つ存在を……ありていに言えば人間以外の生物の理性を狂くるわせてしまう。おかげで、海の民たみたちは一年前から大おお騒さわぎだ」


「そんな……」


　パッフェルが衝しよう撃げきを受けた表情になる。


　フェイルが嘆きの石を持ち込こんだせいで、海に住む人魚たちが被ひ害がいをこうむっていたのだ。言いようのない罪悪感を胸に抱いだいても、仕方のないことだろうとアッシュは思う。


「我らのふたりの姫ひめ君ぎみは大変慈じ悲ひ深ぶかい方でな。特にセシリー姫ひめは人間と交流があったせいで、人間の命すら守ろうとする。ゆえに我々は、戦う者でない人間が禍まが々まがしき船に近寄るのを阻そ止ししているのだ」


「そう、だったんですか。じゃあ、あたしが必ずその嘆きの石を持ち帰ります！」


　パッフェルは闘とう志しをぎらつかせ、ギュッと拳こぶしを握る。


　父の汚お名めいを雪そそぎたいのだろう。


「……時に、剣を持つ人間よ」


「あん？」


　突然声をかけられ、アッシュは眉まゆをひそめた。


「貴様の背中にあるその剣を見せてもらえぬか？」


　言われ、アッシュは考えた。


　目の前のマーマンたちに敵意はなさそうだ。


　それに、こちらだけ質問し、相手の願いを無視するのも気が引ける。


　アッシュは仕方なく黒曜剣ブラツク・ソードを肩から外し、左手で掲かかげてみせる。


　すると、マーマン三人が同時に感かん嘆たんの声を漏もらした。


「おぉぉぉぉぉ！　それぞまさしく黒こつ剣けん！　いや、今は黒曜剣ブラツク・ソードだったか」


　なぜマーマンが黒曜剣ブラツク・ソードを黒剣と呼んだのか、アッシュにはわからなかった。


　困こん惑わくするアッシュをよそに、精悍な顔のマーマンは後ろの優男に声をかける。


「お前は今すぐアリアオロへと戻もどり、セシリー姫にお伝えして来い。深海を移動すればアリアオロまですぐだ。くれぐれも……くれぐれもメディア姫にだけは悟さとられるなよ」


「御ぎよ意いに」


　ちゃぽんと、優男が海に消える。


「お、おい！　あんたたちはこの剣のこと、知っているのか!?」


「知りたければ、我らの街を訪ねてくればよい。貴様ならセシリー姫は、快く会ってくださるだろう」


「あ、あんたたちの街？」


「深海にそびえる巻貝あり。そこが我々人魚の国、アリアオロだ。海の底で待っているぞ人間!!」


　精悍な顔のマーマンも、恰幅のよいマーマンも同時に海に潜もぐった。


「な、なんなんだよ……」


　目を白黒させるアッシュは、ぽつりとそう呟つぶやいた。





　ぽつりと呟くアッシュの横で、ルファは暗い表情になった。


　視線の先には黒曜剣ブラツク・ソード。


　ルファは、その剣の秘密を知っている。


　封印を完全に解き、剣を抜き放てば、使用者が死ぬことを。


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で、先祖の魂たましいを身体からだに宿した際に、ルファへと流れ込んできた先祖の記き憶おくが真実だと告げていた。


　ルファは、いまだアッシュに伝えられずにいた。


　アッシュが、黒曜剣ブラツク・ソードが憎にくむべき敵を殺せる唯ゆい一いつの武器だと知ってしまったからだ。


　使えば死ぬと伝えても、きっとアッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを手放さない。


　むしろ、どうせ死ぬならと、今以上の無茶をしだすかもしれない。


　ルファにはそれが怖こわかった。


　ルデパールでアッシュに会うまで、ルファは生きた心地ここちがしなかった。


　確かに、アッシュがパッフェルとふたりだけで旅に出たと聞いたときには、心臓が止まるかと思ったし。


　パッフェルと一いつ緒しよの部屋にアッシュが泊とまったと聞いたときには、いてもたってもいられなくなったし。


　アッシュがパッフェルを無理やり部屋に連れ込んだと聞いたときには、怒いかりも抱いた。


　でも、と思う。


　考えるだけでもいやでしょうがないが。


　たとえ、アッシュとパッフェルが男と女の関係になっていたとしても、紆う余よ曲きよく折せつはあるにしろ、ルファは最終的にそれを許せただろう。


　アッシュが生きてさえいてくれるのなら。


　アッシュがまたぶっきらぼうな顔で声をかけてくれるのなら。


　それ以上を望むのは、姉である自分には贅ぜい沢たくというものだ。


「──ファ？　ルファ!?　おい！」


「え……？　きゃぁ！」


　正気に返ったとき、目の前にアッシュの顔があって、ルファは飛び上がって驚おどろいた。


「どうしたんだよ？　ぼーっとして」


「う、うぅん。なんでもないの」


　ルファはゆっくりと頭を振ふった。


　何を考えているのか。


　今は目の前の問題に集中しなくてはならない。


　そう思い、ぴしゃりと自分の頰ほおを両手で打った。


「この先に、幽霊船があるらしい。早く行こう」


　アッシュの言葉を受けて、全員がうなずきを返した。


　船がゆっくりと動き出す。


　黒い霧きりの中を、手探りで進んでいく。


　やがて、霧の向こうに大きな船首が見えてきた。


　まずアッシュたちを迎むかえたのは、船首の先に取り付けられたドラゴンを模した黄金の衝しよう角かくと、上げられたままのいかり。


　続いて、天を貫つらぬく一本のマストが見えてくる。


　大型の帆はん船せん、ガリオン船だ。


　それが二隻せき、隣となり合って黒い霧の中、潮と風の流れにそって海の上をゆるやかに移動している。


「真新しいほうは、きっと冒険者の乗ってきた船でございやしょう」


　ビートに言われ、アッシュはうなずく。


　まだどちらも船首しか見えていないが、違ちがいははっきりしていた。


　一年以上港に入らず航海を続けていたため、ぼろぼろになった船のほうこそ、幽霊船だ。


「船せん尾びに取り付きやす」


　ビートはそう言いながら、舵かじをいっぱいにきる。


　船は幽霊船の左側に船頭を向けた。


　アッシュたちは横目に幽霊船の全ぜん貌ぼうを眺ながめる。


　全長は四十メートルほどだろうか。


　船の胴どう体たいに設置された大たい砲ほうの砲門が、静かにアッシュたちを見下ろしていた。その数はぱっと見ただけで十門以上あり、アッシュは寒気を覚えた。


　幽霊船の中央には一ひと際きわ大きな主マストが高々とそびえており、くすんだ色の大きな帆ほが取り付けられていた。


「あっ……」


　アッシュ同様、幽霊船を眺めていたパッフェルが気づいたような声を上げる。


　パッフェルの視線の先を追い、アッシュも同じ物を見た。


　主マストの先に、拳の形を模した旗が取り付けられていた。


　おそらく、あれが〝拳風の旅団〟の紋章エンブレムなのだろう。


　禍々しく不気味な幽霊船に、アッシュは息を[image: ]のむ。


　アッシュたちの乗る船は、やがて幽霊船の船尾にたどり着く。





「皆みなさま、行ってらっしゃいまし！　ご武運を！」


　というビートの声に見送られ、アッシュたちは幽霊船の甲かん板ぱんを目指す。


　出発する直前、アッシュは自身の左手首を右手で握にぎった。


　カチリと音が鳴り、折り畳たたみ式小型弩クロスボウの準備を終えておく。


　大型のガリオン船とはいえ、ビートの船とそれほど高さに違いはない。


「ライル先せん輩ぱいは、もうちょっと体力をつけたらどうだ！」


「善処しよう」


　アッシュはライルを背負い、幽ゆう霊れい船せんの縁へりに引ひっ掛かけたフックつきのロープを登る。


　黒曜剣ブラツク・ソードはライルが背負っていた。


　さすがに、二は十た歳ちの男をひとり背負っての登とう攀はんは、骨が折れる。


　幽霊船の船尾に降りたときにはすでに息が上がっていた。


　息を整えようと、大きく空気を吸い込もうとしてむせ返る。


　タールと腐くさった海水の臭においがあたりに充じゆう満まんしていたからだ。


　ねばっとした気持ちの悪い臭い。


　まるで、臭い自体が粘着性を持ち、胃や肺の内側に張り付いてくるかのようだ。


「……ひでぇ臭いだな」


　顔をしかめ、それでもアッシュは我が慢まんしながらも息を吸う。


　気を紛まぎらわそうと、あたりを眺めるとライルがジーッと黒曜剣ブラツク・ソードを眺めていることに気づいた。


「不思議な剣だ。まったく重さを感じない」


「まぁな。ほら、ライル先輩。それを返してくれ」


　ライルは無言でアッシュに黒曜剣ブラツク・ソードを返す。


　なぜか、アッシュにはその目つきがひどく凄せい惨さんなものに見えた。


　そうこうしているうちに、パッフェルがルファを背負ってロープを登り終えた。


　ルファもパッフェルも船内に充満するひどい臭いに顔をしかめた。


　全員そろったのを確認すると、アッシュは腰こしの剣を抜ばつ刀とうする。


「進もう」


　うなずき合い、アッシュたちはまず幽霊船の中央を目指した。


　ギシギシと、歩くたびに木造の床ゆかが音を立てる。


　ふと、キンっという甲かん高だかい金属音が聞こえてきた。


「何の音でしょう？」


　首をかしげるパッフェルに、アッシュは真しん剣けんな声を返す。


　聞きなれた、剣同士がぶつかり合う音だった。


「誰だれかが戦っているのか」


　警けい戒かい心しんを強め、アッシュはぐっと剣を握った。


　アッシュとパッフェルが横に並び、その後ろにルファとライルが続く。


　船尾にある三つ目のマストを越え、アッシュたちは一段高くなった場所から甲板を見下ろした。


　甲板はとても広い。


　四十メートルはある全長のうち、半分はすべて甲板だった。


　横よこ幅はばは十メートルほどで、左右の塀へいのような壁かべにはところどころ穴があいており、そこから砲ほう台だいが突つき出ている。海上での撃うち合いになったとき、数十人からなる砲ほう撃げき手しゆが自由に動き回れるよう、広く造られているのだ。


　甲板には、スケルトンだったと思おぼしきバラバラの骨が無数に転がっている。


　そこで、三人の男が戦っていた。


　ローブ姿の剣けん士しが、他の二人の冒ぼう険けん者しや風の男に囲まれていた。


　剣士の構える剣は月光だけではなく、剣自体が淡あわく銀色の輝かがやきを放っている。


　おそらく、あの剣士こそルファたちの追う、銀ぎん刃じんの剣士なのだろう。


　銀刃の剣士を囲む、杖を構えた男と金属鎧を着て拳を構える男のふたりは、一様に鬼気迫る表情をしていた。


「……なんだ？」


　アッシュはわけもわからずつい声を漏もらした。


「……仲間割れ、かしら？」


　ルファも眉まゆをひそめ、事の成り行きを見守った。


　すると、銀刃の剣士が、目の前にいた杖つえを構えている男に斬きり掛かかった。


　杖の男はとっさに反はん応のうできなかった。首から胸にかけて深々と刃が食い込み、血ち飛沫しぶきが舞まう。


「ぐわっ!?」


　叫さけび声が上がり、甲板の床に杖の男が倒たおれこんだ。


「きさま、よくもぉ！」


　拳こぶしを構えていたもうひとりの冒険者が銀刃の剣士に飛び掛かかった。


　斬ざん。


　杖の男を斬った刃を翻ひるがえし、飛び掛かってきた男のひとりを斬り上げる。


　男の顎あごから脳天にかけてが、まるでバターのようにやすやすと斬られ、ぱっくりと開いた。叫び声を上げる間もなく、絶命する。


　ビシャッと銀刃の剣士の身体に返り血がついた。




[image: ]


「うっ……」


　凄惨な光景に、ルファは吐はき気を覚え、身体を折る。


　アッシュは銀刃の剣士の動きに、目を奪うばわれていた。


　銀刃の剣士の剣けん技ぎがあまりにも美しかったのだ。


　動きながらも目ま深ぶかにかぶったフードが外れないところを見ると、銀刃の剣士は本気を出していないのだろう。


　男はローブの裾すそで剣についた血ち糊のりを拭ふく。


　そして、はじめからわかっていたかのように、アッシュたちの方に身体からだを向けた。


（バレていた！）


　驚きよう愕がくすると同時にアッシュは息を[image: ]のむ。


　呼吸を身体が忘れた。


　全身が粟あわ立だったような、煮にえたぎる油の中に放りこまれたかのような錯さつ覚かく。


　銀刃の剣士が放つ殺気だけで、金かな縛しばりのように身体が硬こう直ちよくした。


　ガチガチと、寒くもないのに奥おく歯ばが鳴る音がする。


（動け！　動け!!　動けぇぇぇ!!）


　アッシュは心の中で己を叱しつ咤たした。


　今動かなければ、確実に殺される。


　全力を込こめて、指を一本自分の力で動かそうとする。


　ピクっと、電気が走ったように指先が動いた。


（自分の感覚を思い出せ。相手の空気に[image: ]のまれるな！）


　無理やり、自分の感覚を引き寄せた。


「──かはっ」


　痙けい攣れんしていた肺が、正しい活動を思い出す。


　大きく息を吐き、アッシュは制服の前ボタンを外して、首元を緩ゆるめた。


「味なまねしてくれるじゃないか」


　アッシュは確信していた。


（こいつ、強すぎる……パッフェルと二人で、いつまで止めていられる？）


　冒険者風の男たちを切り伏ふせた剣技。


　そして、魔ま法ほうと見み紛まごうばかりの殺気。


　どちらも、自分のはるか上を行く。


「ルファ！　パッフェル！　ライル先輩！」


　腹から声を出し、全員を一いつ喝かつする。


　ピク、っと三人が動いた。


「パッフェル、全力で行くぞ……でないと、全員死ぬ」


「は、はい！」


　アッシュとパッフェルは同時に甲板に向かってジャンプした。


　ドンっと、木造の床がきしむ。


　気にせずアッシュもパッフェルも、着地と同時に銀刃の剣士に向かって走る。


「やぁぁぁ！」


　パッフェルは二ヶ月近く前、学園で銀刃の剣士に敗れたことを思い出した。


　そのため、跳ちよう躍やくはせず、パッフェルは左側から左拳をジャブ気味に放つ。


　狙ねらうのは鎧よろいに守られていない顔面。


　アッシュはパッフェルの動きにあわせ、右側から銀刃の剣士の左足を狙い、横なぎに細身の剣を振ふるう。


　銀刃の剣士は避よけるでもなく、受けるでもなく、ただ一歩前に進んだ。


「なっ!?」


　アッシュは驚愕した。


　パッフェルの拳が避けられたのはわかる。


　だが、自分の剣の刃やいばは銀刃の剣士の太ももに触ふれている。それなのに、ローブすら傷つけられていない。


　鉄を斬ったような感かん触しよくはなかった。


　どういうことだと考え、思い至る。剣というものは、剣先が一番よく斬れるのだと義父に教えてもらったことがあった。逆を言えば、根元ほど切れ味が悪くなる。


　アッシュの細身の剣では、力任せに振り抜ぬくこともできない。


「チッ」


　舌打ちしつつ、アッシュは後ろに飛ぼうとした。


　だが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。


　銀刃の剣士の左手が、アッシュの頭を鷲わし摑づかみにした。そのまま身体を右巻きに回転させ、アッシュの足を引っ掛ける。


　摑つかまれたと思ったときには、アッシュの身体は宙を舞まっていた。


（海に落とされる!?）


　一いつ瞬しゆんで背筋に冷たい汗あせが浮うかんだ。


　アッシュは身体を振り回され、甲かん板ぱんの外に向かって放り投げられる。


「アッシュさん！」


　投げ飛ばされたアッシュの身体を、パッフェルが受け止めた。


　だが、パッフェルの力をもってしても勢いは止まらず、ふたりは壁に叩たたきつけられた。


「くぅ！」


「ゴフッ!!」


　背中を強したたかに打ちつけて、アッシュもパッフェルもむせ返る。


「悪い！　大だい丈じよう夫ぶか!?」


「へ、へっちゃらですよ！」


　アッシュはパッフェルの身体がクッションになり、大きなダメージはなかった。


　銀刃の剣士が腰を落とした。


　距きよ離りを詰つめる気だとアッシュは本能で理解。


「チ！」


　アッシュは立ち上がる時間を稼かせぐため、左手を銀刃の剣士に向けて突き出した。


　制服の袖そでを右手で引っ張ると、ガシャンと音を立てて小型の弩クロスボウが開く。


　指先一つで矢を射出できるよう、特別に改造されたそれを、銀刃の剣士の眉み間けんめがけて放った。


　キンっと金属音。


　銀刃の剣士は狙われる場所が最初からわかっていたかのように、銀の剣けんで矢を弾はじいた。


　男の動きが止まった。


（それでいい。こっちは飛び道具だって持っているってわかっただろ？）


　戦いは肉体や技だけではなく、頭脳も必要になってくる。


　アッシュは暗器という武器をさらし、男に警戒心を抱いだかせる。


　だが、これは逆に暗器による奇き襲しゆうが難しくなったことを意味していた。


　アッシュもパッフェルも立ち上がり、お互たがいに構えを取る。





　アッシュとパッフェルが再び銀刃の剣士に飛び掛かると同時に、ルファの髪かみは紫むらさきに変化し、召しよう喚かん札ふだを構えた。


「アイビー！　お願い！」


　召喚札が燃え上がり、虚こ空くうに六ろく芒ぼう星せいが現れる。


　六芒星から銀隼シルバー・フアルコンが飛び出してきた。


　だが。


「うくっ……」


　ルファの頭に突とつ然ぜんどす黒いなにかが入り込んできた。


　脳の上を直接百足むかでが這はいずり回るような、嫌けん悪おを抱く気持ち悪さだ。


　ルファはこみ上げてくる胃液を飲み下し、発はつ狂きようする前にアイビーを無理やり送そう還かんする。


　すると、先ほどまでの感覚が噓うそのようになくなった。


「黒い霧きりが魔ま物ものを狂くるわせる……ほんとだったのね」


　召喚術師は召しよう喚かん獣じゆうと精神の糸で繫つながっている。


　精神の糸は、感覚を共有し、己の意思を言語を介かいさず相手に伝える役割を担になっている。


　言語を持たない銀隼シルバー・フアルコンに命令が与あたえられるのも、これのおかげである。


　だが、精神の糸は痛覚までも共有させてしまう。結果、召喚獣が受けた傷の痛みは、召喚術師本人も受けることになる。


「ここじゃ、召喚術は使えないわね……完全に役立たずじゃない」


　ルファは唇くちびるを嚙かみ、自身の動どう悸きを抑おさえるため、自分の胸を右手で押おさえた。


「ライルさん。あなたが頼たよりよ」


　そう言いながら、ルファはライルを見上げた。


　すると、いつもの冷たい目のライルは杖を構えようとはせず、ただアッシュとパッフェルがいたぶられるのを眺ながめていた。


　まだ金縛りが解けていないのかと、ルファは思った。


「ライルさん！」


　叫んでみても、ライルは反はん応のうしない。すると、またもアッシュとパッフェルが壁かべに叩きつけられる音が聞こえてきた。


「ライルさん！」


　もはや半はん狂きよう乱らんになって、ルファはライルの制服にすがりつく。


　ライルは冷たい目のまま、動こうとはしなかった。


「無む駄だだ」


　ふと、銀ぎん刃じんの剣けん士しの声が聞こえてきた。


　ルファはこの声をどこかで聞いたことがあるような気がしていた。


　アッシュも同様のようで、痛みに顔をしかめながらも、どこか怪け訝げんそうな様子だった。


　だが、今はそんなことはどうでもよかった。


「そいつは私と戦えん。目的を同じくする協力者同士なのだからな」


「そんなわけないわ！　ライルさんが、あなたみたいな人と手を組むはずがないわ！　だって、魔ガ法ル学テ園ンを守るために、毎日ずっと頑張っている人なのよ！」


「だから、なのだよ。ルファさん」


　ライルはポツリと呟つぶやいた。





　ライルの思考は二ヶ月前の、ルファと一いつ緒しよに宿場町を訪おとずれた日の夜に飛んだ。


　あの日の夜、銀刃の剣士はよりにもよって、自分の前で言ったのだ。


「なんだ。ジェイナスは死んでいなかったのか。存外しぶとい男だ」


　感情が爆ばく発はつしたのを今でも覚えている。


「ッッ!!　貴様!?　よくもわたしの学園を！　わたしの居場所を傷つけたな!?」


　ライルはギュッと白い樫かしの杖つえを握にぎり、銀刃の剣士に向かって先を突つきつけた。


　すると、銀刃の剣士は満月を背にして三日月のように笑い、口を開いた。


「私を殺してもいいのか？　お前はたったひとりの教師のために、学園全部を捨てるということになるが？」


「……」


　ライルは怒いかりを含ふくんだ目で、銀刃の剣士を睨にらむ。


「目的は達成されなくなるが、それでいいのか？」


　銀刃の剣士の問いは、悪あく魔まの謎なぞ掛かけのようだ。


　答えは決まりきっていた。


　自分を失うなど、冷静でなかった証しよう拠こだ。


　ライルは答える代わりに、樫の杖を下げた。


「そうだ。それでいい。私としても、旧知の友人を刺さしたくはなかった。だが、あいつしかこれを持っている人物を知らなかったのでな」


　銀刃の剣士が懐ふところから一冊の本を取り出した。


「それは、なんだね？」


「封ふう印いんの書と呼ばれる禁書だ。ありとあらゆる精せい霊れい族ぞくの〈真の名〉が書かれている。我々の目的には必要不可欠の物だ」


　ライルは銀ぎん刃じんの剣けん士しが言う物の名前を覚えていた。


「あなたが犯罪者の孤島で探していた物か」


「それとは別のものだ。お前の情報を得て手に入れた封ふう印いんの書のほうは、精せい霊れい王おうの分身を呼び出したときに燃やされてしまってな。存外、殺せる相手を殺さずに逃にげるというのは難しいものだな」


「では、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉にフレイム・カーネルを放ったのは……」


「私だ。お前が教えてくれたのだろう？　ルファの試験会場があそこに決まったと。それならば、姉にべったりなアッシュが同行すると思ってな。手っ取り早く、黒曜剣ブラツク・ソードを使えるようになってもらった」


　でなければ、私の目的は達せられないと銀刃の剣士は言う。


「話が違ちがう」


　ライルは冷めた目に力を入れた。


「だが、結果は変わらない」


　銀刃の剣士の余よ裕ゆうぶった態度が癪しやくに障さわる。


　ライルは、今まで誰だれも見たことがないような、熱意のこもった目を銀刃の剣士に向ける。


「私は……どうしても〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を起こさねばならない」


　血の吐はくような声で、ライルは言う。


「ならば、私に協力しろ。そうすれば、お前の望みは叶かなう」


「……どう、すればいいのだね？」


「私は私の目的を達成させる。そのためには、アッシュとルファの存在が必要不可欠だ。そのふたりを、西部の海。正確には幽ゆう霊れい船せんまで連れて来い」


「なぜ、だね？」


「あそこにはお前がほしがっていた嘆なげきの石がある。魔まの元素が結けつ晶しよう化したあれの魔力を受けて幽霊船に渦うず巻まく魔力はどこよりも強い。異界への門を開くのなら、あそこしかない」


「だが、それは魔ガ法ル学テ園ンの生徒ふたりを危険にさらすことに……」


「お前は決断した。学園と教師ひとりを天てん秤びんにかけ、学園を選んだ。ならば教師が生徒ふたりに替わったところで、答えは変わらないな」


　質問ではなく、もはや確認。


「起こしたいのだろう？　世界を作り変えた〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を」


　銀刃の剣士の言葉に、ただライルはうなずくしかなかった。





「うそ、ですよね。ライル先せん輩ぱい……？」


　話を聞いて、パッフェルは我が耳を疑った。


「学園を守りたいって……なんでそれが〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟になるんですか!?　あれは、世界を壊こわす災害なんですよ!?」


「それこそが私の望みなのだよ。この世界には敵が多すぎる。魔物だけじゃない、人もまた魔ガ法ル学テ園ンの敵だ。何度学園が人の手により破は壊かいされそうになったか知っているのかね？」


　そんなこと、パッフェルは知らなかった。


　ただ事実として、魔ガ法ル学テ園ンができて数百年。学園は存亡の危機を迎むかえたことがある。歴史の表に出ているだけで三度。秘ひ密みつ裏りに処理されたものまで含めればもっとあるだろう。


「〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟が起きれば、生き残れるのはバランだけだ。その他の国や魔物は滅ほろび、世界にはバランしか存在しなくなる。わたしはバランを……いや、魔ガ法ル学テ園ンを守るため、学園に害をなす可能性のあるものすべてを消し去りたいのだよ！」


「そんなことできるわけないだろ!?」


　ライルの妄もう言げんに、アッシュが吼ほえた。


　だが、ライルは口元をニヤリとゆがめる。


「できるのだよ。キミも見たことがあるだろう？　魔ガ法ル学テ園ンの三さん角かく塔とうさえ起動できれば、バランだけは安あん泰たいだ。そのためには、嘆きの石が必要でね」


　ライルの言葉に、銀刃の男が答える。


「ライル。嘆きの石なら船長室にある。霧の発生源を追えばすぐにみつかるだろう。アレはお前の好きにしていい」


「そうかね？　感謝する」


　ガリオン船の構造として、船長室は船の後こう尾びにある。


　それはまさに、今ライルたちが立っている一段高くなった場所。


　その証拠に、ライルの背後には船長室へ続く扉とびらがあった。


「行かせないわ！」


　ルファが両りよう腕うでを広げ、扉の前に立つ。


「どいてもらえるかね？　でなければ、力ずくになってしまう」


　ライルは何の感情もうかがえない瞳ひとみでルファを眺め、杖を向けた。


　剣けん[image: ]のんな空気に、パッフェルは甲かん板ぱんから大声を上げた。


「待ってください！　まだライル先輩には聞きたいことがあります！」


「なにかね？」


　歩みを止め、ライルは再びパッフェルたちを見下ろした。


「なぜそんなに学園にこだわるんですか!?　いっぱい楽しいことがありますし、いっぱい友達もいます！　でも、あそこはただの魔法研究機関です」


　それが、魔ガ法ル学テ園ンの真実の姿。


「パッフェル。キミには私の気持ちは絶対に理解できない。強い力を持ちながらも、誰からも愛されるキミにはな。子供なのに強力な魔法が使えるからと気味悪がられ、何もかもから見放された私の気持ちは」


「それと学園と何の関係が……」


　アッシュもまた、烙らく印いん魔ま法ほう科では落ちこぼれと言われていたことがあるぐらいだ。


「魔法研究機関ゆえ、だよ。私は近年まれに見る力の持ち主だったらしくてね。観察対象であり実験体としても優ゆう秀しゆうだった」


「実験体……？」


　パッフェルは呆ぼう然ぜんとしながら、声を出した。


「あぁ。非人道的な実験も喜んで受けたよ。結果として、私の身体からだからは色素が抜ぬけてしまったが、それでも私は感謝している。私を受け入れてくれた学園に」


　ライルの口調は狂きよう気きに満ちていた。


　声こわ色いろだけでパッフェルの背筋をぞっとさせる。


　ライルは、非人道的な実験体にされながらもなんの痛みも悲しみも感じていないのだ。むしろ、悦よろこびすらにじませている。


　もはや狂きよう信しん者しや。


　パッフェルはレムの言葉を思い出す。


『ライルは頑がん固こ者ものなうえ、執しゆう着ちやく心しんが強く、学園を守るためなら手段は選ばないだろう』


　そう言ったレムも、まさかここまでライルが壊れているとは思っていなかっただろう。


　なぜなら、きっと。


「あなたですか……」


　パッフェルはギュッと拳こぶしを握りなおし、銀ぎん刃じんの剣けん士しに向き直る。


「あなたがライル先輩を壊したんですね!!」


　獰どう猛もうな獅し子しが、本気で怒おこったときのような目でパッフェルは銀刃の剣士を睨む。


　今にも駆かけ出しそうなパッフェルを、アッシュが摑つかんだ。


「ちょっと待て。ひとりで行くな。俺おれもあいつにはむかついてんだ」


　アッシュもまた、燃えるような瞳で銀刃の剣士を射抜く。


「ライル先輩のことは苦手だ。正直、いけ好かないヤツだとも思っている。だけど、こんな外げ道どうに人生を弄もてあそばれていいはずもない！」


　アッシュは銀刃の剣士に向かって駆けた。走りながら左手を上着の下に突つっ込こんで、三本の投擲用短剣スローイング・ダガーを抜き、顔面めがけて投げる。


「甘あまい」


　銀刃の剣士は長ちよう剣けんを一ひと振ふりし、三本すべてを弾はじいた。


　振ふり抜いたことで、銀刃の剣士の剣は大きく開かれている。


「あなたのほうですよ！」


　その瞬しゆん間かんを狙ねらい、パッフェルは跳ちよう躍やくした。


　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめ、銀刃の剣士との距きよ離りをゼロにした。


「なに？」


　銀刃の剣士の声に、はじめて焦あせりが浮うかぶ。


　パッフェルは思いっきり右手を振りかぶりながら叫さけんだ。


「〝死点の烙印デツド・ホール〟発動──!!」


　パッフェルの拳が、銀刃の剣士の左ひだり頰ほおを撃うった。


　銀刃の剣士が吹ふっ飛とんでいく。三メートルは飛ばされたか、銀刃の剣士は大の字になって床ゆかに転がった。


「正義は勝ちます！」


　むんっとパッフェルは鼻から息を吐く。


「ライル先輩。あんなやつの言うことを聞く必要はもうない」


　アッシュは細身の剣を鞘さやに戻もどしながら言う。


「アッシュ君……キミは大きな勘かん違ちがいをしている」


　言われた意味がわからず、アッシュは目を白黒させた。


「本当ならば、キミのほうがあの人の言うことを聞かねばならないのだよ？」


「は？」


　アッシュが背後を向けているとき、むくりと銀刃の剣士が起き上がる。


　その際、フードが外れ、素す顔がおがさらされた。


　白髪しらが混まじりの髪かみを無造作に後ろに撫なでつけた、無ぶ精しようひげの男が言う。


「この私に〝死点の烙印デツド・ホール〟を捺おすとはな。実にいいコンビだな。アッシュ」


「なに言って──」


　再び剣を抜きつつ、銀刃の剣士を振り返ったアッシュは動きを止めた。


　目は見開かれ、口は半開き。


　まるで、この世で一番会いたくない相手を見つけてしまったような顔だった。


「剣の腕うでも少しだけ上がっている……やはりお前を魔ガ法ル学テ園ンに入園させて、正解だった。強くなったな、アッシュ」


　パッフェルは、アッシュが硬こう直ちよくしたまま、口だけ動かすのを見た。


「義と父うさん……」





　アッシュは義父であるガルークルの顔を見た瞬間、何も考えられなくなった。


　会いたかったという想おもいと。


　ライルを壊した怒いかりと。


　強くなったと褒ほめられた喜びと。


　いろんな感情がごちゃ混ぜになり、アッシュの心をかき乱す。


　パッフェルに捺された〝死点の烙印デツド・ホール〟が、ガルークルの左頰で光っていた。


　よくわからなくなる。


（義父さんが敵だったっけ？　それとも、パッフェル？）


　そんな、わかりきった疑問が頭の中に湧わいてきた。


（義父さんが、敵……）


　アッシュはその事実を胸中で認め、からんと細身の剣を取り落とした。


「なんで、なんでなんだよ！　なんで義父さんがここにいるんだよ!?　なんで義父さんが銀刃の剣士なんだよ!?」


　駄だ々だをこねる子供のようなアッシュの姿に。


「アッシュさん！」


　パッフェルが思わず駆け寄った。


　ガルークルに背後を見せるのもいとわずに。


「アッシュさん！」


　手を、力強く握にぎられた。


「落ち着いてください！」


　そんなパッフェルの声を無視して、アッシュは叫ぶ。


「なぁ、答えろよ！　義父さんがジェイナス先生を刺さしたのか!?」


「そうだアッシュ。私が刺した。どうしても、私の目的に必要だったのでな」


　今すぐ発はつ狂きようすれば、なにも考えなくてよくなるのだろうかと、アッシュは本気で考えた。


　楽になりたいと思うと、足の力が抜けそうになった。


「そ、そんな……」


　呆ぼう然ぜんとするルファの呟つぶやきが聞こえてきた。


　ルファもアッシュ同様力が抜けたのか、船長室へとつながる扉の前でぺしゃんと座すわり込む。


「義父さんの目的はなんだ……？」


　パッフェルに支えられながら、アッシュは問う。


　ガルークルは答えず、アッシュの目の前まで移動すると、封ふう印いんの書を取り出した。


　本を開き、ガルークルは朗々と一つの詩を読み上げた。


「盟約に従え。我サザンの栄光と大学院アカデミアの繁はん栄えいを望む者なり」


　すると、封印の書の開かれていたページがカッと光り、ひとりの老人がガルークルの背後に現れた。


　白い髭ひげをたっぷりと蓄たくわえた、やけに質のよさそうな服を着ている老人だ。


　老人は半はん透とう明めいで、明らかに生きている人間でないことがわかる。


　封印の書には召しよう喚かん術じゆつ師の魂たましいの〈真の名〉が書かれているとジェイナスは言っていた。


　それがきっとこの老人なのだろう。


「じーさん。久しぶりだな。また力を貸してほしい」


　ガルークルはぽつりと呟き、老人に手を伸のばした。


　魔ガ法ル学テ園ンの誰だれをしても、封印の書は使えないとジェイナスは言っていた。


「ぐぅ、おぉぉぉ！」


　だが、ガルークルは使ってみせる。


　老人の魂を肉体に宿し、ガルークルの肌はだの色が浅黒く変わった。


　そして、ガルークルは門を開く。


　あまりに巨きよ大だいな六ろく芒ぼう星せいはどこまでも伸びていった。


　それこそ、天を越こえるほどに。


　六芒星が顕けん現げんした瞬間、アッシュは激しい発作に膝ひざをついた。


　久しく訪おとずれていなかった発作が、強きよう烈れつな精せい霊れいの気配を感じて再び戻ってきたのだ。


「アッシュ。私とともに来るか？」


「な、いきなりなにを……」


「この門はただの召喚門とはわけがちがう。精霊王が眠ねむる場所へとお前を連れて行ってくれるぞ」


「──ッ!?」


　どうりで。


　両手に刻きざまれた七つの点の烙印が肉眼でもはっきり見えた。


「今のお前なら共に旅をすることもできる。そうすれば、私の目的も話そう。アッシュ、ついて来い」


　憧あこがれの義父の手が目の前に伸ばされ、アッシュは思わずそれを取りそうになった。


　だが。


「黒曜剣精霊殺しを持つ人物を精霊王に会わせるわけにはいかない」


　ライルは甲かん板ぱんから一段高くなった場所で、小壺つぼを取り出した。


「あれ、前に宿場町で買ってた……」


　ルファはそう呟いた。バラン近くの宿場町でライルが購こう入にゆうしていた高価なアイテムだ。


「滅ほろびろ、精霊を殺す剣。邪じや魔まなのだよ」


　ライルは小壺の中身を甲板に向かって撒まき散らした。


「滅びの粉ふん塵じんか!?」


　ガルークルが動かないアッシュの身体からだを突つき飛ばす。


　だが、遅おそい。


　黒曜剣ブラツク・ソードの一部に砂さ塵じんがかかった。


　瞬間、まるで一瞬にして千年の時が流れたように、黒曜剣ブラツク・ソードがぼろぼろと崩くずれていく。


　幸いにして、少しだけ粉がかかった程度だった。だが、柄つかは折れ、鞘の一部が壊こわれている。壊れた鞘からは黒い瘴しよう気きが溢あふれ出て、部屋を充じゆう満まんする黒い霧きりと合わさった。


　滅びの粉塵。


　いかなる物であれ、それが物であるのなら滅ぼせるというアイテムだ。


「ちっ。あちらでは直せないか……」


　ガルークルが舌打ちをした。


「アッシュ。次に会うまでに、黒曜剣ブラツク・ソードを直しておけ。そのうち迎むかえに行く」


「あっ……」


　そう言い残すと、ガルークルは巨大な六芒星の中に入っていく。


　追いかけようとして、アッシュは自分の身体が動かないことに気づいた。


　パッフェルが、涙目で腕にしがみついていた。


「行っちゃいやです！」


　先ほどから何度も名前を呼んでくれて、身体を支えてくれているパッフェル。


「アッシュ」


　それと、まるで迷まい子ごの子供のような目をしたルファをおいて、ここを離はなれるわけにはいかない。


　パッフェルに支えられながら、ルファを守ると誓ちかったあの日を思い出しながら、アッシュは六芒星が消えるまで、ガルークルの背を眺ながめ続けた。





「ありがとう、パッフェル。もう大だい丈じよう夫ぶだから」


　アッシュの声でパッフェルはようやく身体を離した。


　ぐすっと鼻をすする音が響ひびきわたる。


　あたりは静まり返っていた。


　アッシュは細身の剣けんを杖つえ代わりにして立ち上がると、ルファのもとへ歩いて行った。


　階段を上り、船長室前に座り込こんだルファの顔を覗のぞき込む。


　あまりのことに、ルファはショックを受けて放心していた。


「ルファ先せん輩ぱい……」


　パッフェルは心配になるが、アッシュがついているのだ。


　きっと大丈夫だろうと思う。


　そして、ふと気づく。


　目に見える範はん囲いにいるのは、アッシュとルファと自分。


　ライルがいなかった。


「!?」


　パッフェルはすぐさま立ち上がると、アッシュに声をかけた。


「ライルさんがいません!?」


「なんだって!?」


　アッシュも気づいていなかったようだ。


「あたし、捜してきます！」


「危険だ！　俺も」


「ルファ先輩はどうするんですか!?」


　ギロリとパッフェルはアッシュを睨にらむ。


　ルファは身体に力が入らないようで、立ち上がれないようだ。


　そんな状態の女の子、それもルファを捨ておくなどもってのほかとパッフェルは言い切る。


「だめだと思ったら、ちゃんと逃にげてきます！」


　パッフェルはそう言い、急いで階段を駆かけ上がり、船長室へつながる扉とびらへと駆け込んだ。


　すると、濃こい黒い霧が溢れてきた。


　ぴりぴりと肌を刺し激げきしてくる程度だった黒い霧も、濃くなっていくごとにその刺激が増していく。


　普ふ通つうのガリオン船なら扉を開けた先が船長室なのだが、どうやらここは宝物庫のようだ。その奥おくに、濃い霧が漏もれ出している扉が一つあった。


「船長室は、もう一つ奥ですか」


　パッフェルは慎しん重ちように霧の濃い方へ歩みを進めていく。


　見通しは悪いが、濃のう霧むのようになにも見えなくなるわけではなかった。


　時折宝物庫に置かれている木箱にぶつかりながらも、黒い霧の発生源までやってきた。


　パッフェルは入り口の脇わきに背中をくっつけ、そっと扉を開く。


　少しだけ広い部屋に、ベッドと机がある。どうやら、船長室で間ま違ちがいないようだ。


　そこにライルがいた。


　ライルは杖の周りに光球を漂ただよわせ、たいまつ代わりにしていた。


　その明かりを頼たよりに、何かを捜さがし回っているようだ。


（嘆なげきの石を捜しているんですね）


　おかげで部屋の中は明るかった。


　ライルの動きを目で追っていくうちに、別の人ひと影かげがあることにパッフェルは気づく。


　いや、人影だったと言うべきか。


　ボロ布をまとった男の人骨だ。


　骨はライルの足もとに仰あお向むけで倒たおれていた。


　キラリとその人骨の胸むな元もとにあったペンダントがライルの作った光を反射する。


　離れていても、すぐにわかった。


　あのペンダントはパステルが持つ物と同じだと。


「お父さん！」


　パッフェルが捜し求めた人物のなれの果て。


　思わず声を出し、パッフェルは身を隠かくそうとした。


　だが、ライルとばっちり目が合う。


　ライルはちょうど布に包まれた拳こぶし大の何かを持ち上げたところだった。


「パッフェルか」


　そう声をかけられ、隠れるのも無む駄だだと思ったパッフェルは、ライルに身をさらした。


「パッフェル。キミには見てもらおうか。これが嘆きの石だ」


　ライルは手に持った何かの布地を剝はぎ取る。


　そこに、アッシュの黒曜剣ブラツク・ソードの刀身を思わせる黒い鉱石があった。


「ほんとうに〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を起こす気なんですか!?」


　噓うそであってほしい、そう思いながらパッフェルは同じ質問を繰くり返す。


　そんなわけがない、と言うライルを期待して。


「当然だ」


　だが、やはり答えが変わることはない。


　ライルは一度肩かたをすくめて見せた。


「だが、ひとつ問題がある」


　ライルは嘆きの石をもてあそびながら、冷たい目でパッフェルを見た。


「私がジェイナス先生を襲おそった賊ぞくと繫つながりがあることを、キミたちに知られてしまったことだ」


　不ふ穏おんな空気が流れる。


　幽ゆう霊れい船せんという負の雰ふん囲い気き漂うこの場において、ライルの放つ空気は際きわ立だっていた。


「すまないが、キミたちには消えてもらわなくてはならない」


　パッフェルは世界が反転したような感覚を覚えた。


　親しかった人が、敵にまわる。


　ただ命を狙ねらわれるより、死を覚かく悟ごした戦場よりも身体の芯しんが冷える。


（でも）


　パッフェルは、ぐっと溢れそうになる涙なみだを抑おさえ込んだ。


（お父さんに裏切られたアッシュさんたちより、つらいはずがありません！）


　心で自分を叱しつ咤たする。


　皆みんながつらいときだからこそ、自分がしっかりしなくては。


「させません！　アッシュさんもルファ先輩も、もちろんあたしも、絶対に学園に帰るんです！」


　パッフェルはぎゅっと拳を握にぎる。


「そうか」


　ライルはどこか寂さびしそうにそう呟つぶやき、それでも冷れい酷こくな目でパッフェルを見た。


　そして、その視線を足もとの人骨へ。


「確かキミは、父親の魂たましいを解放しにきたのだね？　ならば、戦わせてあげよう」


　ライルは嘆きの石を頭上に掲かかげた。


「この者の魔ま力りよくと、汝なんじの魔の元素をもって、この地と契けい約やくする」


　黒い霧がパッフェルの視界を覆おおった。


　目を閉じているのか開いているのかわからなくなるほどの、濃い黒。


「くっ!!　力が……！」


　パッフェルは、自身の魔力がその黒い霧に奪うばわれていくのを感じた。


「ここは失楽園……儀ぎ式しき、ダーク・ホーリナー!!」


　ライルの魔法が完成する。


　次にパッフェルが目を開いたとき、ライルの持つ白い樫かしの杖に変化があった。


　その杖の周りを漂っていた光球が、黒いものに変わっている。


　黒球は分ぶん裂れつし、どんどん数を増やしていく。


　ライルが杖を振ふると、それらの黒球は幽霊船のあちらこちらに飛んでゆく。


　その中の一つがフェイルの骨の胸に落ちた。


　ギラリとまるで生きているように、フェイルのドクロの目が真っ赤に光った。


　カタカタ小気味のいい音を立てて、フェイルの死体が立ち上がる。


「なんて、ことを!!」


　パッフェルは怒いかりのあまり、絶句した。


　大切な父親の死体を冒ぼう瀆とくされた。


「ライル先輩ぃぃぃ！」


　パッフェルは怒りからライルへと殴なぐりかかろうとした。


　だが、次の瞬しゆん間かん動きを止める。


　フェイルの死体の変化は、立ち上がるだけにとどまらなかったからだ。


　動きを止めたパッフェルを満足そうに眺め、ライルが言う。


「幽霊船の死体が、嘆きの石が放つ魔の元素に当てられアンデッドとなった。しかし、嘆きの石の真価は、それにあらず。魔ガ法ル学テ園ンの三さん角かく塔とうを起動させる鍵かぎであると同時に、他者から魔力を奪うことで嘆きの石はあらゆる儀式地形を作り出す」


　幽霊船が地じ震しんに襲われたように震ふるえる。


　余りの揺ゆれに、パッフェルは立っていられなくなって膝ひざをついた。


　そんなパッフェルの目の前で、フェイルの死体がふわりと宙に浮かぶ。


「なっ!?」


　パッフェルは驚きよう愕がくしながらも、背後に危険を感じ、横に転がった。


　直後、パッフェルの背中をかすめ、バラバラの人骨がフェイルの死体に飛来する。


　フェイルの胸元に黒光りする黒球。


　まるで磁石に吸い寄せられるよう。


　壁かべを、床を、天てん井じようを突き破り、幽霊船に存在する死体が船長室に集結する。


「お父さん!!」


　思わず、パッフェルは絶ぜつ叫きようした。


　フェイルの死体を中心に、バラバラの人骨が竜たつ巻まきのように舞まう。


　やがて、バラバラの人骨はフェイルに集まり、飴あめ細ざい工くのように死体そのものの形が変わる。


　折り重なり、絡からみ合い、混ざり合う。


　ぐにゃぐにゃと不安定だった形が、やがて一つの巨きよ大だいな影かげとなる。


　巨大な蛇へびを思わせるそれは、幽霊船そのものよりもさらに大きい。


　バキィと、化け物の大きさに耐たえ切れず、船長室の壁が吹ふき飛んだ。


「スカル・サーペント……嘆きの石にはふさわしいアンデッドだ」


　ライルはどこか恍こう惚こつとした表情を浮かべると、頭だけで船長室を埋うめ尽つくしかねないスカル・サーペントを眺ながめた。


「お別れの時間だ、パッフェル」


　自らの誕生を喜ぶように、スカル・サーペントは爛らん々らんとした赤い目をパッフェルに向けた。





　同刻。


「な、なんだっていうんだ……？」


　アッシュは冷や汗あせをかきながら、細身の剣けんを構えていた。その背後には不安げな表情のルファがいる。


　アッシュは、突とつ然ぜん起こった出来事に目を白黒させた。


　幽霊船が揺れたと思った次の瞬間、ガルークルに殺された冒ぼう険けん者しや風の男が宙に浮かび、パッフェルが向かった船長室に飛んでいった。


　しばらく、剣を構えて様子を見ていると、床ゆかが震えていることにアッシュは気づいた。しかも、その振しん動どうは徐じよ々じよに大きくなってくる。


　どこかで地震が発生し、その発生源が近づいてくるような感覚を覚えた。


　振動が最高潮に到とう達たつしたとき。


「あ、あ、あ、アッシュさん！　逃げてください！」


　パッフェルが焦あせった様子で船長室から飛び出てきた。


「ど、どうした!?」


　アッシュが叫さけび声を上げた次の瞬間、幽霊船の船せん尾びをぶち壊こわす勢いで、巨大なスカル・サーペントの頭が突き出てくる。


　あまりに巨大なその全長。


　スカル・サーペントは胴どう体たいを幽霊船に巻きつけた。


　幽霊船がまるで鎖くさりでがんじがらめにされているように、スカル・サーペントの胴体に締しめ付けられる。


「なんだこいつ!!」


　それに追いかけられたためだろう、顔色の悪いパッフェルはアッシュに言う。


「ライル先せん輩ぱいが嘆きの石を使って造ったアンデッドです！」


「なんだって？　チッ！　あの先輩厄やつ介かいすぎるだろ？」


　幻げん影えい魔ま法ほう科の首席にして、このような化け物すら造り上げるライルにアッシュは舌打ちをした。


　さきほど、才能があるゆえの孤こ独どくを吐と露ろしていたライル。


　確かに、魔ガ法ル学テ園ンの中でも群を抜ぬいている。


　せめてルファの召しよう喚かん術じゆつが使えればと思うが、黒い霧きりがある以上どうしようもない。


「逃にげ場は無い。諦あきらめてもらおう」


　壊れた船長室へとつながる扉とびらから、ライルが甲かん板ぱんへと出てくる。


　右手には禍まが々まがしい嘆なげきの石を。


　左手には純白の杖つえを持ち、その背後にスカル・サーペントの頭部を従えてアッシュたちに対たい峙じする。


「チッ」


　アッシュは、ビートの身が心配になる。


　自分たちの帰りを待つため、幽霊船の船尾の下で待機してくれているはずだ。


　今すぐ安否を確かめたいが、ライルとスカル・サーペントがいるので近づけない。


　アッシュたちは一度態勢を整えるため、船首まで逃げようとした。


「そちらに行っても逃げ場は無いが……海に飛び込まれると厄やつ介かいか」


　ライルは独り言を呟くと、船首に樫の杖の先を向けた。


「嘆きの石の力は、この魔法と相あい性しようがいい。特別に見せてあげよう。幻影魔法、最強の魔法を」


　目を閉じ、ライルは静かに詠えい唱しようを始めた。


「光にして光にあらず。幻影にして幻影にあらず。汝、千の騎き士し団だんなり──幻影騎士団イリユージヨン・アーミー」
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　杖の先せん端たんに光球が生まれ、船首に向かって雨のように降り注ぐ。


　それらの光は人型となり、アッシュたちの前に立ちふさがった。


「なんだ、あいつら……？」


　アッシュはあまりの光景に、思わず呟いた。


　無数にいる甲かつ冑ちゆうを着た女兵士たちが船首を埋め尽くしていた。


　女兵士たちは全員半はん透とう明めいで、身体からだの向こう側が透すけている。


　幻影の騎士とスカル・サーペント。


　そのふたつにはさまれて、アッシュはぎりっと奥おく歯ばを嚙かんだ。


「わかったな。逃げ場はない」


　背後にいるスカル・サーペントは言わずもがな。とても勝てる相手とは思えない。


　だが、幻影の騎士に向かうのも、得策とは思えなかった。


　アッシュは腕うでの中で小さくなっているルファを見下ろした。


「ルファ。今は生き残ることだけを考えてくれ。義と父うさんのことは、あとで一いつ緒しよに考えよう」


　無言でこくりとうなずくルファを抱だく左手に、アッシュは力を込めた。


　ライルは女兵士とスカル・サーペントに同時に命令を出した。


　アッシュとルファとパッフェルに、女兵士とスカル・サーペントが殺さつ到とうした。





「やぁぁぁぁぁ!!」


　パッフェルはスカル・サーペントの頭に、右みぎ拳こぶしを叩たたき込んだ。


　ガンっと衝しよう撃げき。


「痛っうぅぅぅ!!」


　殴った右拳のほうが悲鳴を上げた。


　右手を押おさえ、思わず苦く悶もんをもらす。


「蛇よ！」


　その隙すきを逃のがすライルではない。


　すかさずライルはスカル・サーペントに指示を出した。


「わわッ!?」


　スカル・サーペントが大口を開け、パッフェルに向かってくる。


　それを躱かわそうとして、背後にアッシュとルファがいることを思い出す。


「アッシュさん、後ろ！」


「あぁ！」


　アッシュに危険を伝えながら、パッフェルは横に飛ぶ。


　返事をしたアッシュも、パッフェルと同じ方向へ飛んだ。


　スカル・サーペントの突とつ撃げきは、がりがりと甲板の床を削けずっていく。


　それを何とかやり過ごし、パッフェルはスカル・サーペントの剝むき出しの背骨にかかとを落とす。


　ガンっと衝撃は伝わってきたが、まるで傷ついた様子はない。


「もぅ！　硬かたすぎですよ！」


　文句を言いながら、パッフェルはアッシュの背後へと戻もどった。


「パッフェル、右だ！」


「はい！」


　アッシュの声を受け、自身の左側に肘ひじ鉄てつを突き出した。


　パッフェルとアッシュの中には暗あん黙もくの取り決めがあった。


　それは、戦いの中相手に方角を示すとき、自分から見ての方角を言うというもの。


　お互たがいがお互いの目になり、視野を全域にわたらせるために、いつの間にか決まっていたことだ。パッフェルは戦いのさなかだというのに、このわかり合えている感覚に心地よさを感じた。


　振ふりかぶった剣を、今にもパッフェルに落とそうとしていた女兵士の胸部を左肘が貫つらぬいた。


　普ふ通つうなら甲冑を肘で撃うてば、怪け我がをするのはパッフェルのほうだ。


　だが、相手は幻影。


　実体を持っているようだが、それは所しよ詮せん魔ま力りよくで造られたかりそめの肉体であり甲冑だった。


「ルファを頼たのむ！」


　アッシュにそう言われ、パッフェルは身体をくるりと右回転させる。


　まったく同じタイミングで、アッシュも右に身体を回転させた。


　すると、背中合わせだったふたりが、顔を見合わせる。


　この一いつ瞬しゆんの視線の交差の間に、パッフェルはアッシュからルファを受け取った。


　回転の勢いを殺さず、ふたりはまたも背中合わせになる。


　一連の動作は、一秒にも満たない間に行われた。


「ルファ先輩！　ちょっと我が慢まんしてくださいね！」


「え？」


　戸と惑まどうルファをパッフェルは両手で抱き上げた。


　お姫ひめ様を抱かかえる騎士のような姿だ。


　パッフェルの周りにも、いつの間にか女兵士が数人現れている。


　パッフェルはルファを抱えたまま体勢を低くし、手前の女兵士の足を払はらう。


　両足が宙に浮うき、転びそうになるその女兵士の頭を、足払いの回転を利用しながらソバットで狙ねらい撃った。


　女兵士が搔かき消える。


「ふぅ……きりがないですね」


「あぁ……」


　アッシュに背中を預け、アッシュに背中を預けられながら、パッフェルは大きく息をついた。


　ふたりとも息が上がっており、限界が近い。


「……そろそろ下ろしてくれる？」


「おぉ！　ご、ごめんなさい！」


　ルファにそう言われ、パッフェルはあわててルファを地面に下ろした。


「いろいろ見えてきたわ。なんとかなるかもしれないわよ」





　戦いのさなか。


　アッシュとパッフェルに、まるで荷物のように扱あつかわれながら、ルファはずっと考えていた。


（私、ふたりの足を引っ張っている）


　召喚術の使えない自分など、なんの役に立つのか。


　そう悲観してしまう自分の心を叱しつ咤たする。


『生き残ることだけを考えてくれ』


　アッシュに言われた言葉を思い出し、気力を奮い立たせる。


（戦せん況きようをよく見ないと……なにか、打開策を）


　ルファの見る限り、女兵士はそれほど強くないように思えた。


　でなければ、いくらアッシュとはいえ、片手で自分を守りながら戦いを続けていられないだろう。


　本来幻影騎士団イリユージヨン・アーミーは、戦うためのものではない。幻影により巨きよ万まんの兵士を生み出し、相手に恐きよう怖ふを与あたえ、その場から撤てつ退たいさせる魔ま法ほうだ。


　ところが、今のルファたちには撤退する場所がない。しいてあげるなら、ビートの船か、幽ゆう霊れい船せんの内部だろう。


　ビートの船に向かうならスカル・サーペントを倒たおさねばならず、幽霊船の内部へ向かうなら、女兵士たちの中を突つっ切きらねばならない。


　つまり、ライル自身が作り出したこの場が、魔法の威い力りよく自体を下げているのである。


　いつものライルなら考えられないことだが、嘆きの石を手に入れて驕おごっているのかもしれない。


　そこに、付け入る隙は充じゆう分ぶんにある。


　問題はスカル・サーペント。


（パッフェルの攻こう撃げきでも弾はじかれるのなら、魔法しかない）


　そう考え、次なる問題はライルだ。


（油断していてもライルさんは幻げん影えい魔ま導どう師し……魔法反射の光プリズム・ブレイクが使える）


　魔法反射の光プリズム・ブレイクは、魔法を使用した人物の魔力を暴走させる、いわば魔法を打ち消すための魔法だ。


　以前、ルファは魔法反射の光プリズム・ブレイクを受けてパッフェルの右手が爆ばく発はつしたようになったのを知っている。


　幻影魔法の基本ともいえるその魔法を、よもやライルが使えないということはない。


　実際、ルファも何度か使っている場面を見たことがあった。


　それをどうにかしないと、スカル・サーペントは倒せない。


（でも、いったいどうすれば……）


　相手は魔法反射の光プリズム・ブレイクという切り札ジヨーカーを持っている。


　そのうえで、守りを固め、強力な攻せめ。


　これはいわば、理想の戦術である。


　これを忠実に守られている状況は、もともと戦力が不足しているルファたちにはなによりもきつい。


（勝てない……）


　心が諦あきらめてしまいそうになったとき、ルファはあることに気づいた。


　徐じよ々じよに女兵士の数が減ってきているのだ。


　目の前の戦いに集中しなければならないアッシュたちには見えていないだろう。全体を見ていたルファだけが気づけたことだ。


　思えば、ライルは先ほどからずっと魔法を使い続けている。


　ライルの蒼そう白はくになった顔色を見て、ルファは確信する。


（魔力が尽つきかけている……？）


　だからなんだというのか。


　いくら油断しているとはいえ、相手はライル。


　魔法反射の光プリズム・ブレイクが使えなくなる前に幻影を消し去り、スカル・サーペントを守りにまわすだろう。


　結局ジリ貧。


　あちらがつらいよりももっと、アッシュとパッフェルのほうが限界だ。


　こちらの切り札ジヨーカー、黒曜剣ブラツク・ソードと召しよう喚かん術じゆつが封ふうじられている時点で──。


（待って……封じられている？）


　ルファはあることを思い出した。


　それは、幽霊船でアイビーを召喚したときのこと。


（使える……）


　ならば、分の悪い賭かけではあるが、道はあるとルファは考えた。





「いろいろ見えてきたわ。なんとかなるかもしれないわよ」


　ルファはそう言い、アッシュたちを見た。


「ど、どうするんだ？」


　荒あらい息をつき、アッシュが問うた。


「それは……言えないわ。だけど、私を信じて」


　喋しやべるわけにはいかないのだと、ルファは心の中で謝あやまる。


　万が一にもライルに作戦が聞かれてしまえば、それで終わり。


「……わかった」


「ルファ先せん輩ぱいを信じます！」


　アッシュとパッフェルが強い信しん頼らいの目でルファを見た。


　ルファが一歩前に出る。


「ルファさん……」


　ライルの瞳ひとみが、少しだけ揺れた。


　一度固く目を瞑つぶってから、ライルは言う。


「……降参する気はないかね？」


「どういう意味かしら？」


　ルファはライルを油断なく睨にらんだ。


「文字通りの意味だよ。わたしはあなたを殺したくない。降参してくれるのなら、命は助けよう」


　分の悪い賭かけに出る寸前にそう言われ、ルファの決意が揺らぎそうになった。


　だが、なにより気にかかることが一つある。


「アッシュとパッフェルはどうするつもり？」


「わたしが殺したくないのは、あなただけだ」


　ライルの答えに、ルファの心が一いつ瞬しゆんで決まる。


　選せん択たく肢しにすらなりえない。


　アッシュとパッフェルを見殺しにするぐらいなら、一緒に死んだほうが何万倍もましだ。


「あなたは聡そう明めいな女性だ。だからこそ、今の状況がどうしようもないと──」


　ルファは言葉を続けるライルを。


「うるさいわね」


　一言で無理やり黙だまらせた。


「残念だ……」


　ライルはルファから決別するように、一度頭を振ふる。


「もう、誰だれも生かしてここから帰さない」


　ライルは樫の杖を大きく振り、先をルファに突つきつける。


　それを不敵に見返して、ルファは堂々と胸を張って言い返した。


「悪いけど、全員生きて学園に帰るわ」


　そのために、とルファは表情を引き締める。


「七しち星せい魔導師の力、見せてあげるわ──」


　ルファはそう言うと、歌うように詠えい唱しようを始める。


「呼びかけに答えよ。我は汝なんじの血族なり……」


　ルファの周りに、嘆なげきの石の魔力すら吹ふき飛ばそうとする力の奔ほん流りゆうが流れた。


〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を沈しずめたとされる伝説の魔導師、七星魔導師。


　その召喚術師の血を引くルファは、その先祖の魂たましいを呼び出すことが出来る。


　噂うわさに聞く、ドラゴンすら使し役えきしたルファの力の奔ほん流りゆうに、ライルが驚おどろきの声を上げた。


「ッ!?　やめてください!!」


　パッフェルが叫さけんだ。


「さっきあんなに苦しんでいたのに！　また召喚術を使ったら、ルファ先輩が！」


　己のことのように、パッフェルが痛々しい表情になった。


　ルファは心の中でパッフェルに謝った。


「……我わが肉体に宿りて、かつての力を示せ！」


　ぴかっと、黒い霧きりすべてを晴らすような光がルファから放たれる。


　次に目を開けたとき、そこには黄金の髪かみを銀にかえ、両の瞳ひとみを血のように赤く染めたルファが立っていた。


　立っているだけで、魔力が他の人物たちの肌はだをビシビシと刺し激げきする。


　魔力とは本来は無む垢くなものであり、力の方向性を魔法で指定しなければなんの意味も持たないものだ。


　それが、肌を刺激するなど、おおよそ尋じん常じようじゃない魔力がルファの身体からだから溢あふれているのである。


（これは賭け。力が強ければ強いほど、ライルさんは引っかかる）


　ルファはそう考えて、自身の魔力を極限まで高めた。


　そして、虚こ空くうに手をかざし、巨きよ大だいな召喚門を作り出す。


　スカル・サーペントの身体よりもさらに大きな、今のルファが造れる最大級の大きさを。


「ルファさん、やめたほうがいい」


　ライルが、召喚門を見上げ呟つぶやいた。


「死ぬことになる」


「あら？　私たちを殺そうとしているくせに、変なこと言うのね？」


　ライルのその一言に、ルファは動どう揺ようを見た。


　心の中で確信した。


「このまま死ぬぐらいなら、可能性にかけてみるわ！」


　召喚術も魔法と呼ばれる以上、魔法反射の光プリズム・ブレイクに狙われる。


　とくに、召しよう喚かん獣じゆうが現世に現れるときなど、莫ばく大だいな魔力が流れる。


　それを暴走させられたなら、誰だれも助からない。


　ルファは手を上げ、大声を上げながら下ろした。


「汝、蒼あおき鱗うろこを持つ嵐らん竜りゆうなり──来なさい、ストーム・ドラゴン！」


　ライルが樫かしの杖つえをルファに向け、同じく叫んだ。


「クッ！　魔法反射の光プリズム・ブレイク！」


　ピカっと視界がホワイトアウトする。


「ルファせんぱーい!!」


　パッフェルが喉のども裂さけよと絶ぜつ叫きようし。


　ルファが賭けに勝ったと確信した瞬しゆん間かんだった。


「アッシュ！　ライル先輩を！」


　光が晴れたとき、そこには何事もなく銀ぎん髪ぱつをたなびかせるルファがいた。


　言われて、弾かれたようにアッシュは動いた。


　右みぎ肩かたから投擲用短剣スローイング・ダガーを取り出し、ライルの顔面を狙ねらって投げる。


「──ク！　光の盾シヤイニング・シールド！」


　アッシュの投げた短剣は、ライルが作り出した光の盾シヤイニング・シールドによって弾かれる。


「なっ!?」


　ルファは一いつ瞬しゆん、賭けに負けたと思った。


　だが違ちがう、幽霊船の甲かん板ぱんにいた女兵士が次々と消えていった。


「クッ……限界か」


　ライルは青白い顔を悔くやしそうにゆがめる。


　おそらく魔ま力りよくが底を尽きたのだろう。


「……まさか、あれだけの召喚門を造っておいて、不発とはね。だまされたよ」


　ライルは感心した声をルファに向けた。


　そう、ルファはライルを引ひっ掛かけたのである。


　巨大な召喚門を作り出したが、それはただの張りぼてであった。


　魔ま物ものを召喚するためではなく、ただ見せかけるだけのもの。


　そんな魔力の通っていないものを暴走させようとしたところで、何の意味もない。


　ルファは真しん剣けんな顔になる。


「いつものライルさんなら見み抜ぬけたはずよ。召喚門には魔力を送ってなかったもの。油断禁物ね」


　慢まん心しんしたライルの心の隙すきを突く、一世一代の噓うそ八はつ百ぴやくにルファは勝利した。


「ふっ。やはりキミは聡そう明めいな女性だな」


　ライルはそう言うと、幽ゆう霊れい船せんに横付けされていたガルークルが乗ってきた船に飛び込こんだ。


　船員のいない、いずれは無人の幽霊船となるそれ。


「なんにせよ、あなたの行動は許せないわ。学ア園イのア盾スの副代表として、あなたを拘こう束そくします！」


　ルファはライルを睨にらみつけたが、ライルは不敵に笑った。


「わたしにはまだ蛇へびがいるのだがね」


「あんたが操あやつっているのなら、あんたを倒たおせば動きも止まるだろ」


「なるほど。それは確かに」


　アッシュは剣を持ち、走り出した。


「ならばわたしはお暇いとまさせてもらおう」


　ライルは嘆きの石をアッシュに向けた。


　黒い光が溢れ、アッシュの魔力を奪うばう。


「なっ!?　魔力は尽きたんじゃなかったのかよ!?」


　アッシュは力の抜ぬける身体を、剣を杖代わりにすることで支えた。


「石と儀ぎ式しきはわたしの魔力を使っていない。わたしは去るが、蛇は置いていこう……」


　ライルはそう言うと、突とつ然ぜん嘆なげきの石から蜃しん気き楼ろうが溢あふれた。


「蜃気楼と共に、儀式ミラージュ」


　一瞬、暗黒領域を包むそれかと思ったが、違うようだ。


　蜃気楼は旅船をまるごと覆おおい、晴れたときにはただ静かな海が広がっていた。


　ライルが嘆きの石を持って消えた後、スカル・サーペントは赤い目を爛らん々らんと輝かがやかせ、天に向かって吼ほえた。





　幽霊船にとどろくスカル・サーペントの咆ほう哮こう。


「お父さん……それに、みんな」


　パッフェルにはそれが悲しみの声に聞こえていた。


「チッ。やるしかないか。ルファ、召喚術は？」


「まだここにはあの霧が残っているから、しばらくは無理ね」


　それにと、ルファは付け加える。


「あまり状じよう況きようがよくなったとは思えないわ。ライルさんからの指示がなくなった分、あの化け物は何をしてくるかわからないわよ」


　スカル・サーペントの咆哮が止やむ。


　それが、本当の戦いの合図だった。


「来ます!!」


　スカル・サーペントの巨きよ体たいが、パッフェルの視界いっぱいに広がった。


　血の様に赤い目と、触ふれるだけで四し肢しが切断されそうな鋭するどい牙きば。


　ボキっと、船せん尾びにつけられた大きなマストを破は壊かいしながら、スカル・サーペントの頭が突とつ進しんしてきた。


「くぅ！」


　パッフェルはそれをギリギリで躱かわす。


　アッシュも何とかルファをかばい、避よけている。だが、先ほどライルに魔力を吸われた影えい響きようで、あまり俊しゆん敏びんとはいえなかった。


　突進ではパッフェルたちを捕とらえられないと思ったのか、スカル・サーペントがその巨体を大きく幽霊船から離はなした。


「なにを……」


　船体に巻きついていたスカル・サーペントの胴どう体たい部分がほどけていく。いつまでもつながる肋ろつ骨こつのようだったそれが動き、船体がまるでやすりをかけられたように削けずれていく。


「──っ!?　みんな、下に下りて！」


　スカル・サーペントの行動を読んだルファが悲鳴のように叫んだ。


　全員弾はじかれるようにして、甲板から下につながる階段へと走った。


　まずはパッフェルが飛び込む。


　甲板から下は、大ホールのように開けていた。


　甲板と同じく、多くの砲ほう台だいが置かれており、火薬の臭においが充じゆう満まんしている。


　部屋の真ん中には人間の胴体よりもさらに太い、主マストの支柱が船底まで貫かん通つうしていた。


　パッフェルに少し遅おくれて、ルファを抱かかえたアッシュが転がり込んでくる。


　甲板から大ホールにつながる階段を転げ落ち、パッフェルはふたりの身体をなんとか受け止めた。


　その瞬間、天てん井じようがなくなった。


　バキバキバキバキ！


　音を立てて、幽霊船の甲板が吹ふき飛んだのだ。


　スカル・サーペントはその巨体をまるで大おお鉈なたのように振ふるい、幽霊船そのものを攻こう撃げきしてきた。


　すべてのマストは今の一いち撃げきで折られ、幽霊船は減速する。


　パッフェルたちはお互たがいをかばいあいながら、降り注ぐ木切れから身を守った。


「こんなやつにどうやって勝つんだ！」


　降り注ぐ木片がぶつかったのか。額から一筋の血を流すアッシュが叫んだ。


　すっかり視界の開けた幽霊船から、パッフェルたちは天を見上げた。


　そこに、まるで先ほどまであった主マストのように天に巨体をそそり立たせるスカル・サーペントがいた。


　なおもスカル・サーペントの猛もう攻こうは終わらない。


　全員が全員満身創そう痍いな中、スカル・サーペントは身体からだの骨に奇き妙みような文様を浮うかべた。


　呪印にも見えるそれを、パッフェルとアッシュは正しく理解した。


「ッ！　こいつ、烙らく印いん魔ま法ほうを!!」


　スカル・サーペントは烙印の刻きざまれた骨を無数に飛ばした。


〝生気吸収の烙印エナジー・ドレイン〟。


　捺おされた者の生気を吸収する烙印だ。


〝生気吸収の烙印エナジー・ドレイン〟が刻まれた骨のうち一本が、アッシュの左足に命中する。


「ぐぁ!?」


「アッシュ!!」


　アッシュの身体が崩くずれ、ルファの悲鳴が響ひびき渡わたる。


　アッシュの肌はだが、真っ青になっている。


　心なしか、顔も死人のようにやつれていた。


　一瞬にして生気を吸収され、アッシュは立ち上がれなくなる。


「お父さん……みんな。もうやめてください！　その人たちは、あたしの大切な仲間なんです！」


　パッフェルの叫さけびを受けて、一瞬だけスカル・サーペントが動きを止めた。


　だが、それは次の獲え物ものを探すための動作。


　スカル・サーペントはパッフェルに狙いを定さだめ、もう一度突とつ撃げきしてくる。


　それはまるで、天から下される審しん判ぱんの雷かみなりを髣ほう髴ふつとさせた。


「っ！」


　スカル・サーペントが咆哮を上げ、大きく口を開いて迫せまってくる。


　パッフェルは思った。


　なぜ、こんなに悲しげなのだろうと。


　たんなる妄もう想そうなのかもしれない。


　ただ、自分に都合のいい幻げん聴ちようなのかもしれない。


　しかし、パッフェルにはその咆哮が解放を望んでいるようにしか聞こえなかった。


　死が迫っているにもかかわらず、パッフェルの心は悲しみでいっぱいだった。


　一度、パッフェルは後ろを振り返る。


　そこには、今にも気を失いそうなアッシュと大切な先せん輩ぱいであるルファがいる。


　自分がスカル・サーペントの攻撃を避ければ、船体に大穴が開くのはわかっていた。


　そうなれば、幽霊船は沈しずみ、三人は海に投げ出されることになる。


　まさか、蛇のような外見であり、骨で身体が構成されたスカル・サーペントが泳げないはずもないだろう。


　海の中で、スカル・サーペントに襲おそわれればひとたまりもない。


　勝つためには、あの巨体を受け止めるしかないのである。


「〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟発動──!!」


　パッフェルの左手が、呼応するように輝いた。


　まるで爆ばく発はつするように、一いつ瞬しゆんにしてパッフェルの左手が闇やみに溶ける。


　虚こ空くうに現れたのは巨きよ大だいな漆しつ黒こくの左手。


「受け止めてあげます！　フェイルお父さん！」


　父親の身体を受け止めると、娘むすめは誓ちかった。


「パッフェェェェル!!」


「いや！」


　アッシュが叫び、ルファが悲鳴を上げる。


　上空から一直線にパッフェルにせまるスカル・サーペント。


　漆黒の左手が、その頭部を摑つかんだ。


　だが、所しよ詮せんは人の手が魔ま法ほうによって巨大化したもの。


　パッフェル本人がスカル・サーペントを超こえなければ、それはなんの意味も持たない。


　一瞬の拮きつ抗こうすら許さずに、漆黒の左手は押おし返される。


「くぅぅぅぅぅ!!」


　それでもパッフェルは、毅き然ぜんとスカル・サーペントを見上げる。


　脳のう裏りに浮かぶのは、出港前にパステルと交かわした約束。


　必ず生きて戻もどると、拳こぶしをぶつけ合った──。





　気力を振り絞しぼり、アッシュは立ち上がろうとする。


　足はがくがくと震ふるえ、視界は何度も暗転する。


　普ふ段だんはなんとも思わない行動が、今は何よりも難しい。


　スカル・サーペントに射抜かれた左足が痛みを訴うつたえ、身体が崩れ落ちる。


「アッシュ！」


　倒れこむ寸前、ルファがアッシュの身体を摑んだ。


　だが、支えきれず、ふたりはもつれ合うようにして倒れこむ。


「ぐっ」


　それでもなお、アッシュは立ち上がろうとする。


「アッシュ……」


　そんなアッシュを痛々しげに見上げ、ぽつりとルファがもらした。


「なんでもひとりでやろうとしないで」


　すっと、腰こしに手を回され、アッシュはルファに支えられた。


　支えあい、寄りかかり合いながら、ふたりは一いつ緒しよに立ち上がった。


「ルファ……黒曜剣ブラツク・ソードを、俺おれの剣を！」


「剣？」


　ルファは言われるまま、背中にある黒曜剣ブラツク・ソードをアッシュの肩かたから外した。


　滅ほろびの粉ふん塵じんを受け、ぼろぼろになった黒曜剣ブラツク・ソードは柄つかが途と中ちゆうで折れていた。


　壊こわれた鞘さやの部分からは瘴しよう気きが漏もれ出している。それを吸い込み、ルファは内臓を侵しん食しよくされる痛みから思わずうめく。


　こんな痛みを、アッシュはいつも味わっていたのかと、ルファの涙るい腺せんが緩ゆるんだ。


「もういい。ありがとう。離れてくれ……」


　瘴気の侵食は、アッシュも受けていた。


　だから、ルファには近くにいてほしくなかった。


　これ以上、ルファに痛みを受けてほしくなかった。


　アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを幽ゆう霊れい船せんの床ゆかに突つき立て、わずかに残った柄を両手で握にぎろうとする。


　だが、握あく力りよくがもうない。


　思わず落としそうになった。


　そっと、アッシュの手が体温を感じた。


　ルファの手が添そえられたのだ。


　アッシュは思わずルファを見た。


　そこに、黒曜剣ブラツク・ソードの瘴気を吸い込みながらも微笑ほほえむルファがいた。


「バカ。さっきも言ったでしょ。私がいるから……ずっと一緒にいるから、ひとりでしないで」


　アッシュの頰ほおを涙なみだが伝った。


「ルファ……ありがとう」


　強い義姉……いや、強い女だと思う。


　いつか。いつかきっと、ルファを支えられるようになりたいとアッシュは願った。


　だから、その第一歩として。


　今はこの戦いに、みんなで勝利しよう。


「すべてを喰くらい尽つくせ〝世界結合の烙印アース・コンセント〟──!!」


　アッシュの言葉を受けて、黒曜剣ブラツク・ソードが悲鳴を上げた。


　滅びの粉塵により破は壊かいされ、それでも主あるじの願いを果たさんがために、黒曜剣ブラツク・ソードは脈動する。


　鞘に刻きざまれた蜘く蛛もの巣を思わせる烙印が、その触しよく手しゆを幽霊船全体へと延のばす。


　嘆なげきの石によって蓄ちく積せきされた魔ま力りよくをくらい、食らい、喰らい尽くした。


「パッフェル！　いくぞ！」


　ルファの体温と息いき遣づかいを感じながら、アッシュは吼ほえた。


〝世界結合の烙印アース・コンセント〟が延ばした触手が、パッフェルに向かって疾しつ走そうする。





「これ……は？」


　突とつ然ぜん自身を襲った魔力の力に、パッフェルは困こん惑わくした。


　身体中の血管が破は裂れつしそうなほど、力が沸わいてくる。


　これが、アッシュの力だと理解した瞬しゆん間かん、パッフェルの心が温かくなった。


　すべてを委ゆだねてもいい。


　そんな、安心感が自然と湧わき上がる。


　パッフェルはキッと前を睨にらんだ。


　この魔力をすべてスカル・サーペントに押される漆黒の左手に注ぎ込む。


　すると、漆黒の左手が大きくなり、スカル・サーペントを受け止める。


「もっと！　もっとです！　もっと大きく、もっと強く！」


　パッフェルは叫び、さらなる力を漆黒の左手に送った。


　漆黒の左手が大きさを増す。


　幽霊船よりも、さらにはスカル・サーペントよりももっと大きくなった。


　漆黒の左手はそのままスカル・サーペントの首を摑み、持ち上げる。


　パッフェルは漆黒の左手を操あやつり、そのまま力を込めた。


　ボキ。


　スカル・サーペントの首と胴どう体たいが離はなれて、落下した。


　ガンと音を立てて、パッフェルの目の前にスカル・サーペントの首が落ちてきた。


「お父さん……」


　スカル・サーペントはまだ動いていた。


　赤い目を爛らん々らんと輝かがやかせ、首だけになってもパッフェルを喰らおうと口を大きく開ける。


　パッフェルは一度目を閉じた。


　スカル・サーペントの赤い両目が、悲しげな色を湛たたえている気がするのだ。


　だから、心の中で報告する。


（お父さん。あなたの娘は、いつも楽しく暮らしています。だから、心配はいりません）


　と。


（ルファ先輩はとっても優やさしいですし、アッシュさんはぶっきらぼうだけど、あたしの大切な仲間です……あと、ちょっとだけ……好きな人です）


　だから。


「お父さん、旅団のみんな！　安心して眠ねむってください!!　〝死点の烙印デツド・ホール〟──発動ッッ!!」


　パッフェルはすさまじい魔力の力を想おもいに変えて、スカル・サーペントの頭部を、その右手で貫つらぬいた。


　光が、黒い霧きりに包まれた幽霊船を明るく照らす。


　スカル・サーペントが叫び声を上げた。


『ありがとう』


　その場にいる皆みんな、スカル・サーペントがそう言っているように聞こえた。


　ぼろぼろと、スカル・サーペントの身体からだが灰となり、砂のように崩くずれていく。


　それは、パッフェルの目の前にある頭部も同様だった。


　潮風に吹ふかれ、スカル・サーペントだった灰が海へと飛んでいく。


　最後に、ぽとりと金属のネックレスが落ちた。


　中に紙を入れられるロケットだった。


　パッフェルは、それを拾い上げ、中を開く。


　くすんだ羊皮紙の中で、幼いパッフェルとパステルが笑っていた。


　パッフェルはぐいっと自分の袖そでで、溢あふれる涙をぬぐった。





「はぁ、終わったのか」


　アッシュはどかっとその場に座すわった。


　もはや立つ気力もない。


「パッフェル……」


　ぐしぐしと、服の袖で涙を拭ふいているのであろうパッフェルの背中にアッシュは声をかけた。


「終わったな」


「いえ、終わってないです」


　きっぱりと、パッフェルは言い切った。


「ライルさんのこと、それに、アッシュさんたちのお父さんのこと……全然、終わってないですよ」


「パッフェル……」


　呆ほうけた声で、ルファが言った。


「でも、お前には関係のない──」


　アッシュの拒きよ否ひを、パッフェルは力の限り遮さえぎる。


「関係なくなんてないです！　アッシュさんもルファ先せん輩ぱいも大切な仲間です！　おふたりがいなければ、あたしはなにもできませんでした！　お父さんの魂を助けることも、きっとここにもいられなかった！　それなのに、関係ないなんて言わないでくださいッ!!」


　血を吐はくようなパッフェルの声に、アッシュは頭を下げる。


「ありがとう」


「ふん。当然ですよ」


　腰に手をあて、堂々と言い切るパッフェルの背中に、アッシュは思わず笑みを浮うかべた。


　瞬間、幽霊船が震えた。


「なっ!?」


　驚きよう愕がくはルファのもの。


　しまったと、アッシュは思った。


　魔力を〝世界結合の烙印アース・コンセント〟で吸い上げれば、幽霊船が崩ほう壊かいするのはわかっていたはずだ。


　ぼろぼろと、幽霊船が全体を揺ゆらしながら崩壊していく。


　一ひと際きわ大きい音を立てて、幽霊船が二つに割れた。


　駆かけ出そうとして、アッシュは前につんのめる。


　もう、体力が残っていなかった。


「アッシュさん！　ルファ先輩！」


　半分に割れた幽霊船の向こう側で、パッフェルが叫さけんだ。


　パッフェル側は船せん尾び。今から走れば、ビートの船に逃にげ込こめる。


「おぉぉぉ!!」


　だからアッシュは最後の力を振ふり絞しぼり、ルファを持ち上げた。


「パッフェル！　ルファを頼たのむ！」


　全力で、ルファの身体をパッフェルに向かって投げつけた。


「アッシュ！」


　宙を舞まうルファの右手が、アッシュに向かって伸ばされる。


　その手を取ってはいけないとわかっているのに、アッシュの手は自然と持ち上がった。


　触ふれそうになる一いつ瞬しゆん前に、アッシュは何とか自制し、自分の手を引っ込める。


　悲しげに歪ゆがむルファの表情に、なんと声をかけていいかアッシュにはわからなかった。


　だから、笑った。


　ありがとうの意味を込めて。


　ごめんの意味を込めて。


　ただ、アッシュは笑った。


　やがて、ルファの身体がパッフェルに受け止められる。


「アッシュさん！」


「アッシュ！」


　ふたりの声が、やけに遠い。


「ふたりとも行ってくれ！」


　幽ゆう霊れい船せんが斜ななめになる。


　もう、沈ちん没ぼつするのは時間の問題だった。


　パッフェルがアッシュを見てうなずきを一つ。


「いや！　アッシュ！　アッシュ──！」


　嫌いやがるルファを無理矢理持ち上げ、ビートの船が待つ船尾に向かって駆け出した。


　それを見届けて、アッシュはその場で力ちから尽つきる。


　やがて、幽霊船は船首と船尾を天に突つき上げ海の奥おく底そこへと沈しずんでいった。




　エピローグ







　幽霊船が完全に海の底に沈んで、そう時間は経っていなかった。


　パッフェルは必死になって海の上に視線を走らせた。


　月の光があるとはいえ、まだまだ視界は暗く、何も見えない。


「アッシュさん！　どこですか、アッシュさん!!」


　だからこそパッフェルは声を出した。


　喉のどが潰つぶれても、それでアッシュが助かるのならと、叫び続ける。


「アッシュ！」


　それはルファも同様だ。


　パッフェルとは反対側を、舐なめるように見ていく。


　アッシュの捜そう索さくは朝になっても、その翌日になっても行われた。


　皮肉なことに、アッシュとライルがいなくなったことで、食糧の余よ裕ゆうができた。


　だが、パッフェルたちはアッシュの分の食事には一いつ切さい手をつけなかった。


　パッフェルとルファはずっと、夜も寝ねずにアッシュを捜し続ける。


　ちょうど、捜索を始めて五日の月日が流れた日。


「もぅ、ルデパールに帰りやしょう」


　ビートにそう切り出された。


「そ、そんな！　きっとアッシュさんはどこかに」


「今まで黙だまっていやしたが、船の沈没に巻き込まれたら人間なんてまず助かりやせん。よしんば助かったとしても、五日も時間が経っちまったら、もう……」


　痛々しそうなビートの表情に、ルファが泣き崩れた


「そんな……だって、これが終わったらお父さんのこと、一いつ緒しよに話そうって……私、どうしたらいいの？　もうわかんないよ……」


「ルファ先輩……」


　自分を抱だき、しゃがみこむルファの姿にパッフェルは不安を抱いだいた。


　いつもと様子が違ちがいすぎる。


　このままだとルファの心がもたないかもしれないと、パッフェルは思った。


『ルファを頼む！』


　そのアッシュの言葉が、パッフェルに決断を迫せまった。


「ビートさん。今日で最後にします。見つからなかったら、帰りましょう……」


　パッフェルがそう言うと、ビートはうなずいた。


　その日、深夜になってもアッシュの捜索は続けられた。


　だが、ついに見つかることはなかったのである。





　暗くて冷たい場所だと、アッシュは思った。


　幽霊船の沈没に巻き込まれるとは、自じ業ごう自得としか言いようがない。


　感覚は麻ま痺ひしていた。


　どこか怪け我がをしているのかもわからない。


（俺おれ、死ぬのかな……）


　そう思いながら、アッシュはただ波に揺られる。


　ふと、アッシュは誰だれかに頰ほおを触さわられた。


（……ルファ？）


　細くしなやかな指が優しくアッシュの頰をなぞる。


　そう思い、ゆっくりと目を開けてみる。


　視界がぼやけてよく見えない。


　ただ、桃もも色いろのウェーブのかかった髪かみが視界いっぱいに広がっているのだけがわかった。


「お待ちしておりました。ずっと、ずっと昔から……」


　少女の声はアッシュの耳に聞こえてきた。


　おかしい。ここは海の中だというのに。


「あぁ、ようやくめぐり合えましたわ」


　ゆっくり、少女の顔がはっきりと見えてくる。


　どうやら、アッシュに近づいているようだ。


「わたくしはメディアと申します。ともに、アリアオロへ向かいましょう」


　酸素が足りず、頭がぼーっとする中、アッシュは少女がそっと目を閉じたのを見た。


「わたくしの運命の方……」


　呟つぶやきとともにアッシュの唇くちびるが、少女の唇にふさがれた。




〈了〉
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　あとがき







　最近仲間とした会話。


僕「ベロチューという言葉はすごい！　ディープキスとか接せつ吻ぷんとか口づけって言葉より、なんだかとってもエロい感じがする！」


仲間「大おお井いくん、きみ頭おかしいでしょ（断言）」


　作家として、これ以上のほめ言葉はありません。


　どうも皆みな様さま、創作者集団・グループＳＮＥに所属する大おお井い雄ゆう紀きです。


　世間の荒あら波なみの中、日々強く生きています。





『烙らく印いんゼミナール（以下・烙ゼミ）２』発売しました!!　イェーイ！


　烙ゼミの１巻が発売されたのが、２０１０年の２月のこと。


　なかなかよいペースで皆様のお手元に続刊をお届けできました。


　実にうれしい限りです。


　この調子で３巻もできるだけ早くお届けできるようがんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします（ぺこり）。


　また、１巻も発売後すぐに重版がかかりました！　やったー！


　これもすべて、皆様のおかげでございます。誠にありがとうございます！





　さて、実は今回もあとがきのページがたくさんあります。


　つらつらと僕のどうでもいい日常を書き連ねてもよいのですが、それは密かにやっている僕のブログに任せてしまいましょう（大井雄紀個人ブログ、『ゆるんだ頭がもどらない！』http://yukioi.blog122.fc2.com/）。


　ふぅ……なんとさりげないブログの宣伝でしょうか。


　おいといて。


　せっかくなので烙ゼミに登場する魔ガ法ル学テ園ンの魔法学科について、少しばかり触ふれておきましょう。


　本編とはあまりかかわりのない、各学科の授業内容や生徒傾けい向こうをご紹しよう介かいします。


　ちなみに、今後本編で登場する際、少し変わってしまうかもしれません。そのときはご容よう赦しやいただければ幸いです。





■物ぶつ理り魔ま法ほう科


　炎ほのおや雷かみなりを起こす破は壊かいの魔法、物理魔法を学ぶ学科。


　物理魔法科の授業は、炎や雷の魔法で何かを壊こわすことが主になっています。物理魔法は爆ばく発はつが起こるため、非常にやかましく、夜は迷めい惑わくこの上ないでしょう。きっと近きん隣りん住民から「日が落ちたら、授業をするな！」と釘くぎを刺さされていること請うけ合あいです。


　破壊という性質柄がらか、教師、生徒のどちらにも血気盛んな者が多く、非常に暑苦しい感じ。





教師「今日の授業は、なんだかとっても強固な魔法学園の壁かべを破壊することだ！」


生徒Ａ「そ、そんな！　先生、オレたちには無理です！」


教師「大だい丈じよう夫ぶだ！　お前たちならできる！　熱くなれ!!」


生徒Ｂ「せ、先生！（感かん涙るい）」


教師「よーし！　俺についてこいッッ!!　夕日に向かってダッシュだ！」


生徒Ｃ「一生ついていきますぜ!!」





　こんな「！」を多用する会話が日夜繰くり広ひろげられていることでしょう。


　……汗あせくさ。


　また、物理魔法科の生徒たちは、よく問題を起こして学園の盾たてのお世話になっています。





■変へん質しつ魔ま法ほう科


　自身や他者を変身させる魔法、変質魔法を学ぶ学科。


　変質魔法科の授業は、実際に魔法を使うもの以外にも、動物や魔ま物ものの生態を詳くわしく勉強するものがあります。


　自分や仲間が変身するものは何ができるのか、何が得意なのか。それを知っておかないと、変質魔法は何の意味もありません。例えば空を飛ぼうとしたとき、にわとりに変身してもどうしようもないですからね。


　どのような人物も獅し子しに変身すれば獰どう猛もうになり、猫ねこになればツンデレになります。


　その性質からか、生徒の多くは感情の起き伏ふくが乏とぼしいようです。変身を日常的に使っている弊へい害がいなのでしょう。





■錬れん金きん魔ま法ほう科


　物を分解、再構成し、まったく違ちがう物質を造る魔法、錬金魔法を学ぶ学科。本編で登場するジェイナスが教えている魔法ですね。


　錬金魔法科の授業は、もっぱら物を造ることです。特に、物理魔法科の授業で壊された物を直すというのが主な授業になっています。


　他にも、人工生命体ホムンクルスや自ゴ動ー人レ形ムといった、魔法生物と呼ばれる魔物を作り出す授業もあります。


　物を造るためか、生徒には偏へん屈くつな人物や頑がん固こ者が多くいます。錬金魔ま導どう師しは現代でいう職人さんなのです。


　生徒同士で、自らの造った美しい造形の人工生命体ホムンクルスや自ゴ動ー人レ形ムを自じ慢まんすることもあるでしょう。


　これはつまり、自分の造ったフィギュアや模型を自慢するのと同じことです。





■念ねん心しん魔ま法ほう科


　念動力によって超ちよう能のう力りよくに似た力を得たり、風を操ったりする魔法、念心魔法を学ぶ学科。


　念心魔法科の授業は地味なものと派手なものの差が激しい。


　地味なものは、伏ふせられたカードの絵え柄がらを言い当てたり、相手の心を読んだりというものです。いわゆる超能力開発のような授業です。


　逆に派手なものとなると、空を飛んだり、中庭で出した声を拡声器のように魔ガ法ル学テ園ン全体に届けさせたりします。


　精神に効果を及およぼす魔法が多いためか、念心魔法科の生徒たちは変わり者ばかりです。


　他者を操ることに悦よろこびを見出した者や、知ってはいけない他者の心を知ってしまい己の内にこもってしまう人物、風のように飄ひよう々ひようとした性格の人など、実に多種多様です。





■幻げん影えい魔ま法ほう科


　光を操り虚きよ像ぞうを生み出す魔法、幻影魔法を学ぶ学科。本編に登場するライルが使う魔法ですね。


　幻影魔法科の授業は、光を操作するため建物の外で行われます。この授業は魔ま法ほう帝てい国こくアルデ＝バランにおいて、一種の名物のようになっています。


　幻影魔法科の生徒がひとたび授業を始めれば、光や幻げん影えいが飛び交うからです。夜の闇やみを切きり裂さく光の魔法といえば、かっこいい感じですが、近隣住民からすればたまったものではありません。


　きっと、物理魔法とは別の意味で夜は授業をさせてもらえないでしょうね。


　幻影魔法科の生徒の性格は、底そこ抜ぬけに明るいか、礼れい儀ぎ正ただしい大人な人物に大きく分かれます。


　どの人物も基本的に規則を重んじています。これはやはり幻影魔法が光に由来するためでしょう。





■烙らく印いん魔ま法ほう科


　刺青いれずみに似た魔ま力りよくを持つ烙印を身体からだに刻む魔法、烙印魔法を学ぶ学科。本編の主人公アッシュや、パッフェルたちが使う魔法です。


　烙印魔法科の授業は基本的に屋内で行われます。一巻でも触れたように、烙らく印いん魔ま導どう師しが魔法と同時に格かく闘とう術を学ぶためです。


　実戦に近い戦いを授業で行うため、生傷が絶えず、烙印魔法科の生徒はよく保健室のお世話になります。


　烙印魔法科の生徒の多くは、自信家です。他の学科とは違い、己の肉体を鍛きたえ上げ、実戦に近い授業を受けるため「自分は強い！」という自信を得ているのです。


　ところが、これはよい面もあれば悪い面もあります。自信を持っているため、自由奔ほん放ぽうな性格になってしまう場合があるのです。


　ようは、子供っぽく、わがままな人物が多くいるのが烙印魔法科なのです。


　幻影魔法科とは対照的であると言っていいでしょう。





■召しよう喚かん術科


〈真の名〉により過去の世界から魔物を召喚し使役する魔法、召喚術を学ぶ学科です。本編のヒロイン、ルファが使う魔法です。


　召喚術科の授業は、実際に魔物を呼び出す授業の他に召喚札を自作するものもあります。七星魔導師の魂たましいを宿したルファは召喚札を使っていませんが、これはあくまでも例外です。普ふ通つうの召喚術師はそんなことできません。


　なので、もし旅先で召喚札がなくなってしまった場合に備えて、授業で造り方を学ぶのです。


　召喚術科の生徒の多くは、命に対して誠実です。


　やはり精神の糸で魔物と繫つながり、感覚を共有することから愛着も湧わくのでしょう。召喚術師の生徒は魔物を大切にします。


　召喚術科の生徒にとって、命を大切にするのは当然のことであり、これには人間と魔物の区別はありません。


　とはいえ、敵に容赦はしません。命に誠実だからこそ、自分や仲間、召しよう喚かん獣じゆうを守るため召喚術師は全力で戦います。





　と、魔法学園にはこの七つの学科が存在し、変な生徒たちが日夜勉学に勤しんでいます。


　いやー、こりゃ毎日事件が発生しますわ（笑）。


　生徒傾向だけでも、これだけバラバラの人物が共同生活をおくっているのです。なにもないほうがおかしいですね。


　なお今回ご紹介したのは、あくまでも各学科のほんの一部です。


　本当はもっと書きたいことが多々ありますが、それは本編でお見せできればと思います。





　今回もなんとかページが埋うまったので、いつも通りごあいさつを。


　原案者である安田社長。社長に「おもろい！」と言っていただけるたび、僕は自信を得ています。誠にありがとうございます。


　イラストレーターの７０１０なおと様。今回もステキなイラストをありがとうございます！　実は毎日７０１０さんのホームページ『箱庭（http://www5f.biglobe.ne.jp/~ebotex/）』に遊びに行っておりまして、その仕事の速さに驚おどろかされております。同時に「僕もがんばろう！」とやる気をいただいております。これからもどうぞよろしくお願いいたします。


　編集様方。編集様ががんばってくださったおかげで、烙ゼミ２をこうして発売することができました。また、担当の稲いな垣がきさんには作品作りの上でご相談にのっていただき、烙ゼミはより面白くなっていると確信しております。毎度毎度、本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。


　最後に、烙ゼミを手にとって下さった皆みな様さま。１巻に引き続き、２巻もお手にとっていただき、ありがとうございます！


「まだ１巻を読んでいない」という方は、ぜひこの機会に１巻もよろしくお願いします！





　また、作品のご意見、ご感想などお待ちしておりますので、どしどしお送りいただければ幸いです。お送りいただける際は、グループＳＮＥのホームページ（http://www.groupsne.co.jp/）までお願いいたします。





　それでは、また近いうちにお会いできることを信じて。







平成二十二年四月　大井雄紀





モンスター・コレクション


烙らく印いんゼミナール２





原案──安やす田だ　均ひとし


著者──大おお井い雄ゆう紀き
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